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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　聖せい戦せんの、最中だったことだけは確かだ。

　カルロ・クレメンティにとって、価値ある記き憶おくはほとんどその時期に集中している。

　隣となり合わせの死と青春。毎日のように〈獣ベステイア〉との戦いに駆かり出され、多くの仲間を失いはしても、カルロにとっての青春はあの時期をおいて他ほかにない。

　一日を、一時間を、一分を、一秒を、カルロは精細に覚えている。

　かけがえのない宝物のように、大切に抱だきかかえている。




　──だけど。




「双ふた子ごの弟、ですか」

　だけど、その話を聞いたのは、正確にはいつだったろう。

　断罪衣イスカリオテに触ふれていたのだから、おそらく教団の研究室か調整漕そうだったはずだ。どちらにしても、天窓から斜ななめに差した砂さ漠ばくの光だけははっきりと覚えている。

　ねっとりとした飴あめ色いろで、どこか非現実じみた光。

　そんな光の中、断罪衣イスカリオテの調整を終えたばかりのカルロへ、ただの世間話か何かのように、九く瀬ぜ諫いざ也やが口にしたのだ。

　自分には、弟がいるのだと。

「一度も顔をあわせたことはないんですけどね。世界のどこかに自分の兄弟がいるはずだって思うだけで、なんとなく嬉うれしくなるものですよ」

　ふわふわと、あどけなく九瀬諫也は笑う。

　ひどく透とう明めいな笑えみだった。

　少年の笑顔はいつもそうなのだが──とりわけこのときは、天窓からの砂漠の光に透すけて、そのまま消えてしまいそうなほど儚はかなかった。

　だから、カルロはわざと難しい顔をした。

「そういうものですかね」

「そういうものです」

　しかめっ面つらのカルロへ、九瀬諫也は悪いた戯ずらっぽい子供をたしなめるかのように微び苦く笑しようする。

　ふたりの関係は、複雑だ。

　カルロの方が年上なのに、たいていの場合、目上からものを言うのは九瀬諫也の側だった。

　単に、この少年が英えい雄ゆうと目されているからではない。

　断罪衣イスカリオテを纏まとった戦せん闘とうで、この少年が史上最大の試行回数──現実を意志のままにねじ曲げる、大規模の模も倣ほう奇き蹟せきを行使できるからでもない。

　単純に、カルロが眩まぶしく思うからだ。

　この少年が自分を諭さとしてくれることを、嬉しく思ってしまうからだ。

　仏教ブツデイズムでは、最初に赤ん坊ぼうの釈しや迦かを見み出いだした仙せん人にんが「しかし私はこのお方の説教を受けられるまで生きてはいないのだ」と嘆なげいたという。だったら自分はその逆だ。

　この少年と同じ時代に生まれた幸運を、誰だれよりもカルロは嚙かみしめていた。

　この少年と同じ時間を過ごせる幸福を、誰よりもカルロは嚙みしめていた。

「何です？　また変な顔して」

「いえいえ、英えい雄ゆう様とゆっくり話せるのを嬉うれしく思いまして」

「カルロさんは、いちいち大おお袈げ裟さすぎます」

　少なからず迷めい惑わくそうな少年の表情も、彼にとってはまったく大袈裟ではなく宝物だった。

　いくら見ても、飽あきないだろうと思った。

「──ところで、先ほどの弟さんの話ですが」

「ええ」

「もしも、弟さんと会えたらどうします？　双ふた子ごということは、同じ顔かもしれないですよね？　なかなか面おも白しろい絵え面づらになると思うんですが」

「……うーん」

　その質問に、聖職衣カソツクの腕うでを組み、首をひねって、九く瀬ぜ諫いざ也やが考え込こんだ。

　相当な時間悩なやんだ末に、

「分かりません」

　と、正直に答えたのだ。

「分からないですか」

「はい。まったく想像つきません。弟がいてくれるのは嬉しいんですが、自分と同じ顔って言われると、やっぱり想像力の限界です。なんか嬉しくなるよりも面白くなっちゃいそうで」

「ああ、なるほど」

　面白くなっちゃう、というのはいかにもこの少年らしかった。

　初めて自分用の──聖せいゲオルギウスの断罪衣イスカリオテを渡わたされたときには、あまりに楽しくなりすぎて、一日中その断罪衣イスカリオテをいじりつづけたあげく、ついには行ゆく方え不明扱あつかいされかけたほどだったからだ。

　その話をすると、少年は拗すねたように唇くちびるを尖とがらせてから、こう言った。

「ひょっとしたら、カルロさんの方が先に会うかもしれませんよ」

「は？　どうしてでしょう」

　瞬まばたきしたカルロに、淡あわく九瀬諫也は笑う。

「ただの勘かんです」

「勘」

「はい」

　すんなりと、九瀬諫也はうなずいた。

「ただの勘かんですけれど、僕のはよく当たるんです。だから、覚えておいてください」

　そう。

　記き憶おくが確かなら、一いつ拍ぱくおいて、少年はこう続けたのだ。




「もしも、カルロさんが僕の弟と会えたなら……」
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　──そして、現在いま。




　御みさ陵さぎ市しの大地は、揺ゆれていた。

　人間が立つことさえ許さぬ、星の怒いかり。剝はがれたプレートの巻き起こす大災害。

　高層ビルが不ぶ気き味みなまでに大きく傾かしぎ、吹雪ふぶきによって真っ白く染まったコンクリートが、稲いな妻ずまのようなカタチにひび割れる。強度の低い一部の歩道橋など、中央からへし折れて、道路に立ち往おう生じようした車を無む惨ざんに押おし潰つぶしていた。

　しかし。

　それでも、災害のごく一部に過ぎぬ。

　今回のそれは、自然現象ではなかった。

　天空からの雪を断たち割って、噴ふき上げ続ける黒い柱が、その中心であった。

　まるで地球の核かくから噴き上げるかのごとき黒柱が、地下深くまで強固に築き上げられた御陵市を揺さぶっているのだった。

　滅ほろびの日。

　怒りの日デイエス・イレ。

　黙もく示し録ろくにも記された終末の預言が、今こそ人類へ襲おそいかかっているかのごとき、悪夢の光景。

「……く、ぁ」

　その渦か中ちゆうに、呻うめきがこぼれた。

　砕くだけたコンクリートの破は片へんの、そのただなかだった。

　ほとんどクレーターじみた破は壊かいの中心に、鈍にび色いろの金属が埋うもれていた。金属の表面には、聖せい霊れい機関による流動性の光が走っている。あたかも西洋の鎧よろいと機動服パワードスーツを合成したかのような形状フオルムは、ほかと見み間ま違ちがえようがあるまい。

　鈍色の断罪衣イスカリオテを纏まとっているのは──ラーフラであった。

「こ……こは……」

　かふ、と血の混じった吐と息いきをつく。

　意識を取り戻もどしたのは、皮肉にもその壮そう絶ぜつな震しん動どうのためだ。

　御陵市を襲った魔ま震しんは、若き異端審問官インクイジターに気絶していることすら許さなかったのだ。

（生きて……る……？）

　最初に思ったのは、そのことだった。

　確実に死んだと、心のどこかで思っていた。

　それだけの攻こう撃げきを──自分は受けたはずだった。

（攻こう……撃げき……？　何……の……？）

　駄だ目めだ。

　まだ、思考がまともに働かない。記き憶おくと自じ我がとは、忘却レテの川を隔へだてて分ぶん裂れつしたままだ。

（冷た……い……）

　コンクリートと同じく、自分の身体からだも雪の中へ埋うまっている。

　おそらくは、それが衝しよう撃げきを和やわらげてくれたのだろう。幸い、指がまだ動くところからすると、気絶していたのは、ひどい凍とう傷しようにかかるほどの時間ではなかったらしい。

　半ば自動的に、思考が進んでいく。

（男……）

　ぼんやりと、シルエットが浮うかぶ。

　巨きよ大だいな野の太だ刀ちを──その野太刀を変形させた漆しつ黒こくの槍やりを携たずさえた男。

　ふざけた笑えみを浮かべながら、その内側に獰どう猛もうな闘とう志しと陰いん鬱うつな影かげを潜ひそめた戦士の横顔。

（あの……男……は……）

　脳のう裏りを、稲いな妻ずまが走った。

「────っ！」

　思い出した。

　自分と師し匠しよう──シスター・レアは、〈獣ベステイア〉に憑つかれた壬み生ぶ蒼そう馬まと対決したのだ。

　途と端たん、連動するように、すべての意識が回復した。

　断罪衣イスカリオテの集積回路が片かた端はしから危険を訴うつたえているが、それでも身体は動いた。破断した装そう甲こうも、その下で血にまみれた黒い肌はだも、たった今雪に吸い込こまれていく血液の量すら、少年には気にならなかった。

　ラーフラという少年修しゆう道どう士しにとって、自分の身体など目的のための手段でしかない。死に至ろうが、破は滅めつが見えようが、止まる理由など欠片かけらもない。

「……こ……ぐぁ……！」

　喉のどから軋きしみを振ふり絞しぼりつつ、ラーフラの身体が雪を脱だつする。

　白い尾おを引いて、傾かしいだビルのそばへと着地。そのまま、センサーの反応を頼たよりに道路側へと回り込んだ。

　そこは、墓地だった。

　すでに忘れ去られて久しいと見える、小さな墓石の群れ。吹雪ふぶきに白く染まった墓地は、先ほどの戦いであちこちが破は壊かいされていた。

　ラーフラが止まったのは、その墓地の入り口だった。

　石でできた入り口へ、もうひとりの断罪衣イスカリオテ使いが身をもたせかけていたのだ。

　長い髪かみに、陶とう器きを思わせる白い肌。

　瞼まぶたを閉じているのは、もとより盲もう目もくだからだ。

　しかし、常人の瞳ひとみなどより遙はるかに深く世界を知覚するその尼に僧そうの奇き蹟せきを、ラーフラは知っている。

　肩かたを貸しながら、少年修しゆう道どう士しが名を呼んだ。

「シスター……レア」

「……大だい丈じよう夫ぶ……です……わ？」

　返事があった。

　ゆっくりと、尼僧が顔をあげる。

　顔色こそ極度に失うせており、その衰すい弱じやくぶりを窺うかがわせたが、外傷だけならラーフラより軽く済んだらしかった。

　もとより、シスター・レアの断罪衣イスカリオテの神しん性せい加か護ごは、ラーフラのそれよりも高い。というよりも、ラーフラのそれが低いのだ。

　悪あく魔まの誘さそいにのり罪を犯おかしたとして糾きゆう弾だんされるダビデの伝説が、断罪衣イスカリオテとしての性能スペツクにも響ひびいたものだろう。奇蹟を再現する聖せい霊れい機関はそれゆえに、奇蹟の望ましくない一面をも体現するのである。

　もっとも、そんなことは、今は問題ではなかった。

　センサーの捉とらえたもうひとつの反応へ、ラーフラとレアは振ふり返った。

　墓地の中央から来る反応の大きさと、相手のゆっくりした動きを考えれば、隠かくれるつもりもないらしい。

　問題は、その相手の姿であった。

「壬み生ぶ蒼そう馬ま……」

「何だ、ふたりとも生きてたのか？　やっぱ、そこのラーフラとやらの奇蹟に、ちっとは相そう殺さいされてたかね」

　笑えみを歪ゆがめたその男は、肩に巨きよ大だいな槍やりを担かついでいた。

　聖せい戦せんの英えい雄ゆうにして、最強の断罪衣イスカリオテ使いとも呼ばれた男。その戦せん闘とうデータはいまだ教団の伝説となっており、幾いく度どとなく繰くり返したシミュレーションでさえ、ラーフラは彼以上の成績を収められなかった。単純な戦闘能力のみを問うならば、かの『九く瀬ぜ諫いざ也や』さえ上回ることだろう。

　しかし。

　もはや、彼の纏まとう鎧よろいは、断罪衣イスカリオテではない。

　左右の肩当てに浮うき彫ぼりされた、邪じや悪あくなる悪魔の異形。漆しつ黒こくの装そう甲こうの、表面を這はう脈動。何よりも片手で握にぎられた、漆黒の槍の禍まが々まがしさよ。

　──大罪衣アンチ・イスカリオテ。

　そのように、蒼馬は言っていた。

　断罪衣イスカリオテにして断罪衣イスカリオテならぬ、この男の新たな鎧だと。

「お前……っ！」

　身構えたラーフラが、断罪衣イスカリオテにセットされたサブウェポン──使い慣れたウージー・カスタムを手にする。

　いかにも心こころ許もとない装備ではあった。この男に対するなら、最低でも重じゆう機き関かん銃じゆう、いや機き関かん砲ほうレベルが欲ほしかった。むしろ、それほどの制圧能力をもってしても、この男をどれだけの時間食い止められるか。

（せめて……シスター・レアを……）

　自分の師であり、もうひとりの親とも言える存在の保護を、ラーフラは第一に考えた。

　だが、そんな思考は蒼そう馬まの背後を見たとき、消え去った。

　蒼馬の、背後。

　いつのまにか、そこにもうひとりいたのだ。

　今の今まで、断罪衣イスカリオテのセンサーにさえひっかからなかったのに──なのに、一度気づいてしまえば、たとえ数キロ先であろうが息を止められてしまいそうな、圧あつ倒とう的てきなヒトガタの気配。

　その、姿。

　その、顔。

「な……っ」

　ラーフラが、たたらを踏ふむ。

　同時に、少年修しゆう道どう士しはあることを思い出していた。

　ついさきほど、蒼馬との戦いで吹ふき飛ばされたとき、彼は同様に投げ出されたある墓石を目にしていたのだ。

　あの墓石に刻まれていた、名前は──

「ああ、ようやっとこいつに気づいたか」

　蒼馬が、悪いた戯ずらっぽく片目をつむった。

　対するラーフラは、まるで赤子がいやいやでもするかのように、かぶりを振ふる。

「……どうして……あなたが……」

「どうしたのですか、ラーフラ？」

　隣となりで、シスター・レアが怪け訝げんそうに眉まゆを寄せた。

「シスター・レア……！　あの者は……！」

　言って、ラーフラは師の身体からだに気づいた。

　無論、見えるはずはない。

　本来のシスター・レアは、盲もう目もくなのだから。

　断罪衣イスカリオテの模も倣ほう奇き蹟せきによって常人以上の視力を誇ほこっているとはいえ──いや、それゆえにこそ、自分たちと彼女では『視みえる』という事象の根本から異なっている。

「私には……そもそもあれは人間には見えませんわ？」

　いつもののんびりとした、だがその内側に切せつ迫ぱくするものを秘ひめた口調で、シスター・レアが言う。

「あれは……まるで『力』の固まり……。異質な力場がたまたま人間のようなカタチを持っているようにしか、私には見えませんわよ？」

「まあ、それも正しい見方だわな。聖せいルチアの奇き蹟せきを引き継つぐだけはある」

　蒼そう馬まが言った。

　シスター・レアの眉まゆが、ほんのわずか苛いら立だたしげに寄せられ、彼女はこう囁ささやいた。

「〈憤ふん怒ぬ〉の〈獣ベステイア〉……」

「おお。どう呼んでくれてもかまわんぜ。〈怒りの日デイエス・イレ〉を呼ぶものとか、〈憤怒の王〉とかな。──あるいは」

　自らの背後へ、ちらりと視線をやった。

　蒼馬は、ひどく楽しげであった。

　一いつ拍ぱくおいて、彼はこう告げたのだ。




「あるいは……〈反救世主〉、とかな」





２






「────っ！」

　ラーフラの表情が険しくなった。

　今の、蒼馬の言葉のためだった。

〈反救世主〉。

　それは聖せい霊れい教きようの聖典の、わずか数カ所のみに囁かれる存在だ。

　文字通り救世主という属性を裏返し、数多あまたの人に堕だ落らくを囁き、あらゆる救済の道を閉ざされた悪あく魔まの具現といわれるモノ。しかし、ラーフラの知る限り、〈獣ベステイア〉との戦いでも実在を確かく認にんされたことはないはずだった。

　男の背後に佇たたずむ──あれが、本当にそうだというのか？

（あれ……が？）

　ラーフラの眉が、焦しよう燥そうと疑念に曇くもる。

　それを察するかのように、蒼馬も肩かたをすくめた。

「どうにも、まだ寝ねぼけてるみたいでな。これから帰って、おしめを替かえてやらんとならん。そういうわけで、お前らを放置しても別にかまわんのだが」

「…………」

　沈ちん黙もくしたラーフラは、数秒で決断を下した。





「我は模も倣ほうする」






　断罪衣イスカリオテが、高い音をあげた。

　まるで悲鳴のようだった。実際、さきほどの激げき突とつで傷ついた聖せい霊れい機関は、新たな模倣奇き蹟せきの発動に耐たえられず、ラーフラが知る限りの強度で警報をあげていた。

「おいおい」

　と、蒼そう馬まが片かた眉まゆをあげた。

「あんまり無理すると壊こわれるぞ？　修理はできても基本的に断罪衣イスカリオテはワンオフなんだ。もう少し丁てい寧ねいに扱あつかってやれよ」

「黙だまれ」

　短く、ラーフラが言う。

「どうあろうが、お前たちが世界に善良な結果をもたらすとは思えない。だったら、ここで消去するまで」

「なるほど、自分にも他人にも厳しい修しゆう道どう士しらしいご意見だこと」

　肩かたをすくめた蒼馬に続き、ラーフラの隣となりからも別の声があがった。

「……その通りです、ラーフラ」

「シスター・レア」

　その声に、ラーフラが瞬まばたきすると、尼に僧そうは小さくうなずいたのだ。

「こちらも合わせます。彼らの排はい除じよを」

「しかし……っ！」

　外傷は少なくとも、シスター・レアは自分以上に疲ひ弊へいしているように見えた。

　実際、そうだろう。盲もう目もくの身での戦せん闘とうは、異常な集中力を必要とする。模倣奇蹟で補えるとはいえ、それは精神的な疲労までも和やわらげるものではない。むしろ、人の身による奇蹟の発動は、より一層の衰すい弱じやくを強しいるはずだった。

　しかし、

「あれは、これ以上存在してはなりません。させてはならないものです」

　強い語気で、シスター・レアはそう口にした。

　存在させてはならないもの──と。

　誰だれよりもその本質を見み抜ぬく、聖せいルチアの奇蹟を保持する尼僧が。

「分かりました」

　ラーフラが、折れた。

　ゆえに、もう一度、その声が響ひびく。





「私は模も倣ほうします」






　シスター・レアの断罪衣イスカリオテもまた、機械福ふく音いんを告げたのだ。

　ふたつの聖せい霊れい機関が同調し、都市内部から汲くみ上げた集合無意識のエネルギーを増ぞう幅ふくさせていく。それぞれに傷ついた中で、最大威い力りよくの模倣奇き蹟せきを発動するための技術だった。

　どの断罪衣イスカリオテ使いでも、できるというものではない。

　師弟であるこのふたりならではこその、相乗福音。

　だからこそ、蒼そう馬まの顔にもかすかな緊きん張ちようが滲にじんだ。

「──やれやれ、止まらねえか。くだらねえ繰くり返しだぞ？」

　ため息をつき、再び右手の武器を持ち上げる。

　漆しつ黒こくの槍やり。

　ロンギヌスの槍。

　片手で持ち上げ、敵を見定めるように左手を添そえる。髪かみの毛一筋の乱れとてないその構えは、人間であった頃ころの彼が鍛たん錬れんした流派のものであったろうか。





「我は模倣する」






　彼もまた、告げた。

　その禍まが々まがしさに、降りしきる雪さえも歪ゆがんだように見えた。断罪衣イスカリオテのそれが清せい浄じようなる神の教えならば、大罪衣アンチ・イスカリオテの響かせるそれはまさしく異形の悪あく魔まの嘆なげきであった。

　その嘆きの中で、小さく呟つぶやく。

「いい格好だな、シスター・レア。聖せい戦せんのときでもそこまで傷ついたことはなかったろ。後方支し援えんのお前が、なんでこんなとこまでやってきた？」

　蒼馬の言葉に、尼に僧そうはほんのわずか眉まゆをひそめた。

　悲しそうに。

　哀かなしそうに。

「あなたは、ひどい姿ですわね？」

「視みえるのかい」

「視えないとお思いですか？」

　シスター・レアの声は、雪に吸い込こまれるようだった。

「今のあなたは、まるで壬み生ぶ蒼馬の死体が歩いてるみたいよ？　抜ぬけ殻がらでさえないわ？　壬生蒼馬を汚けがすバケモノよ」

「そりゃ結構。なんせ親友に〈怠たい惰だ〉だと言われた身でね。正直、昔の勤勉さは憎にくたらしい」

　唇くちびるの端はしを歪ゆがめて、蒼そう馬まが嘯うそぶく。

「一応、最後通つう牒ちようをしておこう。──そろそろ、こいつに引き寄せられて、〈獣ベステイア〉も集まってくるぞ。もとよりこいつの〈激げき怒ど〉にあてられた奴やつらだからな。復活したと知れば、餓が鬼きみたいに泡あわふいて来るさ。そいつらとも、まとめて戦うつもりか？」

「だったら……なおさらそれまでに済ませる必要がありますわね？」

　尼に僧そうが、静かに言う。

「そうかい」

　と、蒼馬は目を細めた。

　人間らしい会話も、それで最後となった。

　圧力が、増していく。それぞれの模も倣ほう奇き蹟せきを──反奇蹟を再現せんと、膨ぼう大だいなエネルギーが墓地に渦うず巻まいた。それぞれの断罪衣イスカリオテ、大罪衣アンチ・イスカリオテが象しよう徴ちようする聖人と罪人の名を、かつての輩ともがらたちが謳うたう。





「──我は模倣する。ダビデの──」

「──私は模倣します。聖せいルチアの──」







「──我は模倣する。ロギノスの──」






　その、刹せつ那な。

　蒼馬の呼吸が、かすかに揺ゆれた。

　ざわ、と背後にいた、〈反救世主〉と呼ばれた気配が蠢うごめいたのだ。





「我は模倣する！」






　墓地に対たい峙じした三人──蒼馬の背後に佇たたずむモノだけを除いた全員が、戦いの最中にあることも忘れて、その声に聞き入った。

　それは、この場の誰だれでもない、新たな人物の叫さけびだった。

　そして、全員の忘れられぬ声であった。





「我は模倣する！　聖ゲオルギウスの槍やりを！」
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　光は、竜りゆうの吐と息いきにも似ていた。

　絶大なる『力』を秘ひめた、破は滅めつの光。爆ばく縮しゆくと拡散を繰くり返すかのように、その光の奔ほん流りゆうは御みさ陵さぎ市しの地表をうねり、小さな墓地など消滅させかねない威い力りよくで荒あれ狂くるったのだ。

　まさしく、神の槍やり。

　聖せいゲオルギウスの名にふさわしい、偉い大だいなる奇き蹟せき。

　思うがままに暴ぼう虐ぎやくを貪むさぼった光によって、墓石の表面は融ゆう解かいし、抉えぐれた大地の痕あとはガラス状に変質した。熱量の凄すさまじさが小規模な水蒸気爆発を起こし、いまだ周囲の空気は陽かげ炎ろうのごとく揺ゆらめいている。

　そんな中、ようやっとのことで、影かげが立ち上がったのだ。

「……て、めえ」

　さしもの蒼そう馬まが、息を荒らげていた。

　身を護まもったのは、縦一文字に構えた槍の『力』であったろう。漆しつ黒こくの瘴しよう気きを纏まとったその槍ならば、今の光にも対たい抗こうしえたのだろうが、それでも無傷とはいかなかったらしい。

　しかも、異変はそれにとどまらなかった。

　蒼馬の立つ地じ盤ばんが、突とつ然ぜん大きく傾かたむいたのだ。

　地じ震しんではない。

　そんな、自然現象ではありえない異常な角度で、引き剝がされた地盤が蒼馬たちを無理矢理に撥はね飛ばした。

「っ──！」

　刹せつ那な、跳ちよう躍やくした蒼馬の槍が一いつ閃せん。

　さきほどまで自分の立っていた地盤を、斜ななめに引き裂さく。

　その引き裂いた地盤の内側から、新たな人影が飛び出したのだ。

「お前、は──！」

　目を剝むいた蒼馬に、新たな福ふく音いんと拳こぶしが応こたえた。





「我は模も倣ほうする！　聖クリストフォルスの剛ごう力りきを！」






　地下構造ごと、総計数十トンを引き剝はがした機械の拳パワードアーム！

　聖せい人じん一の腕わん力りよくをもってしられる聖クリストフォルスは、まさに世界を──世界と同じだけの重みを持つ救世主を抱だいて川を渡わたった奇蹟によって知られるが、今の模倣奇蹟はその伝説をいかんなく再現した。

　銀色の拳と、漆黒の槍が、空中で激突する。

「カルロ、お前まで──！」

「そちらのふたりは、うちの貴重な戦力でして」

　空中で、金きん髪ぱつの神しん父ぷの横顔が笑った。

　聖せい職しよく者しやにはあるまじき、獅し子しの刺し繡しゆうをなされた眼帯。ひどく薄うすっぺらなにまにま笑いを浮うかべ、その身体からだには旧式の、重じゆう機き甲こう型がたの断罪衣イスカリオテを纏まとっていた。

　無論、その断罪衣イスカリオテを纏う者は、世界にひとりしかいない。

　カルロ・クレメンティ枢すう機き卿きよう代行。

　この街を統すべる、教区長。

「返して、いただきますよ！」

「っさせるか！」

　発動機タービンのごとく乱打するふたつの拳こぶしを、真っ向から槍やりが迎むかえ撃うった。

　聖せい戦せんより二年の時間を埋うめるように、もしくは再戦した夏の時間を巻き戻もどすように、銀色の拳と漆しつ黒こくの槍はそれぞれの術理を尽つくして交こう錯さくした。

　そして、その光景に、地表のふたりも茫ぼう然ぜんとしていた。

「……そんな」

「どうして……」

　ラーフラとレアが、呟つぶやく。

　つかの間とはいえ、ふたりが放心したのは、彼らが自分たちの拘こう束そくした人間だったからだ。

　偽ぎ証しよう罪ざいの疑いありということで、教団の本部に捕とらえたはずの者たち。異端審問官インクイジターの職務として、それは当然のことでもあった。

　なのに。

　聖せいゲオルギウスの槍は、彼らのいる場所だけを見事に避さけて炸さく裂れつし、カルロ・クレメンティは自らの模倣奇蹟をあますところなく行使している。

（どうして……？）

　カルロの姿に、レアは思う。

　あの薄っぺらい笑えみはそのまま、しかしその内側にはレアも見たことのない活力が秘ひめられていたからだ。

「あああああっ！」

　振ふるう拳のひとつずつから、凜りん然ぜんと溢あふれる『力』。

　その横顔に、思う。

（どうして……あんなにも？）

　胸を、締しめ付けられた。

　聖戦で、最も傷ついたのは彼カルロだ。最も苦しんだのも彼カルロだ。

　支払い続けた模倣奇蹟の代だい償しようは、身体も魂たましいも蝕むしばんで、まともな戦せん闘とうなどできない状態に貶おとしめているはずだった。シスター・レアが彼を拘束したのも、そんなカルロをこれ以上戦わせてはならないと、そんな気持ちがあったことは否定できない。

　もう休んでもよいのだと、そう言いたかったのは、本当のことだ。

　だというのに。

　こんなにも、力強く。

　こんなにも、命を煌きらめかせて。

　まるで、……がいた頃ころのように。

（あなたは……！）

　叫さけびを押おし殺すように胸へ手を当てた尼に僧そうの元へ、ついに墓地へ辿たどり着いた黒い影かげが殺さつ到とうした。

　蒼そう馬まの予言した、今第四区を占せん拠きよしている下位の〈獣ベステイア〉たちだった。

　甲こう殻かくを黒くぎらつかせた、巨きよ大だいな蟻ありを思わせるフォルム。表面には〈獣ベステイア〉特有の、幾いく多たの眼球を貼はり付けており、誰だれもが理由なき〈激げき怒ど〉に身を震ふるわせていた。

　ざっと見ただけで、その数は五十以上。

　第四区全体ならば、もう数千というオーダーにのぼっているだろうか。

　柵さくを乗り越こえ、瓦が礫れきを踏ふみつぶし、それらの黒い影は怒ど濤とうのごとくこちらへ群がってくる。

「シスター・レア！」

　ラーフラが、叫んだ。

　戸と惑まどいを抑おさえ込こみ、レアもそれに応じようとした。傷を負った身で消しよう耗もう戦せんは不利と知りながら、そうするよりほかになかった。

　しかし。

　これもまた、予想通りには続かなかった。

　その直前、〈獣ベステイア〉たちへ、一いつ斉せいの制圧射しや撃げきが降りかかったのだ。

「っ──！」

　ふたりの元へ押し寄せたのは、〈獣ベステイア〉だけではなかった。

「レア様！　ラーフラ様！」

「無事でしたか！」

「こちらへ！　急いで！」

　銃じゆう声せいに混じって、叫びが届いた。

　装甲車に乗った、〈槍ランス〉の隊員たちだった。

　教団の中でも選えり抜ぬかれた──喪そう神しん現象を免まぬかれた精せい鋭えいたちは、次々と集まる下位の〈獣ベステイア〉を追い払はらいながら、たちまち墓地のすぐそばへ滑すべり寄った。

　並々ならぬその連れん携けいに舌を巻きつつ、レアとラーフラもそこに合流する。

「──どういうことですの？　あなた方には、戦線の維い持じを命令したはずですわね？　こんなところまで突とつ貫かんを指示したのはどこのどなた？」

　質問したレアに、兵士たちはすっと視線だけを背後へやった。

　そこに、彼らの指揮官が立っていた。

　カルロと蒼そう馬まの戦いを睨にらみつけ、彼らの知る誰だれよりも堂々と、その純白の断罪衣イスカリオテを纏まとっていた。

　聖せいゲオルギウスの、断罪衣イスカリオテ。

　茫ぼう然ぜんと名を呼んだのは、レアとラーフラの、どちらであったか。

「九く瀬ぜ……イザヤ……」





３






「…………」

　イザヤは、しばらく黙だまっていた。

　数多あまたの〈獣ベステイア〉たちが群れ集つどい、カルロと蒼馬の激しく争う戦場を、ただじっと見つめていた。

（……ああ）

　と、胸の中で呟つぶやく。

（本当に……戻もどってきちまったな）

　その思いが、強かった。

　逃にげることは、たやすかった。

　本音のところを言えば、今からでもそうするべきだと思っている。これほど勝ち目がない戦いも、これほど追い詰つめられた状じよう況きようも、イザヤは知らぬ。初めてこの御みさ陵さぎ市しに来たときですら、ここまでの絶望感はなかった。

　まして、目の前のレアやラーフラは、少なからず自分の正体を摑つかんでいるはずだ。貰もらえるはずだった報ほう酬しゆうも確証はなく、むしろ牢ろう獄ごく送りになる可能性の方が高い。

（いや、聖せい霊れい教きようの歴史だと処刑もありえるか？　やっぱ火ひ炙あぶりがメジャーかね）

　そんな疑問を、冗じよう談だんめいて考えられる自分が、不思議だった。

　ひょっとしたら、おかしくなっているのかもしれない。いちいち逃げようとしていた自分の方が正気で、こうしてわざわざ窮きゆう地ちに向かっている自分は、喪そう神しん現象による狂きよう気きにでも侵おかされたのかもしれない。

　だけど。

（……だけど）

　つい数時間前の、言葉を嚙かみしめる。




　──『俺はニセモノだ。こんなところで立ち向かうような英えい雄ゆうじゃない。だいたい、こんな茶番劇、とっくの昔にうんざりだ』

　──『だけど、そのままでいなくちゃいけないのか？』




　──『俺は……英えい雄ゆうになっちゃいけないのか？』




　そう。

　確かに、そう言ったのだ。

　自分の言葉が、自分の背中を押おしている。

　いかなる運命であろうと、もうそれを悩なやむ時期は過ぎた。今少年がやるべきは抗あらがうこと。戦うこと。取り戻もどすこと。

　そして。

　そうであるべき自分に、そうありたい自分に、なること。

（……そうだよ、な？）

　瞼まぶたを閉じると、そこにはふたりの少女が映っていた。

　あるいは、三人であったやもしれない。

　自分を『九瀬諫也英雄』と信じている、黒い髪かみの少女。

　誰だれよりも凜り々りしく、誇ほこり高く〈獣ベステイア〉に抗う彼女の内側に、もうひとりの人格が潜ひそんでいることもイザヤは知っている。限りなく〈獣ベステイア〉に近しい──ひょっとしたらそのものであるやもしれない彼女を、そう嫌きらってもいなかったことに、今のイザヤは苦く笑しようする。

　そして。

　銀色の髪と、紫水晶アメジストの瞳ひとみをした人形。

　朱と鷺き頭とう玻は璃りとともに、この第四区で行ゆく方え不明となった、イザヤの一番大切な──

「…………」

「イザヤ。これは、どういうことです？」

　声が、かけられた。

　目の前に、ラーフラが立っていた。本人も断罪衣イスカリオテも大きく傷つき、今にも倒たおれそうになっているのに、その瞳だけがまだ活いきている。

　戦士なのだ、と思う。

　修しゆう道どう士しにして、生きつ粋すいの戦士。

　イザヤが知る限り、ラーフラは最も〈獣ベステイア〉に対して、勇ゆう猛もうに戦う人間だった。

　その理由も知っている。

　彼が、〈獣ベステイア〉を憎にくむ理由。ダビデの断罪衣イスカリオテを纏まとい、自分の命も惜おしまぬほどの烈はげしさで、〈獣ベステイア〉との戦いへ没ぼつ頭とうする理由を、今のイザヤは知っている。

　きっと、隣となりに立つレアにも、そんな理由はあるのだろう。

　戦う理由。

　この場の誰だれだって、そんな理由を持ち合わせているに違ちがいない。

　だから、返す言葉なんて決まっている。

「委細を説明するヒマがない。協力してくれ」

　続けて、短く少年は告げた。




「この街を、取り戻もどす」




「…………っ！」

　ラーフラが硬こう直ちよくする。

　隣となりから、レアが口を挟はさんだ。

「本気ですの？　言っておきますが、私たちはあなたを拘こう束そくし、審しん問もんにかけている途と中ちゆうですわ？　信しん仰こうに照らす限り、協力いただけたからといって司法取引を行うような余地はありませんけれど？」

「だったら、この件が終わってから好きにしろ」

　正直に、言う。

「…………」

　ゆえに、レアもぴたりと黙だまり込こんだ。

（この、人は……）

　と、尼に僧そうは思った。

　まだ、尼僧の断罪衣イスカリオテは展開したままだ。尼僧の盲もう目もくの瞳ひとみは、断罪衣イスカリオテの超ちよう感覚によって補われ、少年の本質を見定めようとしている。

『九く瀬ぜ諫いざ也や』と、この少年。

　もはや彼は取り繕つくろおうとしていない。ぶっきらぼうな口調も、荒あら々あらしい目つきも、いかにも聖せい人じんであった『九瀬諫也』とはまるで違っている。

　しかし。

　むしろ、だからこそ。

　今の少年は、『九瀬諫也』に等しかった。

　普ふ段だんはけっして猛たけることのない──穏おだやかな微び笑しようとともにあった、しかしひとたび〈獣ベステイア〉が迫せまるやその全力を振ふるって人類を守護せんとした英えい雄ゆうと、今の少年は比ひ肩けんしうる存在だった。

　たった数時間前と、少年は根本から違ってしまっていた。

（変わった、の？）

　それとも、以前の自分がこの相手を見誤っていたのか？

　どうして、こうも如によ実じつで凄せい絶ぜつな変化が、こんな局面で訪れたのか。

　何ひとつ答えを出せず、それでもシスター・レアは聖せい戦せんを経た古参兵ベテランとして正しい判断を下した。

「分かりましたわ？　今このときはあなたに従いましょう。それでも、私たちの立場は変わりませんわよ？　かまわなくて？」

「好きにしろって言った。──カルロを援えん護ごするぞ」

　少年が、戦場へ向き直る。

　折しも、〈槍ランス〉の銃じゆう撃げきが、〈獣ベステイア〉の群れを打ち払はらった瞬しゆん間かんであった。そのタイミングを、ずっと少年ははかっていたのだろうか。

「カルロ！」

　叫さけんだ。

　まるで十年もともにあった戦友のように。

　何度となく激げき突とつしあい、今や半はん壊かいした墓地で蒼そう馬まと近接戦を行っていたカルロも、その叫びを聞き落とすことはなかった。

　蒼馬と交こう錯さくするその一瞬、絶ぜつ妙みようの流れで、思い切り反転した。

　あまりに隙すきだらけの、だからこそ蒼馬も目を剝むいたその刹せつ那な、イザヤが跳とんだ。





「我は模も倣ほうする！　聖せいゲオルギウスの霊れい布ふを！」






　聖ゲオルギウスの第三種奇き蹟せき。

　伝説に言う。

　聖ゲオルギウスは竜りゆうを倒たおした後、王女より借り受けた布を投げつけ、竜のあらゆる反はん抗こうを封ふうじたと。

　まさしく奇蹟は再現され、イザヤの手から生まれた光の布が、蒼馬の足首をとらえた。

　即そく座ざに、蒼馬が布を断たちきろうとして、しかし槍やりは半ばで切り返された。

　これも、囮フエイントと、悟さとったのだ。

　本命は──！





「我は模倣する。──聖ゲオルギウスの、滅ほろびの槍を！」




「我は模倣する。──ロギノスの、大罪の槍を！」






　光ゲオルギウスの槍と、闇ロギノスの槍が、地表で相打った。

　奇蹟と反奇蹟の衝しよう突とつ。

　あるいは区全体を吞のみ込こみかねない大だい爆ばく発はつを想起させたその激突は、だがふたつのエネルギーがあまりに対極であったゆえか、しゅるりと互たがいを喰くらう蛇へびのように消しよう滅めつした。

　ただ、猛もう烈れつな爆風だけが渦うず巻まき、周囲を煽あおる。

　そのときにはすでに、ふたりは元の位置にはいなかった。





「我は模も倣ほうする。──ロギノスの長き刃を！」




「我は模倣する。──聖せいゲオルギウスの槍そう剣けんを！」






　墓地の反対側へ着地し、それぞれに吼ほえたのだ。

　蒼そう馬まの手から、長く伸のびた槍やりが振ふり落とされる。

　対して、少年の左手にはもう一本の光の剣が生まれた。右手の神槍と十字に交差させて、蒼馬の黒槍を受け流し、一気にふたりの距きよ離りが接近する。

　どちらも、第二種奇き蹟せきと反奇蹟。

　その変化。

　かつての『九く瀬ぜ諫いざ也や』と壬み生ぶ蒼馬だけがなしえた奇蹟の応用技であった。黒槍と槍剣のなすたてつづけの連れん撃げきは、ただ神秘の色の火花として、墓地の一ひと隅すみへ散った。

　互たがいの刃を絡からませながら、イザヤと蒼馬とが睨にらみ合う。

「その鎧よろいが……今のお前の『力』ということか？」

　イザヤの問いに、蒼馬はにんまりと笑った。

「大罪衣アンチ・イスカリオテ……と名付けてみた。真っ黒なのがお茶目だろ？」
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「最悪のセンスだ」

　言いざま、イザヤの手が霞かすんだ。

　槍やりと剣けん。二刀流にも酷こく似じしたスタイルを、蒼そう馬まの槍が受け止め続ける。こと純じゆん粋すいな武芸に関しては、いまだ蒼馬が上をいく。

　ざん、と突つき返される黒槍が、イザヤの髪かみの一ひと房ふさを断たち切った。

「っ──！」

「てっきり、泣きっ面つら抱かかえてひきこもるかと思ってたぜ」

　黒槍を回転させながら、蒼馬が口にした。

「今、ここにいる。それ以上の言葉が必要か？」

「おお、おお。たかが数時間で言うようになったこと。──そいつは一体、何のせいだ？」

「何のせい？」

　言葉の合間にも、斬ざん撃げきは止まらぬ。

　突き、薙なぎ、払はらう。

　剣も槍も、はたまた蒼馬の黒槍も、一歩も退ひかず立ち回りを演じる。あらかじめ定められた型のごとく優美に、しかし互たがいの命を天てん秤びんに乗せた死の舞踏ダンス・マカブルを続けていく。

　その演えん舞ぶに、中空からの襲しゆう撃げき者しやが分け入ったのだ。

　砲ほう弾だんの嵐あらしであった。

「おお──っ！」





「我は模も倣ほうする。ダビデの投とう石せき器きを！」






〈槍ランス〉と合流したことで、重火器を補給できたラーフラが、その威い力りよくを思うざま解き放ったのである。

　GAU-8。通称アベンジャー。

　元来航空機用に開発された大口径機き関かん砲ほうは、ラーフラの断罪衣イスカリオテと融ゆう合ごうし、戦車をも破は砕さいするその馬ば鹿かげた威力をさらに倍増させていた。

　毎分三千九百発の速度で大地を砕くだく焼夷鉄鋼弾ダビデの魔弾の嵐に、ふたりは弾はじけるごとく、大きく距きよ離りを取った。





「我は模倣する。ロギノスの見た地異のひとつを！」






　黒槍を突き刺さすや、大地が震ふるえた。

　不自然極まりなく小規模に限定された震しん災さいは、しかしその凄すさまじいベクトル量を減げん衰すいさせることもなく、強固な地じ盤ばんをさらに圧縮して引きずり出し、獰どう猛もうな砲弾からも蒼馬を護まもりきったのである。

　それもまた、聖せい人じんにして罪人であるロギノスに起きた奇き蹟せきの応用。

　救世主がロギノスの槍やりに倒たおれたとき、神の嘆なげきが起こした震しん災さい。

　岩石の盾たてからラーフラを覗のぞいて、

「ふん、うまいこと手なずけたか」

　蒼そう馬まが唇くちびるを歪ゆがめる。

　その視線の先に、〈槍ランス〉の装そう甲こう車しやと──ラーフラとレアが佇たたずんでいた。

　今の砲ほう弾だんの軌き跡せきとタイミングが、ラーフラ単独によるものではなく、シスター・レアによる指揮が入っていたことを見み越こした言葉であった。

「……こちらも、まだ戦せん闘とう終しゆう了りようじゃありませんが」

　背後から、声がした。

　不意打ちでかからなかったのは、互たがいに存在を感知しているためだ。バラバラに攻こう撃げきするより、イザヤと示し合わせた方がよいと考えたのだろう。

「……ロートルは引っ込こんでた方がさまになるぜ？」

「そこは似たようなものでしょう」

　微び笑しようを浮うかべながらも、眼帯の神しん父ぷから放たれる闘志はいささかの衰おとろえもなかった。

　かつての、戦友。

　命を預け合った友。

　しかし今、互いに放っている殺意には、微み塵じんの躊ちゆう躇ちよもない。

　蒼馬がわずかでも気をそらせば、イザヤとともに──いや後方に控ひかえたレアとラーフラも加えて、一気に襲おそいかかってくることだろう。

「新しい四人一組フオー・マン・セルってことか？」

　イザヤ、カルロ、レア、ラーフラ。

　四人の断罪衣イスカリオテ使いを、蒼馬はなんとも言い難がたい瞳ひとみで見つめた。

　空気は壮そう絶ぜつに凍こおりついたまま、ぴくりとも動かない。

　戦士たちも、また。

　取り巻く〈槍ランス〉の人間たちさえも、超ちよう常じようの戦いの邪じや魔まにならぬよう、下位の〈獣ベステイア〉たちを牽けん制せいするばかりで、それ以上近づこうとはしなかった。

　それぞれの集中は極度に達し、解放の一いつ瞬しゆんを求めて突つき進む。

　そのとき、だった。

「────！」

　猛もう然ぜんと、イザヤは振ふり返ったのだ。

「……ああ、悪かった」

　蒼馬もふわりと視線をやった。

「ここの主役は、お前だものな」

　向けられた相手は、イザヤでもカルロでもない。

　先の聖せいゲオルギウスの槍やりによって、吹ふき飛ばされたかと思われた、墓地の北半分だった。

　そこに、ひとりの人ひと影かげがあった。

「…………っ？」

　イザヤの、喉のどがひきつる。

　その相手を、見たのだ。

〈反救世主〉と、そう呼ばれたヒトガタを。

　つい数分前に、やはりラーフラが同じように硬こう直ちよくしたその素顔を。

　イザヤだけではなく、カルロと──彼らが連れていた〈槍ランス〉の人間たちもまた、思考を停止させた。

　停止せざるを、得なかった。

「その顔は……」

「…………」

　彼は、何も言わなかった。

　何も口にしなかったが──伝わるものはあった。

　伝わる大罪こころはあった。この第四区で、人々を煽あおり、〈獣ベステイア〉へと変化させた感情。

　──すなわち、怒いかり。

　──〈激げき怒ど〉の、〈獣ベステイア〉。

「俺と……同じ……」

　掠かすれた少年の言葉こそ、真実そのものだった。

〈反救世主〉と呼ばれたヒトガタは……一筋の狂くるいもなく、イザヤと同じ顔をしていたのだ。

（……ま……さか……！）

　ある直感が、脳のう裏りをよぎった。

　推測とも呼べない、証しよう拠こも何もない思いつきだったが、イザヤにとってそれは確信にも近い想像だった。この半年間の出来事が走そう馬ま燈とうのように巡めぐり、少年を金かな縛しばりに遭あわせた。

　たとえばそれは、半年前のこと。

　この街にやってきたときのこと。やってきてからのこと。

　同時に、やってくるまでのことを──。

（だったら、俺は……）

「……イザヤさん、今は」

　カルロの呟つぶやきが、イザヤを我に返らせた。

　眼帯神しん父ぷの顔も蒼そう白はくとなっていたが、しかし闘とう志しを衰おとろえさせてはいなかった。

　ぐ、と奥おく歯ばを嚙かむ。血の味が滲にじんだ。その鉄てつ錆さびた味こそが、少年の意識を現実へと回復させた。

「……ああ」

　と、少年はうなずく。

　戸と惑まどっている余よ裕ゆうはない。

　この〈反救世主〉の正体がなんであれ、イザヤにとって敵なのは違ちがいなかった。

「へえ？　もうちょっと打ちひしがれたり、ぐちゃぐちゃ悩なやんだりするかと思ってたんだが」

「そんなヒマはねえだろ」

「確かに」

　くくっ、と蒼そう馬まの肩かたが揺ゆれる。

　そして、

「…………」

　そんなふたりの会話も、〈反救世主〉は黙もくして見つめるのみだった。

　静かなのに、その圧力だけがゆっくりとこちらへ浸しん透とうしていった。先の戦いのような闘とう気きと違い、その闇やみは抵てい抗こうもなく、ずぶずぶとこちらを蝕むしばんでいくようだった。

　実際、見守っていた〈槍ランス〉の何人かは、その圧力を前にがたりと膝ひざを折ったのだ。

（喪そう神しん現象──っ）

　これまでの〈獣ベステイア〉にも耐たえた〈槍ランス〉の精せい鋭えいを打ち崩くずすほどの、強きよう烈れつな『歪ゆがみ』を、この〈反救世主〉は纏まとっていたのだ。だとすれば、喪神現象である以上、時間をかけるほどに悪化していくはずだった。

　膠こう着ちやくは、長続きしない。

（だったら──！）





「我は、模も倣ほうする！」






　眩まばゆい光が、少年の手に凝ぎよう縮しゆくする。

　かつての聖せい戦せんにも匹ひつ敵てきするほどの『力』であった。蒼馬と〈反救世主〉のどちらにも劣おとらぬ『力』を練り上げて、断罪衣イスカリオテの聖せい霊れい機関が高く美しい音ね色いろを響ひびかせた。

　あたかもそれは、不ふ浄じような世界にたったひとつ残った教会の、抗あらがいの鐘かねの音のよう。

　少年の、世界への宣戦布告のよう。

「イザヤさん──」

「イザヤ」

　カルロとラーフラが名を呼び、すぐ蒼馬へと視線を移す。

　自分たちの相手はこちらだと思い定めたのだろう。戦場を観察するシスター・レアだけは、その瞳ひとみを閉じたままぴくりとも動かなかった。

　だが。

　闖ちん入にゆう者しやは、これにとどまらなかったのだ。

　突とつ然ぜん、少年たちの周囲に、ひらひらと怪あやしげな光が舞まったのである。

　蝶ちようだった。

　紫むらさき色いろに発光する、不可思議な蝶であった。

「……な？」




「……残念。まだ早いよ」




　その紫の光が群れ集つどい、新たな影かげが浮うかび上がったのだ。

　背せ丈たけは、イザヤよりもやや低い。声変わりしたかどうかという、微び妙みような響ひびき。しかしその外見からは、少年という以上の、確かな年ねん齢れいをはかることはかなわなかった。

　少年の身体からだは、包帯まみれであったからだ。

　手足も胴どう体たいもその顔にもところどころが黒ずんだ包帯を巻いており、瞳ひとみだけがその隙すき間まから覗のぞいていた。

　だが。

　はたしてその包帯の中身は……本当にヒトなのか。

　紫の蝶たちから浮かび上がった、その不可思議な出現はもとより、少年の正体はあまりに得え体たいが知れなかった。

　イザヤと相そう似じした〈反救世主〉と同じか、あるいはそれを上回るほどに。

「蒼そう馬ま、ちゃんと言ったろう？　きちんと〈反救世主〉をエスコートするんだって」

「いやあ、つい楽しくなっちまって」

　蒼馬が、首の裏を搔かく。

「そっちこそ、その姿はどうした？　こんなにちゃんと見えるのは初めてだぜ」

「ちょっと観測されちゃってね。いや、さすがに人形だけはある。こっちの有りようを冷静に見定められて、不確定な揺ゆらぎのままじゃいられなくなった。まあ、これだけ事態が進んでるわけだから仕方ない。こうなると名前も必要か。──イコン、とでも呼んでもらえる？」

「おいおい、よりにもよってそれか」

「…………」

　苦く笑しようした蒼馬をよそに、イザヤは硬こう直ちよくした。

　今の、イコンを名乗った包帯まみれの少年──少年とは限らないが──の言葉が、自分の最も気にかけている相手を示していたからだ。

「お前！　ノウェムをどうした！」

　イザヤの言葉に、包帯の顔がくるりと振ふり返る。

「ああ、第九祭さい器きはおまけだよ。もともと、こちらはバビロンの大だい淫いん婦ぷを迎むかえるだけのつもりだったんだから」

　今度の呼び名が、誰だれを指すかなど考えるまでもなかった。

（玻は璃り……っ！）

　不器用に、しかし献けん身しん的てきなほどに『九く瀬ぜ諫いざ也や』を信じていた気高い少女。

　あるいはその内側で眠ねむり、イザヤの敵にも味方にもとどまらず、自分の思うがまま放ほう埒らつに振ふる舞まっていた妖よう女じよ。

　これまでぎりぎりで保っていた何かが、イザヤの中ではち切れる音が聞こえた。それはそのまま、手の内に収めていた『力』へと伝わった。

『力』が、ひとりでに唇くちびるを突つき破った。





「我は模も倣ほうする！　聖せいゲオルギウスの鋭するどき槍やりを！」






　聖ゲオルギウスの第二種奇き蹟せき。その変化！

　ごぅん、と光が練り合わさる。

　飛ひ翔しよう半ばでさらに凝ぎよう縮しゆくし、普ふ段だんの数倍にも輝かがやきを増す。いつもより規模だけは縮小しながら、鋭さと威い力りよくは反比例して凝縮・増ぞう幅ふくされ、文字通り迅じん雷らいの速度で正体名の敵へと襲おそいかかった。

　イコンと呼ばれた包帯少年の左ひだり腕うでを貫つらぬき、もいだのだ。




　その中身は、なかった。




「お前……っ！」

「すごいな。こんな奇蹟に全身巻き込こまれたら、ちょっと僕も危ない」

　もがれた腕の残りを振って、包帯の少年は、ややおどけた口調で言う。

　内側からは、ぼんやりとした影かげばかりがたちこめ、どうなっているのかまるで分からない。少なくとも、痛みらしいものは感じないらしかった。

　その瞳ひとみが、ちらりと角度をずらす。

「へえ、こちらのお兄さんは何か心当たりでもあるのかな」

「…………」

　カルロであった。

　重じゆう機き甲こう型がたの断罪衣イスカリオテを起動させたままで、カルロの隻せき眼がんは強く包帯の少年を睨ねめつけていた。

「あなた、は……」

　頭痛でも感じたように、機械の太い指で額からこめかみのあたりを押おさえる。

　二、三度、擦こすり上げて、やっとのことで呟つぶやいた。

「あなたは……そう、前にも会ったはずだ……あの、聖せい戦せんで……」

「ふうん。覚えてるの？　それとも思い出した？　どちらにしても大したものだね。それだけ奇き蹟せきに蝕むしばまれて、まだ断罪衣イスカリオテを纏まとえてるだけはあるよ」

　感心したように、イコンがうなずく。

　それから、言った。

「……だけど、この街はもうすぐ堕おちる」

　ゆっくりと、しかしはっきりと。

　声こわ色いろに脅おどしやハッタリの色はない。単純な事実だけを告げる言葉であった。

　実際、そうだろう。

　壬み生ぶ蒼そう馬まと〈獣ベステイア〉の群れだけでも、十分な大敵だ。

　そこに、このふたり。




　──イコンと名乗る、包帯の少年と。

　──〈反救世主〉と呼ばれるヒトガタ。




　どちらもその素す性じようは明らかでないが、内に秘ひめたる『力』は確か。

　断罪衣イスカリオテを纏ったイザヤやカルロ、ラーフラにも容易に対することなどできはしまい。

「さあ、〈反救世主〉を我わが家までお送りしないと。いいかな？　蒼馬」

「おお」

　蒼馬がこちらを向いて、嗤わらう。

「もう会わないことを祈るぜ。誰だれに祈ればいいのかは分からんがな」

「蒼馬──っ！」

　イザヤが手を伸のばし、新たな模も倣ほう奇蹟を発動するよりも早く。

「させるかっ！」

　ラーフラが断罪衣イスカリオテと融ゆう合ごうした機き関かん砲ほうを放つより早く。

　男が、槍やりを振ふるった。





「我は模倣する。ロギノスの長き刃を！」






　漆しつ黒こくの槍が、瘴しよう気きの刃を纏い、たちまち数十メートルに延えん伸しんする。

「槍そう術じゆつ・旋つむじ」

　言葉は、槍風にまぎれた。

　墓地の石せき碑ひと、取り囲んでいた〈獣ベステイア〉の甲こう殻かくが、同じ角度で断だん裂れつする。わずかコンマ一秒の時間で、それは次々と続いた。

　下位の〈獣ベステイア〉たちさえも巻き込こみ、闇やみ色いろに濡ぬれた刃は墓地を思うままに切り刻んだのだ。それは墓地の周囲のビルさえも千ち々ぢに断たちきり、おそらくは蒼そう馬まの狙ねらい澄すました結果として、凄すさまじい質量の落下を招いた。

「蒼馬──！」

　イザヤとカルロの視覚も──断罪衣イスカリオテの超ちよう感覚さえも、その刃と膨ぼう大だいな瓦が礫れきが阻はばむ。ラーフラの放つ無む尽じんの砲ほう弾だんも、ただ崩ほう壊かいするコンクリートを砕くだくだけ。

　皮肉な笑えみが、瓦礫の渦うずに隠かくされる。

〈反救世主〉も、イコンも、その例外ではなかった。




　墓地のすべてが埋うめ尽つくされ、世界を覆おおっていた粉ふん塵じんが落ち着いた頃ころ、後に残ったのは空々しく過ぎ去る風ばかりだった。
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　冷たい部屋に、ノウェムは倒たおれていた。

　打ち出したコンクリートと思おぼしい、床ゆかの上だ。

　銀色の長い髪かみが無造作に投げ出され、ほっそりとした白い手足は金属錠じようで拘こう束そくされている。

　もっとも、機能はまだ停止していなかった。〈銀ぎん十じゆう字じの剣けん〉が失われ、都市のメインサーバーである〈クリュプタ〉との接続こそ断たたれているが、ノウェムの基本的な機構は稼か働どうしたままだ。手足こそ束そく縛ばくされているが、聖職衣カソツクにも身体からだにも余計な手はくわえられていない。

　しかし。

　別の理由で、第九祭さい器きは動けなかった。

　微び動どうだにできなかった。

（私……は……）

　今にも自じ壊かいしかねないほどの膨ぼう大だいな演算が、人形の内側で行われていたのだ。

　演算。

　思考。

　傾けい向こう。

　ああ、そうだ。

　自分の思考に、どうしようもない偏かたよりがあるのだと、人形は初めて認にん識しきしてしまったのだ。

（偏り……？）

　ひとつずつ、ノウェムは思い出す。

　カルロやラーフラ、生徒会の面々に抱いだいた親しみ。

　あの夏、鏑かぶら木ぎ遙はるかという友人と巡めぐり会えた喜びと悲しみ。

　この部屋を出ていった玻は璃りに覚えた羨せん望ぼう。あるいは、もうひとつの人格に感じた怒いかりや……ほんのわずかな、感謝。

　そのどれもが、ノウェムに埋うめ込こまれた装置では演算できないものだった。

　再現できない──模も倣ほうできない現象。

　代わりに、別の記録が再生リプレイされる。

　自分自身が口にした、ついさきほどの言葉だった。




　──『イザヤ様のことが、好きなんです』




「っ……！」

　心臓が、跳はねた。

　思い出すだけで、人形の回路が熱暴走オーバーヒートする。だから再生リプレイしてはならないと思っているのに、思考は何度となくその周辺記録を検けん索さくする。




　──『気づいてなかったの？　それが■でなくて何？』




　玻は璃りのもうひとつの人格が、言ったこと。

　■。

　■。■。■。■。■。■。■。■。

　禁じられた単語は、しかしノウェムに仕し込こまれた回路によって補正され、もう一度はっきりと再生させられる。




　──『それが……恋こいでなくて何？』




　恋。

　そんなはずがない。

　自分がイザヤを護まもるのは使命プログラムだ。そうあれかしとつくられた出発点だ。だから、こんなものはバグのはずで、一刻も早く、ナノ秒でも早く消去しなければならない誤動作のはずだった。まるで臆おく病びような鼠ねずみみたいに、ノウェムは何度も何度もその言葉と自分の偏かたよりを重ね合わせ、検証してしまう。

　……なのに。

　結果は、やはり同じだ。

　あたりまえのように……それはバグでも、誤動作でもない。

「本当に……馬ば鹿かなのが……私ですね」

　泣き笑いみたいな声で、ノウェムが言った。

「ずっと目をそむけて、ずっと見ないふりをして、一体何をしてきたんでしょう」

　倒たおれたまま、拘こう束そくされた手で顔を覆おおった。

　それも、少しの間だけだった。

　覆っていた手を下ろすと、露あらわになった紫水晶アメジストの瞳ひとみは、かつてない決意に満ちていた。

「……助け……ないと……」

　ぎゅ、と拳こぶしを握にぎる。

　この気持ちを、どう受け止めるのだとしても。

　玻璃を、イザヤを助けなければならないという、その行動は変わらない。恋だとしても使命プログラムだとしても、いいやその両方なればこそ、自分の動機が強固になるだけだ。

　ひとつ、深呼吸をした。

　人造に置き換かえられた肺が、効率よく酸素を摂せつ取しゆし、脳へと送り込こむ。その一息を基点に、脱だつ出しゆつ方法の思し索さくを開始する。自分を束そく縛ばくする金属錠じようの素材と形状、部屋の建築材や重量構造といったデータ、自分の現状の身体能力も含ふくめて、可能な手段をすべて洗い出す。

　諦あきらめる選せん択たく肢しなどなかった。

　たとえ無む為いであっても関係ない。不可能だろうが問題ない。自分は挑ちよう戦せんしつづけられる。諦めることなどありえない──そういう人形であることに、初めてノウェムは心底から感謝した。

　いくつかの手段が、頭に明めい滅めつした。

　そのときだった。

　ぎい、と扉とびらが開いたのだ。

　一いつ瞬しゆん飛びかかろうとして身構え、その人ひと影かげを認にん識しきした途と端たん、ノウェムは息を止めた。

「いい判断だ。うっかり飛びかかられたら、斬きってたぜ？」

「壬み生ぶ……蒼そう馬ま……」

　そこにいたのは、漆しつ黒こくの鎧よろい──ノウェムは初めて見る──を纏まとった剣けん士しであったのだ。

　いや、すでに剣士かどうかは分からぬ。

　手に持った武具は、曖あい昧まい模も糊ことした瘴しよう気きに包まれ、その外観を明らかにしない。今の彼の戦いぶりを知らぬノウェムだったが、これまでのデータはあてにならないと、それだけは直感した。

「生きてた……のですか？」

　その質問には答えず、蒼馬が言う。

「あの餓が鬼きは殺したぞ」

　人形の瞳ひとみを見み据すえ、重く告げたのだ。

　だが、これはノウェムも蒼馬を見つめたまま、きっぱりと言った。

「噓うそです」

　突つきつけるような、言葉。

「クリュプタと接続できていなくても、それぐらい分かります。あなたがイザヤ様を殺したなら、そんな表情をされるはずがありません」

「は。変わった人形だこった。お前をつくった教団が何を考えてたかだけは、分からねえな」

　唇くちびるを歪ゆがませ、適当な壁かべに蒼馬がもたれかかる。

「どんな表情をすると思ったんだ？」

　先ほどの答えについて尋たずねると、人形はかぶりを振ふった。

「分かりません。ですが、あなたの表情は以前に会ったときと同じままでした。イザヤ様を本当に殺されたなら、それ以外の変化があると考えたのが私です」

「なるほどね」

　一本取られたという風に、男は肩かたをすくめた。

「正解。あいつ、えらく強くなってやがるのな。まあそっちは予想してたけど、シスター・レアに拘こう束そくされたってのに、わざわざ戦場へ戻もどってくるとは思わなかった。絶望して、そのまま引きこもってくれりゃあ良かったのにな」

　片目をつむり、面めん倒どうくさそうに鼻を鳴らす。

「お前を取り戻すためか？」

「私、を……？」

　その問いの意味を悟さとるまで、数秒かかった。

　かっ、と頰ほおが熱くなった。

　わけのわからない強きよう烈れつな衝しよう動どうに襲おそわれて、

「そんなの──」

　ありえません、とノウェムは言おうとした。

　守るのが自分であって、イザヤが自分を取り戻すために身体からだを張るなど、逆しまにもほどがある。

　だけど、けしてそう言えなかった。

　イザヤがどういう人物か、ノウェムは知っていた。

　これまでの事件でも、何度となく自分を守ろうとしてくれたことを知っていた。物の道理も、合理的な思考も投げ捨てて、自分にはまるで理解できない行動をとる──あの少年を、知っていた。

　だから、うつむいて、呟つぶやいた。

「もしそうだったら……あの人も……馬ば鹿かです」

「は」

　蒼そう馬まが、少し驚おどろいた顔になった。

　まじまじと、大きく目を開いて、人形を見つめたのだ。

「な、なんですか」

「四ヶ月前、会ったよな？」

「？」

「計三回ほど殺し合ったつうか壊こわしあった。お前、あのときの銀色の人形で間ま違ちがえてないよな？」

「何を言いたいんですか」

「いや、人に言えた義理じゃねえが、ずいぶん変わったな」

「…………」

　ノウェムは、黙だまり込こむ。

　同じようなことを、多くの人に言われた気がした。目覚めてから半年の間、人形の内側へ、どれだけの人が触ふれていったのだろう。

　イザヤも、玻は璃りも、カルロも、ラーフラも。

　生徒会の面々も。

　そして、一夏だけの友達も。

「それも、あのイザヤのせいか？」

「……イザヤ様のせいもあると思います。でも、それだけじゃないと思います」

「それだけじゃ、ない？」

「はい」

　少し考えて、ノウェムは言う。

「……いろんな人に会いました。好きな人も、嫌きらいな人にも会いました。その積み重ねでできあがっているのが、今の私だと判断します」

「好きな人と、嫌いな人、か」

　蒼そう馬まが無ぶ精しよう髭ひげの目立つ顎あごを撫なでた。

　こんな話をこの相手としていることが、ノウェムは不思議だった。本来ならば、真っ先に戦わねばならない、不ふ俱ぐ戴たい天てんの大敵だ。

　なのに、今の蒼馬とはそうする気になれなかった。

　いよいよ、自分は壊こわれてきたのかもしれない。

　少し怖こわくて、少し哀かなしくて……なぜだか少し、誇ほこらしかった。

「そりゃ……人間ってことだな」

「え？」

「何でもねえよ」

　ぶっきらぼうに、蒼馬が白い歯を剝むいた。

「その答えと、さっきの噓うそを見み抜ぬいた褒ほう美びに、ひとついいことを教えてやろう」

「教える？」

「ああ。──〈反救世主〉がきちんと目を覚ますのは、明日の夜だそうだ。後、二十時間かそこらだな」

　その言葉に、ノウェムが硬こう直ちよくする。

〈反救世主〉と呼ばれる存在に、人形はまだ出会っていない。

　しかし、それがあの包帯の少年の目的と密接に関係していることは、容易に察せられた。翻ひるがえれば、この御みさ陵さぎ市しを覆おおう〈獣ベステイア〉の目的とは、そこに収束するのではないか。

「あなた、は──何のために、そんなことを」

「さあ？」

　楽しげに笑った蒼馬の、右手が霞かすんだ。

　握にぎられた武具の、不可視の刃やいばがノウェムのすぐそばを抜けた。

　結果は、すぐに知れた。

　何の感かん触しよくもなく、人形の手足を拘こう束そくする金属錠じようだけが断たち切られたのだ。

「好きに生きろ。好きに死ね。できれば、俺と関かかわりないところでそうしてもらえると、いろいろ面めん倒どうくさくなくてすむんだがな」

　それきりで、蒼そう馬まが身を翻ひるがえした。

　男が部屋から消えて、少ししてから、ノウェムはぎゅっと拳こぶしを握にぎった。

（……分かりません）

　あの男が何を考えているか、まるで分からない。

　何のつもりでここへやってきたのか。何のつもりであんな噓うそをついて、あげく自分を解放したのか。

　だけど、ひとつだけは確かだった。

（今、なら──）

　動ける。

　戦うことが、できる。

　助けるべき相手を、助けることも。

　だからこそ。




　人形の紫水晶アメジストの瞳ひとみは、強い決意の光を宿しているのだった。
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　朱と鷺き頭とう玻は璃りは、何人かの男たちによって連れられていた。

　いや、男かどうかは分からない。

　皆みな、深くフードをかぶっていて、玻璃が逃にげられぬように囲んだまま、黙もく々もくと歩いている。秘密結社とはこんなものなのだろうかと、ぼんやり玻璃は思った。

　ところどころ地じ盤ばんが剝むき出しになった地下通路は長く、まだ行き止まりが見えない。

　事実上教団が支配している御みさ陵さぎ市しにおいて、これほどの地下施し設せつを秘ひ密みつ裏りに建造することは難しいはずだった。開発前の、旧御陵市の忘れられた地下道を利用しているようだったが、それだけでは説明がつかない。

（多分……教団に通じた者がいたんでしょうね）

　喪そう神しん現象にあてられたのか、もっと別の理由かは分からないが、教団の何人かが〈獣ベステイア〉の信者に寝ね返がえったのだろう。この一年、いくつかの事件で、〈獣ベステイア〉たちの動きが自分たちを先回りしていたのも、それなら納なつ得とくできる。

（……カルロ神しん父ぷも、その可能性を検討していましたし）

　異端審問官であるラーフラを招き寄せたのは、外部の目をいれることによって、そうしたスパイを暴き出すためもあった。結果として間に合わなかったが、あの神しん父ぷの思考は的を射ていたことになる。

　自分からは働かず、かなうかぎり他人を働かせようとするあの神父らしいと思って、玻は璃りは苦く笑しようしてしまった。

　その、拍ひよう子しに。

　つい、最後の会話を思い出してしまった。

　カルロではなく、さきほどの部屋を出る前の、ノウェムとの会話だった。




　──『いつも勝手ばかりさせてもらってました』




　あの人形に、玻璃はそう言った。




　──『こんな身体からだになって、〈獣ベステイア〉なんかと共生してて、本当ならすぐ死ねと言われてもおかしくありません。そうでなくても、サンプルとして扱あつかわれるのが当然の私を、カルロさんは庇かばってくれて、イザヤ兄様は記き憶おくを失っても慈いつくしんでくれました。それなのに……私には足りないんですよ』




　これが最後になるかもしれないと、そう思ったからだろう。

　自分の胸に積もった想おもいを、玻璃は素直に告白していた。ノウェムに対して、なんとなく共感めいたものを覚えていたからかもしれない。半分が〈獣ベステイア〉になっている自分と、半分が人間でない人形は、どこかしら近しいように思っていた。

　もちろん、ひどく勝手な思いこみだ。

　自分が思っているだけで、ノウェムの側がどうなのかなんて分からない。人形と言いつつ、あの第九祭さい器きに人間らしい気持ちが宿っていることも、玻璃はいやというほど知っていた。

　あげく、自分はこんなことも付け加えたのだ。




　──『私は、私をこうしてしまったものと……今でも戦いたいんです。ひょっとしたら今は……それにやっと近づけたのかもしれないと、そんな風に思ってしまうんです』




　本音だった。

　そうした気持ちは、いつも自分の中心にある。生徒会での自分も、イザヤを慕したっている自分も本当だけど、それよりもずっと強く、自分の中に刻まれている気持ちがそれだった。

（……おかしな性しよう分ぶん、ですわね）

　時代が違ちがったら、自分は世界を騒さわがす大悪党だったかもしれない。

　それとも、体制に反旗を翻ひるがえすテロリストだろうか。

　戦っているとき、抗あらがっているとき、玻は璃りはいつよりも自分の存在を実感できる。闘とう志しを燃やしているときこそ充じゆう実じつしてしまうなんて、どこかまともではないのだろう。こんな自分だから、〈獣ベステイア〉に憑つかれてしまったのかもしれぬ。

　ただ、だからこそ今。

　怖おそれることなく、堂々と歩むことができた。

　たとえ拘こう束そくされていても、これこそ自分の有るべき姿だと、制服の胸を張ることができた。断罪衣イスカリオテもない少女にとって、それが唯ゆい一いつ頼たよるべきよすがであった。

　やがて、小さな金属の扉とびらの前で、周囲の男たちが止まった。

「何？　ここに入れってこと？」

「…………」

　男たちは、深くうつむいたまま喋しやべらない。ひょっとすると喪そう神しん現象の結果、そうした機能を失ってしまったのかもしれない。

　どの道、ここで抵てい抗こうする意味もない。

　ひとつため息をついて、玻璃は扉をくぐった。

　その先は、大きく球形にくりぬかれた空間で──古い聖せい堂どうを思わせる場所だった。

　いや、実際に古い聖堂をなぞっているのかもしれない。ローマ帝てい国こく時代、弾だん圧あつされていた聖せい霊れい教きよう信者は、このような地下洞どう窟くつで祈りを捧ささげていたはずだと、記き憶おくを思い返す。

　それも、聖せい戦せん以前、『九く瀬ぜ諫いざ也や』に教えられたことだった。

（……イザヤ兄様）

　一いつ瞬しゆん、甘あまい想おもいが胸をよぎった。

　それを振ふり切って、ぐっと顔をあげる。

　床は粗そ雑ざつなコンクリートのまま、中央にはいくつも長なが椅い子すが並び、奥おくには壊こわれた説教壇だんといびつな逆ぎやく十じゆう字じがかかっていた。

　逆十字。

　それも、何度か見たことがあった。

　たとえば、夏に起きた〈暴食〉の〈獣ベステイア〉の事件。ノウェムの友人である鏑かぶら木ぎ遙はるかの喰くわれた事件でも、逆十字のシンボルが発見されてなかったか。あれもまた、〈獣ベステイア〉の信者による事件であった。

　その逆十字の真下に、人ひと影かげが立っている。

　小こ柄がらな身体からだのいたるところに、黒ずんだ包帯を巻き付けた相手であった。

　玻璃やイザヤとそう変わらぬ年とし頃ごろに映るが、実際のところは分からない。その左手は肘ひじあたりから失われ、だらりと包帯を垂らしたままになっていた。

「あなたは……？」

　問うた玻は璃りに、深々と包帯の人物は一礼した。

「初めまして、朱と鷺き頭とう玻璃さま。とはいっても、もうひとりのあなたにはすでに会っていますけれど。──先に自己紹しよう介かいさせていただくと、今はイコンと名乗っています」

「イコン……？」

　少女が、眉まゆをひそめる。

　それが聖せい霊れい教きようの一部宗派で用いられている聖せい像ぞう画がのことだったからだ。コンピュータのアイコンなどの語源でもあると、やはり昔に教えられたことがあった。

〈獣ベステイア〉が使うには、どこか違い和わ感かんのある名前。

「ああ、〈獣ベステイア〉とは似てるけど、ちょっと違ちがうかな」

　陽気に、少年が笑う。

「どう違う、とおっしゃるの？」

「ふむ。そう言われると難しい。どこから説明したものかね」

「いいえ、結構ですわ」

　楽しそうに顎あご先さきを撫なでたイコンに、ぴしゃりと玻璃は言い切った。

「でも、私を拐かどわかした理由については説明していただきたく思います」

「おお。拐かす、と来たか。さすがはお嬢じよう様さま」

「もうひとりの私が、目的ですか？」

　イコンの言葉を無視して、玻璃は自らの疑問をつきつける。

「もうひとりの私について、バビロンの大だい淫いん婦ぷについて、あなたは何を知ってるのですか」

　それは、ずっと少女を悩なやませていた問いだった。

　玻璃だけではなく、その内に潜ひそむ妖よう女じよも知らないこと。

　バビロンの大淫婦。

　多くの〈獣ベステイア〉が口にし、争い、奪うばおうとしたモノ。この半年間──いいや、聖せい戦せんのときからずっと、玻璃のどこかに巣くっていたモノ。

「勘かん違ちがいがあるようですね」

　と、イコンは包帯の内側からややくぐもった声で応こたえた。

「勘違い？」

「ひとつ、観みていただきたいものがあります。もともと、そうするつもりでお呼びしましたので」

　イコンが手をあげると、聖せい堂どうに異変が生じた。

　コンクリートの壁かべをスクリーンとして、粗あらい画像が映り込こんだのだ。

　砂さ漠ばくの画像だった。ひどく大きな夕ゆう陽ひに吞のみ込まれていく、草一本生えぬ荒こう野やの姿。いや、玻璃の目を釘くぎ付づけにしたのは、砂さ塵じんに横たわった戦車やヘリの残ざん骸がい、はたまた今にも崩ほう壊かいしようとしている〈獣ベステイア〉の死し骸がいであり、その周囲に斃たおれた戦士たちの亡なき骸がらであった。

　どれも、つまるところは──死。

　死の、砂さ漠ばく。

「これ、は……」

「ええ、ご想像の通りかと」

　イコンという包帯人間のうなずきに、玻は璃りはきゅっと拳こぶしを握にぎりしめてから、こう口にした。

「これは……聖せい戦せんの、末期の記録ですわね……」




　ザザ、と少女の耳に雑音ノイズが聞こえた。
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　ザザ、ザザ。

　ザザ、ザザ。

　ザザ、ザザと。

　心臓の鼓こ動どうに、雑音ノイズと、遠い記き憶おくが重なる。

　灼しやく熱ねつの砂漠。

　黒々と伏ふした、戦車やヘリの残骸。焼け爛ただれたおびただしい死体と──その砂漠を、ただひとりで歩いている、自分。

（……イザヤ……兄様……）

　靴くつもなくて、裸足はだし。

　お気に入りのドレスはとうに破けて、セットした髪かみもざんばら。肌はだにべったりと貼はり付く汗あせと砂すな。光にやられすぎた瞳ひとみは、半ば失明しかかっている。

（……イザヤ……兄様は……どこ……？）

　水分を求めて、犬みたいに舌を出していた私。

　その私が、ひびわれた唇くちびるで歌っていた。




『──天にまします我らの父よ

　　　願わくば御み名なの尊まれんことを　御み国くにの来たらんことを』




　主の祈り。

　楽しいときも、悲しいときも口にした賛さん美び歌かを。
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「玻は璃り様？」

　イコンの声が、少女を我に返らせた。

　砂さ漠ばくではない。

　さきほどまでの、古めかしい聖せい堂どうだった。

　砂漠が見えるのは、あくまで壁かべの映像だけのこと。そのはずだ。なのに、まだ肌はだに太陽の熱が残っているような気がして、玻璃はいつもより強くかぶりを振ふった。

「……なんでも、ありません」

「そうですか。ええ、そうでしょうね」

　イコンの声に、淡あわい笑えみが混じったことに──玻璃は気づかなかった。

　映像へ、視線を戻もどす。

　そこには、玻璃の記き憶おくにもある景色が明めい滅めつしていた。

　砂すなの海を背景に、押おし寄せる〈獣ベステイア〉と、立ち向かう教団の戦士たち。まだ〈獣ベステイア〉に対する戦術も確立されてない頃ころの拙せつ劣れつな戦いぶりは、しかしその勇ゆう猛もうさにおいて、何ら現在とひけをとるものではなかった。

　そして。

　断罪衣イスカリオテの、資格者たち。

　幾いく多たの奇き蹟せきを再現し、ここに神はおわすとばかりに、使徒たちは強く猛たける。聖せい地ちを人の手に奪だつ還かんせんと、いさおしをあげる。

　中でも、目立つのはやはりあの四人だった。ほかの手には負えない〈獣ベステイア〉の集団さえ、その四人が征ゆくところはたちまちに殲せん滅めつされ、打ちひしがれる人々を鼓こ舞ぶするのであった。

　つまり、この四人だ。

　カルロ・クレメンティ。

　壬み生ぶ蒼そう馬ま。

　シスター・レア。

『九く瀬ぜ諫いざ也や』。

（イザヤ……兄様……っ！）

　それだけで、玻璃の心も高ぶった。

　勇気づけられた。

〈獣ベステイア〉の信者どもに閉じこめられている現状さえ、大したことはないと心底から思えた。それだけの『力』が四人の姿にはあった。

「……そう、記録です」

　と、イコンが言う。

「かつての人類の記録。〈獣ベステイア〉の記録。結局痛み分けに終わったその記録ですよ」

　嚙かんで含ふくめるように、包帯の少年が口にする。

「それが、なんだと仰おつしやるの？」

「どうして、痛み分けに終わったんでしょう」

　おかしなことを、少年は言った。

「何？」

「これほどの英えい雄ゆうがいて、これほどの熱量があって、これほどの尊い犠ぎ牲せいがあって、どうして人類は勝利できなかったんでしょう」

　奇き妙みような違い和わ感かんが、玻は璃りの脳のう裏りを渦うず巻まいた。

　少年の言葉が、まるで逆しまに思えたからだ。自分たちこそが──〈獣ベステイア〉こそが負けるべきだったと、そう告白されているように。

「それ……は……」

「『九く瀬ぜ諫いざ也や』は、まさに英雄でした。彼が率いた四人一組フオー・マン・セルは人類最強のチームだったといって間ま違ちがいないでしょう」

　イコンはどこか恍こう惚こつと口にする。

　人類の敵であるはずの彼が、両手を広げ、人類の英雄を讃たたえている。

「実際に、彼はもう少しで〈獣ベステイア〉を消しよう滅めつさせられた。本来不可能であるはずの偉い業ぎようを達成し、世界の因いん果が律りつさえも覆くつがえしかけた」

　滔とう々とうと語られる、英えい雄ゆう譚たん。

　大おお袈げ裟さとは思わない。『九瀬諫也』にはそれだけの価値がある。新たな救世主と呼んでも過言でないほどの、圧あつ倒とう的てきな能力とカリスマ。

「でも、直前に気づいてしまった」

　と、彼は言った。




「……自分が、〈獣ベステイア〉になっていることに」




「……え？」

　玻璃の、呼吸が止まった。

　包帯の少年が何を言っているのか、一いつ瞬しゆん分からなかった。いや、考えても分からなかった。分かるべきでないと、心のどこかが訴うつたえている気がした。

「だから、あなたは会っているはずですよ」

　ゆっくりと、イコンが囁ささやく。

「聖せい都とが陥かん落らくしたその直後に、〈獣ベステイア〉になってしまった『九瀬諫也』と、あなたは出会っているはずです」




　ずっと少女の耳をついていた雑音ノイズが、その音量を増していく──。
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　ザザ、ザザ、ザザ。

　ザザ、ザザ、ザザ。

　ザザザザザザザザザザ──。




　次第に、ひどくなるノイズ。

　頭ず蓋がいに反はん響きようするかのごとく、脳細胞を侵しん食しよくするかのごとく、その音が少女の三さん半はん規き管かんを犯おかしていく。蝸牛かたつむりにも似たうずまきは無む惨ざんに陵りよう辱じよくされ、足元の床ゆかが消え、灼しやく熱ねつの砂さ漠ばくが再び素足を焼く。

　砂漠。

　どうしようもないほどに、遠い地平線。

　在るものは、ただ死と破は壊かいと喪そう失しつのみ。貴とうとい物が何もかも奪うばわれていった、その世界に彼女はたたずんでいる。

　……息が苦しい。

　酸素が足りないというよりも、もっと根本的な何かが足りない気がした。そのせいで喉のどがひきつれて、胸の内側から潰つぶれてしまうような気がした。

　きゅう、と音がした。

　その発生源を知って、玻は璃りは微び苦く笑しようする。

　馬ば鹿かみたいだ。

　こんなときでも、おなかが鳴るなんて──




「──玻璃」




　不意に、声がした。

　つられて顔をあげると、夢見た少年が、そこで笑っていた。

「良かった」

　そう言って笑う、大好きなイザヤ兄様。

　短い、癖くせっ毛の髪かみ。

　こちらを真まっ直すぐ見つめる、力強い黒こく瞳どう。

「玻は璃り、良かった。本当に良かった。君にはきっと、神様がついてる」

　あんなに嬉うれしそうに笑ってくれたのに。

　どうして

「イザ……ヤ……兄様……」

　嗄しやがれた声とともに、熱いものが頰ほおを流れた。いまさら隠かくそうとも思わなかった。流れるままに任せて、玻璃は少年に倒たおれ込こむ。

　歓かん喜きとともに、大好きな名前をもう一度呟つぶやく。

「イザヤ……兄様……」

　ああ。

　どうして、このとき玻璃は思ったのだろう。




　このまま……イザヤ兄様を、喰べてしまいたいだなんて。
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「あ……ああ……ああああああああああ……っ！」

　玻璃が、顔を押おさえる。

　雑音ノイズ。雑音ノイズ。雑音ノイズ。雑音ノイズ。雑音ノイズ。雑音ノイズ──！

　少女のすべてが、おびただしい雑音ノイズに占しめられていく。

　細胞のひとつずつが反転するかのような衝しよう動どうに、身体からだ中じゆうが震ふるえだす。肩かたを起点とした震えはたちまち全身に広がって、少女をほかの何かに変えてしまう。

「思い出しましたか？」

　と、イコンが尋たずねた。

　優やさしい声だった。

「あなたが、最後に『九く瀬ぜ諫いざ也や』と出会ったときのことを、思い出しましたか？」

　少女はうずくまっている。

　うずくまったまま、少女は震えている。

　それでも、答えた。

「私……は……」

　顔が、あがる。

　ぐ、と少女は制服の胸元を握にぎっていた。

　ぎりぎりの、途と轍てつもなく細い糸で、少女の精神は保たれているようであった。

　その糸もすでに張りつめており、しかしだからこそ、朱と鷺き頭とう玻璃の声こわ音ねはこれまでにない烈はげしさで燃えていた。

「あれは……イザヤ兄様が……〈獣ベステイア〉になってしまったから起きた、とでもいうのですか？」

「ええ」

　イコンが、肯こう定ていする。

　血で黒ずんだ包帯が、聖せい堂どうに揺ゆれた。

　そして、静かに言う。

「『九く瀬ぜ諫いざ也や』は〈獣ベステイア〉となった。それが真実です。人類の敗北したたったひとつの理由です」

　断罪のように。

　懺ざん悔げのように。

　告白のように。

「なぜ──！」

　激げつ昂こうした玻は璃りが、すぐかぶりを振ふった。

「いいえ。……そもそも、あなたの言うことが真実だという保証がどこにありますの!?」

　むしろふてぶてしく、挑いどみかかる表情をここで取り戻もどしたのは、朱と鷺き頭とう玻璃という人物の真しん骨こつ頂ちようといえたろう。

　しかし、

「そう言うと思いました。確かに、僕の発言では信しん憑ぴよう性せいが薄うすすぎます。映像の加工なんていくらでもできますしね」

　あっさりと、少年は肩かたをすくめたのだ。

「でも、この人なら？」

　少年が振り向いた。

　それにつられて、玻璃も視線を向けた。

　すると、さきほど少女のくぐった入り口に、もうひとりの人物が現れていたのである。

　それは、どうしようもなく致ち命めい的てきな相手だった。

　それは、どうしようもなく絶望的な相手だった。

「あなた、は……」

　茫ぼう然ぜんと、呟つぶやく。




「……イザヤ、兄様」




　違ちがう。

　この半年間、自分が接してきたイザヤとはまるで違う。

　ぼんやりと眠ねむっているかのような表情。実際、その相手は車くるま椅い子すに乗っており、玻璃のことさえきちんと認にん識しきできてないようだ。

　だけど、この相手もまた『九瀬諫也』だという、不思議な自信があった。それは表層的な理性など遙はるかに圧あつ倒とうする、絶対的な感覚だった。

　同時に、それはもうひとつの疑問をも浮ふ上じようさせてしまっていた。

「じゃあ……」

　と、玻は璃りがよろめく。

　何か、大切な支えを失ったかのような、よろめきであった。

「じゃあ……じゃあ、私がいままで会っていた……あのイザヤ兄様は……？」

　がたん、と膝ひざの裏を何かが打った。

　聖せい堂どうに並べられた、長なが椅い子すのひとつであった。

　その背もたれにしがみついた玻璃に、追い打ちをかけるようにして、イコンが囁ささやいた。

「お察しの通りですとも」

　包帯に顔は隠されているのに、どうして彼が笑っていると思ったのだろう。

　新たな『九く瀬ぜ諫いざ也や』──〈反救世主〉と呼ばれる少年と挟はさみ込こむようにして、イコンが近づいてくる。

　そして、言う。

「私たちの願いは、ひとつです」

　一いつ拍ぱくをおいて、こう続けた。
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「あなたが喰くらった……『九く瀬ぜ諫いざ也や』を返してもらえませんか？」

「返……す……？」

　茫ぼう然ぜんと、鸚おう鵡む返がえしに囁ささやいた言葉とともに。

　ぞろり、と何かが変わった。

「──ああ、そうね。やっと、あたしも思い出したわ」

　玻は璃りの震ふるえが止まる。纏まとっていた気配が変わる。姿も声こわ音ねも何ひとつ変わらぬのに、もっと決定的な何かが変わった。

　清せい楚そは妖よう艶えんに裏返り、無む垢くは淫いん蕩とうへと反転する。

　ことりと首を傾かしげる仕草ひとつで、いかなる男でも──いや女の心でも奪うばってしまうだろう、その圧あつ倒とう的てきな気配。




「それは……ここにある、もうひとつの魂たましいのことね？」




　バビロンの大だい淫いん婦ぷ。

　たった今玻璃の内側から浮ふ上じようした妖よう女じよは、その腹部を押おさえ、優やさしく微び笑しようしたのであった。





３






　──第一区・地下。




　教団本部。

　御みさ陵さぎ市しに設けられた秘密の砦とりでへ、イザヤたちは舞まい戻もどっていた。

　第四区にのさばった〈獣ベステイア〉たちへは、〈槍ランス〉がローテーションによる断続的な攻こう撃げきを繰くり返している。

　意外にも、〈槍ランス〉の動どう揺ようは少なかった。

　イザヤの顔をした〈反救世主〉について、少年やカルロ自体は何の説明もしていない。が、彼らの方で「英えい雄ゆうの姿を真ま似ねた〈獣ベステイア〉がこちらを惑まどわそうとしたのだろう」と、そんな解かい釈しやくをしたらしかった。

　都合のよい解釈ともいえるが、この場合は好都合だった。

　また、〈塔ルーク〉の報告の限りでは、市民にも怯おびえの色は薄うすいらしい。

　学生街たる第四区が半日以上隔かく離りされているというのに、その結果として多くの学生たちが戻らぬままだというのに、彼らの瞳ひとみに映っているのはただ平へい穏おん無事に過ぎ去っていく日常だけ。

　それだけ喪そう神しん現象が進み──世界が蝕むしばまれているともいえた。

　誰だれも気づかぬうちに進行する、世界の滅めつ亡ぼう。

　そんな死を望む者もきっと多いだろう。

　しかし、すべてではない。

　抗あらがう意志を体現し、〈槍ランス〉も〈塔ルーク〉もフル運転で稼か働どうしている。喪神現象から回復するや、〈槍ランス〉の各部隊は〈獣ベステイア〉との戦線構築に気勢を上げ、〈塔ルーク〉は都市に仕組まれた罠トラツプやセンサーを総動員して、不休の闘とう争そうに打ち込こんでいた。

　ここが正念場だと、皆みなが理解しているようでもあった。

　自分たちが相応の時間さえ稼かせげば、必ず希望は訪れてくれるのだと。

　英えい雄ゆうという名の、希望が。




　──そして、希望は今、教区長室に集まっていた。




　壁面へ髑髏の海賊旗ジヨリーロジヤーを掲かかげた、実に聖せい霊れい教きようらしからぬ部屋に、四人の断罪衣イスカリオテ使いが集合していたのだ。

　イザヤ。

　カルロ。

　ラーフラ。

　そして、シスター・レア。

　イザヤを除く者の聖職衣カソツクは、普ふ段だんと違ちがい、一いつ般ぱんの教団員と同じものになっている。

　さきほどの戦せん闘とうで傷ついた断罪衣イスカリオテを、〈塔ルーク〉の秘ひ蹟せき研究室に応急処置させているためだった。イザヤのみいつものままなのは、原型オリジナルの断罪衣イスカリオテを調整するマニュアルは失われているからだ。

「…………」

　四人はしわぶきひとつせず、それぞれ部屋のソファや壁かべに居場所を見つけて、互たがいの様子を見つめていた。

　何から話したものか、皆迷っているようでもあった。

　実際、考えなければならないことは、あまりにも膨ぼう大だいすぎた。

　あの〈反救世主〉の存在はもとより、イコンの出現や蒼そう馬まの復活、はたまたノウェムと玻は璃りの誘ゆう拐かいに加えて、バビロンの大だい淫いん婦ぷという謎なぞまでも俎そ上じようへあがってしまっている。

　しかも、それらの謎はすべてが複雑に絡からみ合っていた。

　解きほぐそうにも、最初のとっかかりさえ見えぬゴルディアスの結び目至難のパズル。一秒一秒が砂さ金きんのごとく貴重なのに、闇やみ雲くもに押おし流されてしまっているような焦しよう燥そう感かんが全員をとらえていた。

　さらに、もうひとつ。

　動くに動けない、理由があった。

　やがて、机のスクリーンが明めい滅めつする。

　その内容を確かく認にんし、カルロ・クレメンティが小さくため息をついたのだ。

「ようやく、確認ができました」

「……どうでしたの？」

「予想通り、電話、無線、インターネット、あらゆる方法での外部との通信が取れなくなっています。また徒歩や車両を問わず、御みさ陵さぎ市しからの物理的脱だつ出しゆつも不可能です。いずれも、試行した人間が、どうして外部に接触を取ろうとしたのか忘れてしまう、というレポートが提出されています」

「喪そう神しん現象の末期ですわね？」

　シスター・レアの言葉に、イザヤが目を剝むいた。

　少し違ちがってはいたが、似た現象をカルロの口から聞いていたからだ。

　喪神現象の末期。人間の認識できぬ歪ゆがみに、都市全体がとらえられた状態。このとき、忘れられるのはどちらだろう。

　はたして、世界が御陵市を忘れるのか。

　それとも、御陵市が世界を忘れるのか。

「現象の開始時間は、やはり玻は璃りさんの誘ゆう拐かいと、蒼そう馬まの再出現──あの〈反救世主〉の目もく撃げきとほぼ同期しているようです」

　言葉は、ひどく重かった。

　あの〈反救世主〉がいかなる存在かはいまだ分からない。

　しかし、ただそこに在るだけでひとつの都市を喪神現象に陥おとしいれるほどの、どうしようもない『力』だけははっきりしたからだ。四人の断罪衣イスカリオテ使いにとっても、それは絶望的な告知であった。

「──ひとつ、お願いがあります」

　もう一度、カルロが切り出した。

　視線の向く先は、シスター・レアだった。

「私に、ですの？」

「ええ」

「拘こう束そくされていたあなたが勝手に抜ぬけ出た釈しやく明めいではなく、イザヤさんやバビロンの大だい淫いん婦ぷとやらの説明もせず、ただ私にお願いですか？　相変わらず勝手ですのね、あなたは？」

「返す言葉もありません」

　嘯うそぶいて、カルロはこう続けた。

「ですが、ここはおいて、私の記き憶おくを観測していただきたい」

「それ、どういう意味だ？」

　壁にもたれていたイザヤが、瞬まばたきする。

　対して、カルロは三人の様子を順々に見つめながら、ゆっくりと告白したのだ。

「シスター・レアにも指し摘てきされましたが、私の記き憶おくは喪そう神しん現象や類るい似じの何かによって欠落している可能性が高いんですよ」

　そう。

　忘れていた。

　たとえば、すでに世界の多くの特別指定教区が陥かん落らくしているという事実。もともと世界に特別指定教区は六つしかないという表向きの情報を、いつのまにかカルロは真実のように思いこんでいた。

「…………」

　レアが、わずかな間沈ちん黙もくする。

「本気ですの？」

「もちろん本気ですとも」

「知ってると思いますけれど、私の断罪衣イスカリオテの精度では、欠落している記憶だけを都合良く選べませんわよ？　あなたのプライベートも何もかも、あらいざらい暴ばく露ろすることになりますけれど？　ついでにいえば、しばらく私も身動きがとれなくなりますわ？」

　それが、カルロを疑った際、すぐさまその能力による審しん問もんを行わなかった理由であった。

　レアの模も倣ほうする聖せいルチアの奇き蹟せき──神の瞳ひとみは、むしろ優すぐれすぎているのだ。

　他人の記憶を探ろうとするならば、それはすべてを探ってしまう。それは文字通り、生まれてから現在に至るまでのすべてだ。これほどの情報量となれば、レアが受けきれる許容量を超こえてしまうことも考えられる。もとより人は自分以外の人生を記憶するようにできていないのだから。

　カルロは、変わらぬ飄ひよう々ひようとした表情で肯こう定ていした。

「それでも、です。あなたにしても、異い端たん審しん問もんとして都合がよいでしょう」

「……分かりましたわ？」

　レアがかぶりを振ふる。

　だだっ子に押おし負けた母親のような感じではあった。

「シスター・レア」

　これは、ラーフラが厳しい顔で振り向いた。

「だって仕方ありませんわ？　この人、言い出したことを引っ込こめたことなんて、ありませんでしたもの？」

「そう言われると、少し困ってしまいますが」

「事実は受け止めてくださいませね？」

　どこか悪いた戯ずらっぽく、尼に僧そうは微び笑しようした。

　イザヤは知らないが、かつて四人一組フオー・マン・セルを組んでいた頃ころのふたりの関係は、ずっとこんな感じだったのかもしれない。

「そうなると、少し準備が必要ですわね？　断罪衣イスカリオテの修復ももっと急がせる必要がありますけれど、教区長の許可をいただけます？」

「つい半日前、あなたがその権限を奪うばったんですが」

「それでも、あなたからの一声がある方があの部下たちは懸けん命めいに働くわ？　人望があってよろしいこと」

　くすくすと、尼に僧そうが笑う。

　カルロも、肩かたをすくめた。

「では、そういうことで」

「ええ、後で落ち合いましょう。イザヤさん、ちょっとついてきてくださる？」

「は、俺？」

「ええ、あなたよ？」

「ちょ、ちょっと待って。引っ張るなって！」

　半ば無理矢理に、シスター・レアがイザヤを連れていく。細い腕うでなのに意外なほどの腕わん力りよくで、少年に逆らうことを許さず、ふたりの姿は教区室の扉とびらを抜ぬけていった。

　ラーフラとカルロが、その場に残った。

「レアについていかないんですか？」

　カルロの質問に、ラーフラはまっすぐ教区長を見つめて告げた。

「戦ってる最中は忘れていたんですが……思い出してしまいました」

「何を？」

「僕は、ひとつの墓石を見ました」

「墓石、ですか」

「九く瀬ぜ勇ゆう哉やと書かれた墓石です」

　蒼そう馬まの槍やりによって、吹ふき飛ばされたときだ。

　同じく近くへ投げ出された石せき碑ひには、今ラーフラの言った名前が刻まれていたのだ。

　九瀬勇哉。

　珍めずらしいが、ほかにいないというほどの姓せいではない。偶ぐう然ぜんの一いつ致ちということも十分にありえる。しかし、あの場にイザヤと同じ顔の〈反救世主〉が現れたことまで、単なる偶然とは思いがたかった。

　カルロは、表情ひとつ変えなかった。

　ただ、にっこりと笑う。

「それが、どうかしましたか」

「あなたは、まだ何を隠かくしているんです？」

「さて」

　はぐらかすように言ったカルロへ、しかし、ラーフラがさらに詰つめ寄ったのだ。

「あいつは、どうなるんです？」

　紫し檀たんのデスクへ手を乗せたまま、その瞳ひとみが強い光を秘ひめていた。

　けして、噓うそ偽いつわりを許さぬ光であった。

　意外そうに、カルロが訊きき返す。

「あなた、イザヤくんのことを気にかけてくれてるんですか？」

「…………っ」

　一いつ瞬しゆん、ラーフラが唇くちびるを嚙かんだ。

　それも一瞬だった。

「悪い、ですか」

　と、少年修しゆう道どう士しは言ったのだ。

「本物だろうがニセモノだろうが、五ヶ月の間、この都市でともに戦いました。異い端たんや教理に背そむく者には相応の処置を行いますが、それでもある程度気にかけてしまうには、十分な時間だと思います」

「……そうですね。そうかもしれません」

　カルロは、ひどく複雑な顔になった。

　喜びも悲しみも苦しみも、なにもかもを一いつ緒しよに混ぜ込こんだような。

　だから、ラーフラも続けて尋たずねたのだ。

「ひょっとして、あなたも、ですか」

　その質問には、カルロは答えなかった。

　軽くかぶりを振ふって、告げた。

「どの道、シスター・レアの奇き蹟せきを受ければ、分かることですよ」
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　教区長室を出ると、長い通路になる。

　秘ひ蹟せき研究室までのエスカレーターを選んで、シスター・レアとイザヤは移動していた。

　その途と中ちゆうで、

「──あなたは、私の知っている『九く瀬ぜ諫いざ也や』とは違ちがうのね？」

　シスター・レアは、するりと口にした。

　ごく些さ細さいな世間話のような、まるで今夜の料理のレシピでも確かく認にんするような口調であった。

　イザヤは、眉まゆをひそめて、がりがりと頭を搔かく。

「まあ、そうなるかな」

「随ずい分ぶんあっさりと隠かくすのをやめたのね？　しゃべり方から仕草まで、初めて会ったときとはがらりと変わったじゃない。よく〈槍ランス〉のメンバーが追つい及きゆうしないことね？」

「緊きん急きゆう時じだからだろ。落ち着いたら、すぐ化けの皮が剝はがれる」

「……そうかしら」

　珍めずらしく、尼に僧そうは疑問形にアクセントを加えなかった。

　かえってそのことが、尼僧の迷いを示しているようにも聞こえた。

「あなたは、悩なやまないの？」

「なんのことだよ」

「あの、〈反救世主〉……とかいった〈獣ベステイア〉よ？」

　いつものように瞳ひとみを閉じたまま、尼僧は言う。

「私には見えませんでした。後から来たイコンとやらと同じで、何かの力場がたまたまヒトガタをしているようにしか思えませんでしたわ？　ですが、あれはあなたと同じ顔をしていたんでしょう？　あれが誰だれかって気になりませんの？」

「そりゃ気になるよ」

　イザヤが、苦く笑しようする。

「少し前なら……悩みもしたのかもな。あれは誰だ、俺は誰なんだって」

「今は違ちがう？」

「違わねえよ。やっぱり悩んでるし、うじうじ考えてる。みっともないけれど、今ここで叫さけびだしたいぐらいだっつの」

　ひらひらと、少年が手を振ふった。

「だけど、それとは別に、やることもあるからな」

　苦笑しながら、しかしそれは不思議と清すが々すがしい言葉であった。

「そう」

　と、レアもうなずいた。

「カルロは、面おも白しろい相手を見つけたことね？」

「あの変態神しん父ぷは、使い捨ての代用品ぐらいにしか思ってなさそうだけどな」

「あんなに嬉うれしそうだったのに？　私、あんな活いき活いきしてるカルロを視みるのは聖せい戦せん以来だったわよ？」

「気にしてたのか」

　不意に、イザヤが訊きき返した。

「何を？」

「カルロのこと。聖戦から会ってないと聞いてたけれど、あんたなりには気にかけていたわけか」

「……それはまあ、チームですもの？」

「蒼そう馬まもか」

「もう、あれはどうしようもなく〈獣ベステイア〉ですわよ？」

「それでもチームだろう」

「そうね？　そうかもしれないわね？」

　レアは、困った顔で微び苦く笑しようした。

　いろんな感情が、その笑えみに入り混じっていた。この尼に僧そうもそんな顔をするのであった。同じとき、同じような言葉を告げたカルロも、同じ想おもいであったかもしれない。

　しばらく、ふたりは沈ちん黙もくした。

　やがて、もう一度イザヤが口を開いた。

「あいつに、言ったんだ」

　静かな口調で、少年が振ふり返る。

　まっすぐに尼僧を見つめて、イザヤはこう言ったのだ。




「──俺は、英えい雄ゆうになっちゃいけないのかって」




　レアの眉まゆが、かすかにあがった。

「正気、ですの？」

　尼僧の声こわ音ねは、むしろ狂きよう人じんを相手取るようであった。

「人を外れる道だと、十分にご存じで仰おつしやってます？」

「蒼そう馬まのヤツもそんなこと言ってたな。──英雄ってのは人間じゃないってな」

　苦笑して、思い出す。

　イザヤと二度目に対たい峙じしたとき、あの男は告げたのだ。




　──『死のうが生きようが、英雄ってのは特別だ。だからこそ信しん仰こうになる。だからこそ万ばん人にんのよすがになる。そうなった時点で、そいつはもう人間じゃねえんだよ』




　たった数ヶ月前の、夏のことがひどく遠くに思えた。

　あの夏休み、生徒会の面々と歩いた海岸。玻は璃りのもうひとつの人格とゆっくり話したのも、あの事件が初めてではなかったか。

「だけどな。俺は、犠ぎ牲せいになるつもりなんかない。カルロにも言ったけど、そんなただの言葉や、くだらねえ定義にのっかるつもりは欠片かけらもない」

「ただの、言葉？」

「そうだろ。蒼馬が何を言っても、あんたがどう思っても、『九く瀬ぜ諫いざ也や』がどんなヤツだったとしても、俺は俺だ。結局のところ、ほかの誰だれにもなれないよ。顔や声がいくら似てたって、それはそれだけのことだろう」

　きっぱりと、言う。

　この半年を、『九く瀬ぜ諫いざ也や』として過ごした少年が。

　自分の半年間を間ま違ちがいだったと告白するかのように。あえて、そう断罪するかのように、はっきりと口にする。

　そこから、やり直そうと言うように。

　尼に僧そうへと、向き直る

「だから、もう一度言う。──この街を守るために、あんたとラーフラに手伝ってほしい。俺にもカルロにも、あんたらが必要だ」

「…………」

　少し沈ちん黙もくして、レアはもうひとつ訊きく。

「そうまでして、英えい雄ゆうになるべき理由がありますの？」

「ああ」

　答えたイザヤへ、レアはさらに問うた。

「あの朱と鷺き頭とうのお嬢じよう様さまのため？　それとも、第九祭さい器きのお人形のためですか？」

「ノウェムだ」

　と、イザヤが間断なく言う。

「俺以外のヤツが、あれを人形とか呼ぶな」

　その言葉に、レアは驚おどろいた顔になった。

　もしも目が見えていたら、何度も瞬まばたきして、少年を見つめ直したかもしれない。

　それから、小さく呟つぶやいた。

「そんなあなただから、あの弟で子しも気にするのかもしれませんわね？」

「？」

「こちらのことですわ。──ええ、あの弟子からしてそうなのだから、私も礼を尽つくしておくべきですわね？」

　眉まゆをひそめた少年に、尼僧はすっと白い手を伸のばした。

「えと、何だ？」

「握あく手しゆ、したことありませんの？」

「や、その……でもほら、俺の右手、あんたには分かるだろ？」

「それがどうかしましたの？」

　優やさしく、しかし半ば無理矢理に少年の手が握にぎられる。

「一いつ緒しよに戦うのならチームでしょう？　あなたが英雄でもそうでなくても、たとえ期間限定のチームであったとしてもね？　ああそうだ、ノウェムさんを救出したらそちらとも握手しないといけませんわ？」

「…………っ」

　今度は、イザヤが沈ちん黙もくする番だった。

　尼に僧そうの指は冷たくて、でも柔やわらかくて、確かな芯しんの強さが感じられるようで──どうしてか分からないけれど、ひどく頼たのもしかった。

　初めて、チームになれた気がした。

　名目や立場ではなく、本当の意味で命を預けられるように思った。

「……ありがとう」

　だから、素直に礼を言えた。

　思えばこの都市に来てから、あの人形以外に対してでは、初めてのことかもしれなかった。

　その感情を、胸の底へ大事にしまって、蓋ふたをする。

　今は、それを嚙かみしめている時間ではないから。

　今度は、イザヤの側から訊きく。

「シスター・レアは、玻は璃りのことも知ってるのか？」

「ええ、聖せい戦せんにも朱と鷺き頭とうのお姫ひめ様さまはいましたもの。ずっとあなたの──『九く瀬ぜ諫いざ也や』の隣となりにいましたけれど、これは覚えてるわけがありませんわね」

「どんな娘だった？」

「あら、そんなことをわざわざ私に訊く必要があるの？　この都市に来てから、あの子と一番親しかったのはあなたでしょう？」

　不思議そうに、レアが首を傾かしげる。

「それでも聞かせてほしい」

「まあ、かまいませんけれど……」

　記き憶おくを思い起こすためか、地下施し設せつの天てん井じようを見上げて、レアがゆっくりと言葉を紡つむいだ。

　数分ほど、続いたろうか。

　その後、

「ひとつ、頼みたいことがある」

　と、イザヤが言い出したのであった。
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　半日が、経過した。




　深夜から朝にかけて、〈獣ベステイア〉たちはさらなる勢いで第四区を席せつ巻けんした。

　しかし、教団もまた、かつてないほどの活力で抵てい抗こうしていた。

〈槍ランス〉も〈塔ルーク〉も、誰だれひとり不満など吐はき出さなかった。喪そう神しん現象で、御みさ陵さぎ市しが世界より孤こ立りつしたというニュースさえ、彼らを絶望せしめるには至らなかった。

　それが信しん仰こうというシステムのもたらす堅けん固こさであれ、ひとりずつの信念に基づく在り方であれ、結果は変わるまい。

　秘ひ蹟せき研究室もそうだった。




「聖せい霊れい機関の量子干かん渉しようパターンを、ルカ・モジュールからマタイ・モジュール重視に変へん換かん。試行回数を同値に落としこむために、干渉範はん囲いをいじっています。使用感はほとんど変化がないと思いますが、細かい部分は実際に試してください」

「装そう甲こう及および補助機関に破は損そんが大きかったため、エミュレーション維い持じに障害が出ていました。これを回かい避ひするために、アクティベーションコアを三つに分割。共鳴数値を０・６から０・８へ変へん更こうしています」

「また、強度よりは聖霊機関の出力維持を優先し、バイパスパッケージを腰よう部ぶへ収納しました。こちらをやられても仮想現実は維持できますが、出力と精度が大おお幅はばに低下しますので、気をつけてください」




〈塔ルーク〉の班員の言葉を受けて、レアやラーフラがそれぞれに断罪衣イスカリオテのパーツを纏まとっていく。

　今回は調整のため、あらかじめ展開した状態であった。

　外見上の変化も、いくらか生じている。

　たかだか半日で断罪衣イスカリオテを再調整するために、思い切った処置に出たものである。イザヤを除く、いずれの断罪衣イスカリオテも装甲や装備がカスタムされていた。

「……大したものね？」

　ひとつひとつ、それらの変更を確かく認にんしながら、レアが吐と息いきをつく。

「よく間に合ったこと。カルロとラーフラはともかく、私の断罪衣イスカリオテを調整するのは初めてのことでしょう？　外部との連れん絡らくも取れませんのに」

「それができなければ、俺らの意味がありません」

　大きなレンチを片手に、班長が笑った。

　四十ほどの、豪ごう放ほうな男だった。〈槍〉実戦部隊の間ま違ちがいではないかというぐらい逞たくましく、にんまりと笑う唇くちびるまでも筋肉でできているように分厚かった。

　それでも、憔しよう悴すいの色は拭ぬぐえなかった。

　聖霊機関の調整は細心の注意を必要とする。それ自体がブラックボックスの塊かたまりで、かつ断罪衣イスカリオテごとにまったく異なる挙動を示すからだ。ほとんど勘かんだけの仕事を余よ儀ぎなくされる仕事に、男たちはどれほどの神経をすりへらしたことだろう。

　だからこそ、調整の完成度に、レアも舌を巻いていたのだ。

　班長の表情が、わずかにゆるむ。

「それに、俺ら以外にも、手伝いはいましたから」

「手伝い？」

「ええ、シスター・レアの断罪衣イスカリオテの余よ剰じようデータに、細かい調整の記録がのっけてありました。いや、あんなところに書き込こむのは厳重な規則違い反はんなんですが、よっぽど緊きん急きゆうだったんでしょうな。きっちりしたレポートとかじゃなくて、ベタ打ちでこの断罪衣イスカリオテの癖くせを書き残してくれてました。これがまた、実働班にしか分からないような──実働班なら嫌いやでも分かれっていうような、微び妙みようなコツだけにしぼった書き方でしてね。それこそ挑ちよう戦せん状じようでもつきつけられてる気分でしたよ」

　苦笑いみたいに首の裏を叩たたいて、班長が続ける。

「最後に、パリ支部・秘ひ蹟せき研究室とか書いてましたが、これは初めて聞く名前ですな。街の名前ですか？」

「…………っ」

　ほんの一いつ瞬しゆん、レアが息を吞のみ込んだ。

　男の口にした都市の名前が、かつてシスター・レアの護まもっていた特別指定教区だったからだ。

　それは、すでに滅ほろびた都市である。〈獣ベステイア〉に敗北し、都市すべてが喪そう神しん現象にとらえられ、忘れ去られてしまったはずだった。

　なのに。

　その忘れ去られた都市の開発班が、それでも尼に僧そうを助けたのだと、彼らは言っているのだった。

「シスター・レア？」

「なんでもありませんわ？」

　尼僧がかぶりを振ふる。

　瞳ひとみは閉じられたままだった。その内側の感情を露あらわにすることなど、けしてなかった。

　代わりに、

「では、始めましょう」

　と、秘蹟研究室の奥おくを振り返った。

　万が一の暴走などに備え、四方を堅けん固こな金属でつくられた部屋の隅すみ。

　そこに、カルロが座すわり込んでいたのである。

「もうですか？」

　と、神しん父ぷが首を傾かしげた。

　彼だけは断罪衣イスカリオテを纏まとっていない。すでに奇き蹟せきに侵しん食しよくされている彼が、断罪衣イスカリオテを起動していられる貴重な時間を浪ろう費ひしないためであった。

　レアは、当然とばかりに悪いた戯ずらっぽく鼻を鳴らす。

「模も倣ほう奇蹟にもよりますけど、こちらの制御は難しいの。この研究室なら、万が一のときも補助してもらえますわ？　あなただってうっかりで死ぬのは嫌いやでしょう？」

「これは怖こわい」

　苦く笑しようして、カルロが肩かたをすくめた。

「結構ですよ。はじめてください」

　すると、その隣となりからもうひとりの人ひと影かげがすっと並んだのだ。

「イザヤさん？」

「俺も、その奇き蹟せきとやらを受けるんだよ」

　怪け訝げんに眉まゆを寄せた枢すう機き卿きよう代行へ、あっけらかんと少年が口にする。

「な……」

　一いつ瞬しゆん、眼帯神しん父ぷはひどく間ま抜ぬけな顔になった。

「ま、待ってください！　どうしてあなたまで──！」

「だって、お前みたいに忘れてることが、俺にないとは限らないだろ。それとも、この期ごに及およんで、まだ隠かくさなきゃならないことがあるってのか」

「……あなた……は」

　当たり前に胸を張った少年へ、カルロはぽかんと口を開いた。

　それから、

「分かりました」

　観念したように、ため息をつく。

　なぜだか、少し嬉うれしそうでもあった。

　そのやりとりが終わってから、シスター・レアが背後の弟で子しへ口を開いた。

「……ラーフラ、手伝ってくださいます？」

「ええ」

　うなずきを確かく認にんして、尼に僧そうが手を広げる。

　対して、修しゆう道どう士しは瞼まぶたを閉じた。





「私は模も倣ほうします」

「我は模倣する」






　神しん韻いん縹ひよう渺びようと、ふたりの声が研究室に響ひびく。

　相乗福ふく音いん。

　ふたつの聖せい霊れい機関を同調させ、本来以上の力を発揮せしめる儀ぎ式しき。

　昨日の蒼そう馬まとの戦いでは結局行使されなかった、師弟ならではの模倣奇蹟が、今ここに。





「私は模倣します。私は模倣します。私は模倣します」






　尼に僧そうの纏まとう断罪衣イスカリオテの、末部装そう甲こうがさらに展開する。

　まるで翼つばさのようだった。次々と純白の装甲が連なって、尼僧の半身を覆おおう巨きよ大だいな翼を形成する。同様に、ラーフラの断罪衣イスカリオテもまた展開し、発する福ふく音いんが変化する。





「我は行使する」

「我わが断罪衣イスカリオテの、種別外奇き蹟せきを行使する」






　種別外奇蹟。

　ダビデという聖せい人じんの模も倣ほうではなく、聖せい霊れい機関そのものを使った用法ということ。

　まるで師弟の合奏のように、ラーフラの纏う断罪衣イスカリオテから、聖霊機関が美しい音をあげる。

　鈍にび色いろの装甲の表面に、いくつもの色の光が走った。

　今回、こちらは展開を最小限にとどめ、シスター・レアの補助にのみ使われるらしかった。





「限定量子干かん渉しよう場ば、固定。仮想数学領域より聖せい遺い物ぶつおよび規定状じよう況きようのパラメータ注入。くわえて種別外奇蹟による追加パラメータ注入。本座標において仮想現実・聖せい女じよルチアの第二種奇蹟を起動。──すなわち、十一万七千六百五十三回の試行を開始します」






　そして。

　もう一度、断罪衣イスカリオテとレア自身が告げる。

　多くの断罪衣イスカリオテ使い──聖人とも資格者とも呼ばれる者の中で、唯ゆい一いつシスター・レアとラーフラのみが達している段階があった。

　イザヤや蒼そう馬まの使う、奇蹟の応用ではなく。

　純然たる、強化。





「私は模倣します。──聖せいルチアの失われた瞳ひとみを」






　すう、と瞼まぶたが開いた。

　そのように見えた。

　実際のところ、そこに見えたのが瞳かどうかさえ、正面に座すわったイザヤには分からなかった。

　ただ、思った。

　──見られる、と。

　──物理的な現象だけではなく、神秘たる奇蹟や災さい厄やくたる〈獣ベステイア〉だけでもなく、この瞳は自分という存在の、その本質までも見み抜ぬいてしまうと！

「動かないで、くださいませ」

　尼に僧そうが、言う。

　その冷たい指が、ふたりの顎あごにかかった。

　カルロの奥おくの奥を、底の底を、その瞳ひとみが覗のぞき込こむ。

　イザヤの奥の奥を、底の底を、その瞳が覗き込む。

　そのことを、少年も実感した。

　それは単に視みられるというだけではなく、未知の放射線か何かに身体からだの奥深くまでを貫つらぬかれた気分であった。

　だが。

　たたらを踏ふんだのは、むしろ尼僧の側であったのだ。

「シスター・レア！」

　慌あわててラーフラがその身体を支えると、尼僧は大きく息を荒あららげた。

「視えました……わ。ふたりともの……忘ぼう却きやくも……その噓うそも」

　肩かたを上下に動かす尼僧の横顔は、真っ青に染まっていた。

　それだけの衰すい弱じやくを、相乗福ふく音いんは強しいたのだろう。

　補助にとどまったラーフラの側も、すでに断罪衣イスカリオテは解除しているというのに、激戦を終えた後のように頰ほおをこけさせていた。師の奇き蹟せきに、聖せい霊れい機関を同調させるという離はなれ業わざによって、神経をすり減らした結果でもあった。

「何が……あった？」

　イザヤが、訊きく。

　対して、

「あなた……は……あなた……たちは……そんな……。じゃあ……『九く瀬ぜ諫いざ也や』は……」

　イザヤとカルロの両方を見ながら、かろうじてシスター・レアが言った。喉のどが震ふるえて、持ち上げた人さし指も、また小刻みに痙けい攣れんしていた。

　──『九瀬諫也』は。

　彼女は、どう続けるつもりだったのだろう。

　そのときだった。

　秘ひ蹟せき研究室の扉とびらが、突とつ然ぜん開かれたのである。

「失礼します！」

　息せき切って現れたのは、イザヤたちも知る〈塔ルーク〉の通信員だった。直接やってきたのは、万が一にも奇蹟の集中を途と切ぎらせぬよう、周囲の通信機構を断たっていたためか。




「報告します！　〈獣ベステイア〉の動きが突然変わり……第四区から大挙をなして溢あふれ出そうとしています！」
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　ノウェムは、まるで虫の這はうような速度で地下道を歩んでいた。

　いや、実際に這っていたのだ。

　通風口である。

　一辺七十センチほどしかない狭せまい空間を、ノウェムは肌はだのすりむけることもいとわず、じりじりと匍ほ匐ふくしていたのだ。

　いまだ、サーバー・クリュプタとの接続は回復していない。てっきり、あの部屋に通信妨ぼう害がい機能が施ほどこされているのだと思っていたが、実際は喪そう神しん現象によるものだったようだ。

　無論、ノウェムの通信機構には喪神現象への対策もなされている。

　でなければ、〈獣ベステイア〉と戦うために造られた自分に意味がないだろう。しかし、今回の喪神現象の強度はそうした対策をも上回ったらしい。

（喪神現象……）

　きちんとした把は握あくはできてないが、通常のそれではないと認にん識しきしていた。

　おそらく、ひとつの都市が陥かん落らくする寸前の段階──と。

　一刻の猶ゆう予よもならぬという、事実。

　そのことに、言葉にならぬ圧力プレツシヤーを覚えながら、匍匐前進を続ける。

（……幸い、私が逃にげたことについては、まだ知られてないようですね）

〈獣べステイア〉の動きから、そうノウェムは判断していた。

　彼らの目的はあくまで玻は璃りであって、ノウェムはおまけに過ぎなかったということだろう。実際、そうでなければ、とっくに捕つかまっていてもおかしくない。

　今のノウェムでは、低位の〈獣べステイア〉を数匹ひき相手取るのが精せい一いつ杯ぱいだ。断罪衣イスカリオテも発動できぬ以上、群れに感づかれれば、その時点で命運は尽つきる。半日かかって、いまだ脱だつ出しゆつできていないのは、そういう事情によるものだった。

　かなうかぎりの臆おく病びようさで、身をよじり、進んでいく。

　そうしながら、とりとめなく思った。

（……どうして、逃がしてくれたのでしょう）

　蒼そう馬まの、行動。

　あの男は、一体何を考えているのか。

　復活したことも謎なぞなら、自分を解放したわけも謎。自分が攫さらわれた後にイザヤと戦ったらしいが、そのことについても彼は詳しく触ふれなかった。……一体、何を目的に、〈獣べステイア〉の側へ身を寄せているのか。

　そうした思考を並列させつつ、人形は着実に進んでいた。

　サーバー・クリュプタとは接続できてないものの、徐々に地下構造は把は握あくできつつある。〈獣べステイア〉に発見される恐おそれから、一気に地上に出ることはできないでいたが、別の区につながる道もおぼろげに予想できつつあった。

（……イザヤ、様）

　思う。

　あの少年は、自分の主は、まだ無事でいるだろうか。

　無事で、いてくれてるだろうか。

　様々な予測シミユレーシヨンが脳内の回路で構築され、そのたびに同じだけの種類の感情が人形の胸に去来した。あるいは苦しく、あるいは悲しく、あるいは甘あま酸ずっぱい感情であった。

　きゅ、と唇くちびるを嚙かむ。

　自分が耐たえられるように。この身が引き裂さけて、バラバラになってしまわないように。

　一体、いつの間に、自分はこんな感情を覚えてたのだろう。

　覚えてしまったのだろう。

　そんな疑問を、脳のう裏りに浮うかべたときだった。

　通風口のひとつから、ある光景が見えたのだ。

（……あれ……は？）

　広い空間だった。

　暗い空間であった。

　おおよそ体育館ほどの広さで、壁かべには地じ肌はだが覗のぞいている。もともと御陵市ここにあった洞どう窟くつなのかもしれない。

　その床ゆかに、混交した色のシンボルが描えがかれていた。

　魔ま法ほう陣じん、のように見えた。

　専門用語テクニカル・タームでは、魔法円というのが正確だったろうか。半径数十メートルにも至ろうかという巨きよ大だいな円である。

　その円の外周に、複数の人ひと影かげが見えたのだ。

「…………？」

　ほとんど自動的に、ノウェムの脳内のチップが視野を調整する。仮想的に拡大された映像は、すぐさまふたりの姿を細密に捕ほ捉そくし、ノウェムの知覚野へ投とう影えいした。

（あの、包帯……？）

　片方は自分を打ち倒たおし、この場へ拘こう束そくした包帯まみれの少年であった。

　そして、もうひとりは。

（玻は璃り様──！）

　いや。

　違ちがう。

　玻は璃りに見えても、玻璃ではなかった。

　昨日、初めて見た妖よう艶えんなる『女』がそこにはいた。

（あれ、は……）

　息を、止める。

　止めさせられた。

　突とつ然ぜんこちらを振ふり向いた妖女と目があった、気がしたのだ。

　実際、どうだったかは分からない。

　妖女はすぐ視線をそらし、近くの包帯まみれの少年へと話しかけたからだ。

「ねえ、イコンとか言ったわよね」

　と、気だるげに言う。

「ずいぶん待たせてくれたけれど、どうしてほしいわけ？　〈反救世主〉を起こすとか言ってたわよね？」

　ねっとりと唇くちびるを舐なめ上げ、微笑ほほえむ。

　そんな本能は持たないはずのノウェムさえ、背筋に不思議な感覚が走るのを禁じ得ないほどだった。

「何、たいして難しいことじゃないですよ」

　対して、イコンと呼ばれた少年は、あっさりとうなずいた。

「ただその前に、少し前置きをさせていただいてかまいません？」

「くだらなければ、あなたを喰くらうわよ」

「これは勘かん弁べん」

　肩かたをすくめ、少年が天てん井じようを見上げる。

　そして、歌った。




「──いつだって、私たちは、本当に自分がやりたいことなんて分からない」




「…………っ」

　それは、ノウェムも何度となく聞かされた歌だった。

　この都市で〈獣べステイア〉に喰らわれた者が、それとなく口にしていた言葉であった。自分の存在意義を見失い、他者に委ゆだねた者たちの悲鳴であった。

　少年は、なんとも楽しそうに、その歌を口ずさむ。

　おそらくは、その歌を教えた指導者として。




「──いつだって、私たちは、自分がやってることが正しいかなんて分からない」




「──だけど、神様が来てくれた」




　包帯の少年が、瞼まぶたを閉じる。

　うっとりと、陶とう然ぜんと、胸に手をおいていた。

　満足げに深く息を吸い込こんでから、くるりと振ふり返った。

「だけどね。この歌正確には、来てくれるはずだった、なんですよ」

「どういう意味？」

　退たい屈くつそうに訊きき返した妖よう女じよへ、イコンが神しん妙みように答える。

「本当はあの日に──聖せい戦せんの終わりに生まれるはずだった〈反救世主〉を、あなたが食べてしまったんです」

（食べた……!?）

　その言葉に、ノウェムは眉まゆを寄せた。

　それはどういう比ひ喩ゆなのだろうか。それとも、比喩ではないのだろうか。

　この妖女ならば、それもありえる気がした。

　あまりに現実的じゃない存在。

　朱と鷺き頭とう玻は璃りの中に巣くっていた〈獣べステイア〉──ということなのに、その〈獣べステイア〉からも遠く思える存在。

　妖女は、かすかに鼻を鳴らす。

「あら、それじゃあたしこそ救世主じゃない」

「──実際。ええ、実際にそうだったのですよ」

　ころころと笑った妖女に、イコンは真まっ直すぐ突つきつけた。

「あなたは、あなたが知らない内に人類を救っていたのです」

　これまでのおどけた様子からは鮮あざやかに反転した、真ま面じ目めな声こわ音ね。

「ええ、ええ。ええ。そういう意味でも神はおわすのかもしれません。あれほどの悲劇の中でも、確かに神の手はさしのべられた。最後の最後の最後になる、その瞬しゆん間かんだけは救ってくれた。なんとありがたいことでしょう。……さっさと死んでしまえばいいのに」

　ぽそり、と最後を付け足す。

　実に悪いた戯ずらっぽい微び笑しようが、声の底に貼はり付いていた。あまりにも人間らしく、しかし人間というには邪じや気きのなさすぎる笑えみ。人を殺すのに一切の殺意を必要としない、異形の存在がここにいた。

　そして、再び話題を戻もどす。

「あの日、『九く瀬ぜ諫いざ也や』は終わっていました。後は、〈反救世主〉として、あれの『門ゲート』となって滅ほろびるはずでした。だから、あの日をもう一度繰くり返すことこそが、僕の望みなのですよ」

　イコンが、振ふり返る。

　そこが、この空間の入り口らしかった。

　すると、もうひとりの人物が、わだかまった闇やみから現れたのだ。

「────っ！」

　すんでで、ノウェムは口元を押おさえた。

「……イザ、ヤ、様……？」

　それは、イザヤと同じ顔だった。

　同じ背せ丈たけで、同じ髪かみ型がたで、同じ瞳ひとみの色をしていた。半ば自動的にその映像がノウェムの脳内チップに判定された結果──虹こう彩さいや網もう膜まくさえも同一であると識別された。

（……いえ、違ちがう）

　かぶりを振る。

　あらゆる機械としての判定を裏切って、心のどこかが叫さけんでいた。

　これは──イザヤではありえない。

　自分が想おもう、自分が護まもるべきイザヤが、こうであるはずがない。

　それ自体、人形として致ち命めい的てきな感想であることにも気づかぬまま、ノウェムは悶もだえるように身をよじった。これも人形としてはありえぬことに、まるで怖おそれているような様子であった。

　不ふ愉ゆ快かいそうに、妖よう女じよが顎あごをしゃくった。

「そいつ、さっきもいたわね。……〈反救世主〉とか言っていたけれど、一体、何？」

　珍めずらしいことに、苛いら立だたしげな口調だった。何事も愉ゆ悦えつするかと思われたこの妖女にも、やはり許し難がたいことはあったのだろうか。

　その理由は分からず、イコンの答えは淡たん々たんと床ゆかを這はった。

「ありていに申しますれば、『九く瀬ぜ諫いざ也や』と同じ遺伝子を持つものでございます」

「同じ遺伝子ね。双ふた子ごか何か？」

　その質問に、イコンは答えなかった。

　ますます柳りゆう眉びをつりあげて、妖女が言う。

「……あたしが喰くらった『九瀬諫也』を返せと言ったわね」

「ええ」

　と、大きくイコンはうなずいた。

「まっぴらごめんと言ったら、どうするつもり？　何だったら、この場であなたごとその〈反救世主〉とやらを喰らってあげても、あたしはかまわないわよ。さっきからおなかがすいて、そこらの〈獣べステイア〉をつまみぐいしようかと思っていたところですもの」

　妖女の人さし指が、ぐいと曲がる。

　魔ま女じよの呪のろいのごとく不ふ吉きつに、猛もう毒どくの鉤かぎ爪づめのごとく凶きよう悪あくに、イコンと呼ばれた少年を指す。

「──そう、その『力』が問題です」

　妙みようなことを、イコンは言った。

「本当なら、あなたは聖せい戦せん末期に目覚めた、ただの〈獣べステイア〉で終わるはずでした」

「……何のこと？」

「ですが、あなたの──あなたが憑ついた朱と鷺き頭とう玻は璃りの大罪が問題だった。〈色欲〉とは、結局のところ、誰だれかとひとつになりたいという欲望です。身も心も……魂たましいまでもひとつになろうとする願望です。その大罪が、あまりにも嵌はまりすぎてしまった」

「…………」

　妖よう女じよが沈ちん黙もくする。

　イコンは、ただ淡たん々たんと続ける。

「だから……あなたはバビロンの大だい淫いん婦ぶとなってしまった。あれを孕はらんだモノになってしまった。だからこそ、あらゆる〈獣べステイア〉を喰くらうモノとなりはてたのですよ」

「〈獣べステイア〉を……喰らうモノ……？」

「ええ、当然です。当然です。当然ですとも。あれは、あらゆる〈獣べステイア〉を蔵する根源ルーツです。だからこそ、あなたの孕んだ──もはやあなたと一体になってしまったモノは、すべての〈獣べステイア〉を喰らいたがったのです」

「…………っ」

　初めて、妖女がたじろいだ。

　覚えが、あったのだ。

　自分の欲求の、その裏にあるモノ。

　自分でも分からなかった、自分を成立させている欲望や『力』の正体を言い当てられて、初めて妖女は戦せん慄りつした。

「バビロンの大淫婦。かつて〈色欲〉なりし〈獣べステイア〉の果て。僕は、あなたに、この場で産んでいただきたいのです。僕の主を。僕の王を。本当ならあの場で〈反救世主〉によって目覚めさせられるはずだった存在を。──ええ、そのための産道を、たった今ここでつくりあげましょう」

「……ごめんこうむるわ！」

　歓かん喜き極きわまった声こわ音ねと同時、妖女の手が翻ひるがえった。

　おそらくは、何らかの『力』を放とうとしたのだろう。この妖女が不可思議な『力』を持っていることは、ノウェムも身に染しみて知っていた。〈獣べステイア〉とも断罪衣イスカリオテともつかぬ、もうひとつの『力』。

　しかし──

「──学習されたはずですよ」

　イコンの言葉とともに、その前へ〈反救世主〉が立ちはだかったのだ。

　妖女によって生み出されるはずの『力』は、結果ただのそよ風となり、『九く瀬ぜ諫いざ也や』によく似た髪かみを揺ゆらすにとどまった。

「あなたさまはあれを喰くらいましたが、こちらの〈反救世主〉もまた、その『門ゲート』に選ばれたものでございます。いかに力を振ふるおうと、ただ吞のまれるだけなのが自然の摂せつ理りかと」

　恭うやうやしく、イコンが口にする。

　そして、笑った。

「御み手てをお借りします、〈反救世主〉」

　ふわりと、イコンの手が流れる。

〈反救世主〉と呼ばれた少年の手首を取って──ふたり分の手が、妖よう女じよの下腹部にずぶりと肘ひじまで突つき刺ささったのだ。明らかに貫かん通つうするはずの長さなのに、まるで手品のごとく、背中には一切露ろ出しゆつしてこなかった。

　ノウェムが止める間もなかった。

　痛みもなかったものか、妖女もまた目を剝むいて、自分の腹部に埋うまった手を見つめた。

　しかし、会話の間に妖女の誘ゆう導どうされた位置が、この部屋に描えがかれた魔ま法ほう円えんの中央であったなど、一体誰だれが気づいたろうか。




「では、出産の儀ぎを言こと祝ほぎましょう」
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　世界が──裏返った。





２






　幾いくつかの会話を終えてすぐ、イザヤとカルロは司令室へと戻もどっていた。

　おおよそ教室ほどの広さで、その奥おくにはスクリーンと多くのコンピュータが設置されている。また、中央にはホログラムパネルを張られた大きな円えん卓たくが置かれ、〈槍ランス〉、〈塔ルーク〉の副長以上の人間はすべて自らの座席についていた。

　すでにスクリーンには現げん況きようが映され、〈獣べステイア〉の動きや、その結果を予測したシミュレーションが複数ルート提示されている。可能性の高いものほど色が濃こく、低いものほど薄うすくなっているのも、サーバー・クリュプタの予測プログラムによるものだった。

「──動勢の変化は、この二十分ほどのことです」

　そのスクリーンを見上げ、〈槍ランス〉の副長が説明を補足する。

「十四時間、〈槍ランス〉の各小隊と一進一退を繰くり返していた戦線ですが、ここにきて突とつ然ぜん〈獣べステイア〉の群れが東方へ大きく移動。……結果として、御みさ陵さぎ学院を現在の拠きよ点てんとしているようです」

「御陵学院……を？」

　イザヤが、息を止める。

　その学園で、つい昨日までイザヤも聖せい誕たん祭さいに加わっていたからだ。

　忘れてなど、いない。

　玻は璃りに演説させられたことも。

　サンタ服を着せられていたラーフラも。

　一いつ緒しよに段ボール箱を運んだり、会場を設営したりした生徒会の面々も。

　そして。

　綺き麗れいなお菓子の家ヘクセンハウスをつくりあげ、自分との仮装劇を楽しみにしていたノウェムの笑え顔がおも。

（……ほんの、一日前なのに）

　唇くちびるを、嚙かむ。

　誰だれもが、あんなに笑っていたのに。

　一年に一度の聖誕祭を最高に楽しもうと、楽しませようと、あんなに張り切っていたのに。

　かぶりを振ふって、意識を現実へと復帰させる。今は、一刻一秒が惜おしい。思い煩わずらっている暇ひまなど存在しなかった。

　訊きかねばならないことを、訊く。

「ほかの区の市民は？」

「むしろそちらは、どうしようもないぐらいいつも通りですよ」

　答えたカルロの表情に、打ち消せない皮肉っぽさがよぎる。

「〈獣べステイア〉の街への侵しん食しよくが増すほどに、喪そう神しん現象は勢いを増しますからね。たとえ〈獣べステイア〉を視し認にんしていなくても、一いつ般ぱんの人間はもはや変化に気づけません。そんな死地へ、黙だまって彼らをおびき寄せたのも私なわけですから、これは地じ獄ごくの釜かまに投げ込こまれても仕方のないことでしょう」

　帰ってこない息子のことを、母親は旅行中と思うのだろう。

　あるいは、そんな息子などいなかったのだと考え、部屋に残る息子の名な残ごりを無視して生活するのだろうか。

　そして、いつか訪れる破は滅めつさえ、彼らは気づくまい。

　これまでのことで分かりきっている結論に、もう一度イザヤは拳こぶしを握にぎりしめた。

　それから、もうひとつ尋たずねた。

「どう、攻せめる気だ？」

「凄すごいですね」

「何がだよ」

「その切り替かえが、です。長年戦ってきた古参兵ベテランでも、なかなかそうはいきませんよ。ここしばらくのあなたには驚おどろかされっぱなしですが、先に皆みなさんへの説明をさせてくれませんかね？」

　おどけて、眼帯神しん父ぷが言う。

　にこにこと隻せき眼がんが笑っているあたり、いつのまにかこの枢すう機き卿きよう代行も、自分のペースを取り戻もどしたらしかった。この半年、毎回のように立腹させられていたにまにま笑え顔がおも、今回ばかりは頼たのもしい。

「好きにしろ」

「ありがとうございます。我わが英えい雄ゆう」

　鼻を鳴らしたイザヤへ、カルロはくすりと笑って、大おお袈げ裟さに一礼した。

　そして、円えん卓たくの皆みなへと向き直った。

　その場に集まった、〈槍ランス〉や〈塔ルーク〉の人間たちを見やって、

「皆さんの憂うれいは分かります」

　と、口にしたのだ。




「〈反救世主〉でしょう」




　ざわ、と居並ぶものたちの気配が揺ゆれた。

　それが、禁忌タブーに属する事こと柄がらではないかと考えていたのだ。だから、その話題に触ふれない可能性も高く、仮に触れるとしても細心の注意を払はらってのことだろうと思っていた。なのに、カルロがあっさり初手から持ち出してきたことに、全員意表をつかれたのであった。

「──あの存在がいかなる意味をもっているのか、またあの姿がどんな理由によるものか、私もまだ推測すらできません」

　そして、だからこそ、誰だれもが自然とカルロの言葉に耳を傾かたむけた。

　単に戦せん闘とう前まえのブリーフィングというだけではなく、それぞれが個人としての好奇心を刺し激げきされた結果だった。

「しかし、事件の起きたタイミングやシスター・レアの分ぶん析せきからしても、あの存在が今回の大規模喪そう神しん現象を引き起こしていると見て間ま違ちがいないでしょう。それゆえ、あの相手を打破できれば、今回の状じよう況きようを解決できる可能性も浮うかび上がります」

　皆みなの視線に熱がこもるよう、カルロはゆっくりと誘ゆう導どうする。

（……うまくなってしまった、ものですね）

　少しだけ、胸の内で自じ嘲ちようする。

　聖せい戦せん以降、自分カルロがうまくなったのはこういうアジテーションばかりだ。他人を騙だましたり唆そそのかしたりする行こう為いばかり熟達するのは、やはり神しん父ぷ失格だろう。

　だけど、そういう自分になりたかったのも、本当なのだ。

　傲ごう慢まんであろうが、残ざん酷こくであろうが、カルロ・クレメンティはそういう『力』が欲ほしかった。

「これは、ある意味でチャンスです」

　自分の罪を嚙かみしめながら、続ける。

「我々の知る限り、眷けん族ぞく単位での行動を除いては、〈獣べステイア〉がこうした組織的な戦略をとったことはありません。……つまり、今回の〈獣べステイア〉の行動は、御みさ陵さぎ市しのみならず全世界にとって、彼らの核かくとなっている可能性があります」

　そこで、一いつ拍ぱくおいた。

　言葉の意味が、司令室の全員に浸しん透とうするのを待つ。

　最も効果的な言葉カードを切り出すのに、最も効果的なタイミングを待つ。ひとりずつの表情を──その裏に動く感情を見定めていく。

　彼らの理解と感情が、ちょうど目的のラインに達したと見た瞬しゆん間かん。

　カルロは、こう告げたのだ。




「場合によっては……〈獣べステイア〉との戦いを、終わらせられるかもしれません」




　どっ、と声にならない圧が、司令室を満たした。

　それは、この場に集まった人々の驚きよう愕がくであり、一瞬遅れて無理に押おし込こめた歓かん喜きであった。

　夢見てはいて、しかし信じてはいなかった戦いの終わり。

　それが、枢すう機き卿きよう代行の口から言葉にされたのだ。

　だからこそ、彼らは否定もできず、かといって鵜う吞のみにもできない矛む盾じゆんに追いやられた。これみよがしの希望にすぐさま飛びつかぬのは、精神を鉄と化した歴戦の戦士としての証明でもあった。

　ゆえに。

　彼らの視線は、枢すう機き卿きよう代行の隣となりへ動いた。

　この都市において、カルロともうひとり、絶対的な信しん頼らいをおかれる人物。

　彼らの知る英えい雄ゆう──イザヤへと。
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「…………」

　イザヤもまた、その視線を感じて、瞼まぶたを閉じる。

　カルロの扇動アジテーシヨンによって、彼らの瞳ひとみに希望の火が灯ともったのを、イザヤはその目で見ていた。

　自分の言葉が待たれていることを、視線のひとつひとつに感じる。ひとつずつで押し潰つぶれてしまいそうなほどの、その重みに耐たえてもいる。

　命の、重みであった。

　自分の発言に、ここにいる全員の命が──その後ろにいる御みさ陵さぎ市し市民も含ふくめた数十万の命がかかっているのだと、少年は悟さとったのである。

　いや。

　今までだって、そうだったはずだ。

　ここにきて、自分の立場が変わったわけではない。御陵市に来て以降、ずっと自分に期待されてきた役割は『英雄』だ。これまでにも、自分の迂う闊かつさゆえに散った命はあったはずで、今いま更さらになって怯おびえるなど、滑こつ稽けい以外の何物でもなかった。

　だけど。

　だからこそ。

「…………」

　ゆっくりと、深呼吸する。

　これは、玻は璃りに教わったことだった。

　あの年で、御陵市の経済面を担当することとなった少女が、その仮面を崩くずさぬため身につけた技術。自分はこの都市に来てから、どれほどの人にどれほどのことを学んだのだろうと、とりとめなく思う。

「何も、保証はできない」

　と、口にした。

「俺にも、あの〈反救世主〉が何なのか、分からない。〈獣べステイア〉に堕おちた壬み生ぶ蒼そう馬まのことも、イコンとか名乗った包帯まみれのこともさっぱりだ。……だいたい、チャンスだってのもどうだか。この眼帯神しん父ぷが適当なことを言うのは、今に始まったことじゃないだろ？」

　ちらりと隣となりを見ると、枢すう機き卿きよう代行は不満そうに唇くちびるを尖とがらせ、なんとも芝居がかった仕草で嫌いや々いやをした。

　ぷっ、とかすかな笑いが司令室にあがる。

　不ふ謹きん慎しんではあったが、思いがけない冗じよう談だんに、ツボをつかれたのだ。

「ま、それはおいといて」

　こほん、と咳せき払ばらいした。

　その手が震ふるえてしまうのを、聖職衣カソツクの袖そでで隠かくす。

　仮面を被かぶるのは、なんてたやすかったんだろうと思った。『九く瀬ぜ諫いざ也や』として話していたときはすらすら出ていた言葉が、今は岩でも吐はき出すようにもどかしい。

　自分の言葉で話すとは、なんて困難なことだろう。

「俺は、試してみたい」

　短く、イザヤは言った。

　十字を切り、自分の胸を叩たたいた。

「もしもここに玻は璃りがいたなら、あいつも言ったろう。──戦いたいと。俺だって同じだ。戦いもせずに死ぬのはまっぴらごめんだとも」

　息を吸う。

　長い台詞せりふがきつい。

　頭の中が熱くて、ぐるぐる渦うず巻まいてしまって、心が保もたない。

　だから、せめて一言ずつ、ありったけの思いを詰つめ込こもうとする。詰め込めるように、必死でもがく。

　次に、言うべきことは──

「……だけど、俺だけでは無理だ」

　言えた。

　その流れをたぐりよせ、ただ一いつ生しよう懸けん命めいつないでいく。

「カルロと一いつ緒しよでも、まだ無理だと思う。ラーフラやシスター・レアに助けてもらっても、多分まだ足りない」

　正直に、自分の言葉を連ねる。

　何のてらいも飾かざりもない、それはただの告白だ。

　軍勢レギオンと呼ぶべき〈獣べステイア〉の群れは、それだけで十分な脅きよう威いである。いかに断罪衣イスカリオテの模も倣ほう奇き蹟せきが強力だろうと、あれだけの〈獣べステイア〉と戦いながら、さらに壬み生ぶ蒼そう馬まを相手取ることは不可能だろう。

　まして、イコンに〈反救世主〉といった存在の戦力も未知数のまま。

　カルロのいうチャンスがまったくの噓うそではないにせよ、現在の状じよう況きようは限りなく絶望的といってよい。

「だから」

　と、部屋を見み渡わたした。

　ひとりずつの瞳ひとみを見やり、その瞳に向かって話す。

　ここにいない教団の戦士たちの、そのひとりずつに語りかけるつもりで言った。




「だから……俺を、助けてもらえないか」




　もう一度、司令室に波が生じた。

　当然だと思う。

　英えい雄ゆうだった『九く瀬ぜ諫いざ也や』が突とつ然ぜん砕くだけた口調になっただけでも、十分困こん惑わくする出来事だろう。

　まして、今のはただの弱音だ。

　誰だれかに助けてもらわなければ自分の大切な者も護まもれない、ちっぽけな人間の戯ざれ言ごとだ。

　だけど、そこからでなければ始められなかった。英雄になろうという意志を貫つらぬけないと思ったのだ。

　どうしても、イザヤ自身の言葉で伝えたかったのだ。

　ざわざわと、〈槍ランス〉、〈塔ルーク〉の班長と副長がそれぞれに会話する。

　会議としては失格といえるその混乱を、イザヤは止めようとしなかった。結果として、戦いを待たず教団の結束が破は綻たんするとしても、それは仕方ないことだと諦あきらめていた。

　少年のその覚かく悟ごが分かったからこそ、カルロも止めなかった。

　やがて、

「──ブラザー・イザヤ」

　と、〈槍ランス〉、〈塔ルーク〉の班長、副長たちが立ち上がったのだ。

「…………っ」

　強く、心臓が鼓こ動どうを打った。

　緊きん張ちようだと、その正体を悟さとるのに少しかかった。

　他人の気持ちを知るのは、こんなに緊張するものだったのか。まるで『九瀬諫也』らしくなくなった自分は、一気に失望されてしまったのではないだろうか。

　その鼓動が終わらぬうちに、彼らはこう言ったのだ。

「私の名前は、西にし島じま陽ようです」

「斑いか鳩るが孝たかし」

「鹿か沼ぬまといいます」

「さ、鷺さぎ谷たに陽よう子こです！　よろしくお願いします、イザヤさん！」

　老ろう若にやくも男女も問わず、それは続いた。

　名前を、誰だれかに預ける行こう為い。

　それは、自らの命を預けるという──ひどく原始的で、しかし確実に伝わるやり方であった。必ずしも聖せい霊れい教きようの教えに則のつとるものではなかったが、だからこそ少年の胸を強く打った。

「……ありがとう」

　と、イザヤは言った。

　この半日で二度目の、心地よい感謝であった。

「ありがとう。……本当に、ありがとう」

　頭を垂れ、ただ礼を述べる。

　なんて言葉が足りないのだろうと、思う。

　もっと真ま面じ目めに勉強していれば、こんなときに言えることも変わったろうか。

　いや、やはり変わるまい。

　感謝を伝える方法など、結局はひとつしかない。形はどうあれ、誠心誠意をもって礼を述べるという、そのひとつだけしかない。だから、涙なみだをこぼさぬよう奥おく歯ばを嚙かみ、長く頭を垂れていることで、イザヤは自分なりの感謝を表現した。

　そんな少年を、カルロも微び苦く笑しようして見つめた。

　少し羨うらやましそうで、それよりもずっと嬉うれしそうで、いろんな感情が複雑に絡からみ合った表情であった。

　数分だけ、間をおいて、

「では、ブリーフィングに戻もどりましょう」

　と、落ち着いた声で口にした。

　手元のパネルに触ふれると、背後のスクリーンに映った地図の同座標が、淡あわく発光する。

「玻は璃りさんに仕掛けていたギミックのおかげで、彼女の居場所──おそらくは、イコンや〈反救世主〉たちもいるだろう地点も割り出せています。御みさ陵さぎ学院からやや東の、廃はい棄きされた地下道の模様です。ゆえに、今回の戦術目標はこの地点を急きゆう襲しゆうし、標的のイコンおよび〈反救世主〉を打破することです。もちろん、可能ならば玻璃さんの救助も」

　その光が、すっと矢印に変化し、カルロの指示を具体化する。刻一刻と変わる〈獣べステイア〉の動きも組み込こみながら、彼の考える戦術が具体化されていくのだ。

　淡たん々たんと、標的の撃げき破はを第一目標、玻璃の救助を第二目標にしたことにも、誰も口を挟はさまない。

　現実と理想の違ちがいは、この場の者ならば誰もが知っている。

　その上で目標としている以上、理想としてすべて救うことも、諦あきらめてはいない。

　同様に、

（……ああ）

　カルロがあえて口にしなかったノウェムのことを、少年は受け入れる。

　それは、自分の役割だ。

　作戦にはなくても、ないからこそ、自分のやるべきことだ。

　明言しなかったことで、眼帯神しん父ぷは少年にそのことを伝えたのである。

　カルロの言葉が、続く。

「これらの直接戦せん闘とうは、断罪衣イスカリオテが不可欠と思われます。よって現状の最大戦力、ブラザー・イザヤ、ブラザー・ラーフラ、シスター・レア、そして私による四人一組フオー・マン・セルを用います。──〈槍ランス〉にはその間、学院の西方を押おさえ、陽動してもらうつもりです」

「イエス、ブラザー」

　大きくうなずき、こちらは〈槍ランス〉の隊員たちが胸を叩たたいた。

　わざわざブラザーと強調したのは、教団に色濃こく残る修しゆう道どう会かいからの気質を表現しようとしたらしかった。

　兄弟だと。

　生きるも死ぬも同じ。

　役職としての上下こそあれ、自分たちは対等の立場で、〈獣べステイア〉に抗あらがうのだと。

　だから、カルロとイザヤも微び笑しようした。

　戦う者は、自分たちだけではない。

　奇き蹟せきがなくとも、断罪衣イスカリオテがなくとも、諦あきらめない者はここにいる。ここに、いてくれる。

　そのことを、ふたりは改めて嚙かみしめる。

　そして、




「ブラザー・ラーフラとシスター・レアの回復を待ち、三時間後に作戦を決行します」




　凜りんとした声で、カルロ・クレメンティ枢すう機き卿きよう代行は宣言したのだった。
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　一体、どれほどの時間が経たったのか。

　その長短が、ノウェムにも杳ようとして知れなかった。

　十万分の一秒を計測しえる集積回路さえ、この場においては機能を停止していた。ひょっとすると、時間の流れそのものが意味を持たぬ場所なのかもしれなかった。

　多分、夢だ。

　夢を見ているのだろうと、そう思う。

　だが。

　ノウェムは……そこで見た。

（ぁ……あ……あ……）

　見えた。

　見えて、しまった。

　見せられて、しまった。




　──あまりにも巨きよ大だいなもの。

　──あまりにも膨ぼう大だいなもの。

　──あまりにも壮そう絶ぜつなもの。




　それは黒々とうねっているのだ。それは囂ごう々ごうとざわめいているのだ。それは嫋じよう々じようと泣き喚わめいているのだ。

　宇宙のようでもあり、星々の群れ集つどう星雲ネビユラにも似ていた。

　実体を持たない炎フレアのようでもあり、何百光年の彼方かなたにまで吹ふき抜ぬけていく太陽風のようでもあった。

　いいや。

　実際のところ、それは巨大とか膨大とか、そんな概がい念ねんで表していいものではなかった。

　そもそも、存在であるのかどうかすら分からない。言語の範はん疇ちゆうを超こえすぎていて、ほんの末まつ端たんの末端を認にん識しきしている今の状態でさえ、おかしくなってしまいそうだった。

　あえていうならば、現象か？

　それとも空間か？

　時間か？

　次元の概念さえ曖あい昧まいとなり、ただただ漆しつ黒こくに滲にじんで溶とけていく。これでは、ブラックホールの特異点にも等しい。極ごく微びの微小点でありながら無限の広さを誇ほこるという、矛む盾じゆんに満ちた概念をそれは獲かく得とくしていた。

　人間の認識など遙はるかに遠い、ただ黒々とした永えい劫ごうがそこにはわだかまっていたのである。

（これが……そう……なのですか……？）

　茫ぼう然ぜんと、ただ茫然と思う。

　……しかし。

（え？）

　突とつ然ぜん、俯ふ瞰かんする視界がさらに遠ざかった。

　あらゆる光と重力を押おし流す速度で遠ざかり、それを一望できるほどの距きよ離りに一いつ瞬しゆんでノウェムは移動させられていた。

　その結果、人形は信じられない光景を目もく撃げきした。

　巨大なそれのすぐそばに、さらに巨大な何かが横たわっていたのだ。

　大きく、もうひとつのそれが動いた。

　触しよく手しゆのごときその影かげは、実際は牙きばであったのやもしれない。

　がぶり、とそんな擬ぎ音おんをつけたくなるようなあっけなさで、最初のそれが吸い込こまれる。

　喰らわれる。

　すると、ただでさえ巨きよ大だいだったもうひとつのそれは、さらに膨ぼう張ちようし、空間を押おしひしいで拡大していくのだ。

　その存在は──存在たちは、喰くらいあうことで、さらに巨大になっていくのか。

　そして、ノウェムは知っていた。

　そんな本能を持つ存在を。

　人形が見るうちにも、新しいそれが次々と現れ、以前のそれを吞のみ込んでいく。そのたびに、さらにそれは膨ふくれ上がり、宇宙を埋うめ尽つくさんと増ぞう殖しよくする。

　まるで、癌がんだ。

　とどまらぬ、歪ゆがんだ連れん鎖さ反応。……見るだけで酩めい酊ていする意識。ぐらぐらと揺ゆさぶられる精神こころ。

　産めよ。

　増やせよ。

　地に満ちよ。

　祝福した者は誰だれか。常に超ちよう克こくされる永遠。互たがいの尾おを吞み込み続けるウロボロス。時間と空間が入れ替かわる。マトリョーシカは木組み細工。一、二、三、とんでマイナス七十八万。あすらおうの転輪。ガラスと水すい晶しようの錬れん金きん術じゆつを始めよう。黒化ニグレド、白化アルベド、赤化ルベド。昇しよう華かする賢けん者じやの石。無限の無限の無限の無限の、そのまた無限の果て。

　那な由ゆ他た、不可思議、無量大数の向こう側までも。




　──『僕は、あなたに、この場で産んでいただきたいのです。僕の主を。僕の王を』




（これが……）

　意識とも言えぬ切れ切れの明めい滅めつで、ノウェムは思った。

（これが……〈獣べステイア〉の……）

　その、刹せつ那なであった。

　見ている側が、反転する。

　ぎょろり、と眼球が現れたのだ。次の刹那、無数に増えた眼球は、すべてこちらを見つめていた。

（────！）

　同時に、ノウェムも気づいた。

　見られているのは、自分ではない。物もの欲ほしげな眼球たちに映り込んでいるものは、自分の背後にあるものだった。

　星だ。

　すなわち、幾いく十億の生命を宿した、その蒼あおい惑星ほしを──！
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　礼拝堂の外で、壬み生ぶ蒼そう馬まは瞼まぶたを閉じた。




　入り口に背をもたせかけ、片手にはあの漆しつ黒こくの槍やりを握にぎったままだ。

　内側で何が起こっているのか、おおよそは理解していた。

　聖せい戦せんの、繰くり返し。

　かつて『九く瀬ぜ諫いざ也や』が陥おとしいれられた罠わな。〈獣べステイア〉と人類との戦いに終しゆう止し符ふを穿うがたんとした、現象の再現。

　あるいは、もっとずっと昔にも起きた──

「間に合うか？」

　小さく、呟つぶやいた。

　何の感情の色も窺うかがえない、透とう徹てつした声こわ音ねであった。

　その槍でこつんと床ゆかを叩たたき、最後に矛ほこを交えた少年の顔を思い出す。ほんの数ヶ月前にも、同じように戦った相手。ほんの数ヶ月前と、まるで違ちがう顔をしていた相手。

　壬生蒼馬の在り方を〈怠たい惰だ〉だと判じた、その少年を思う。

「お前なら……どんな答えを出すんだろうな？」

　返る言葉もなく、その声だけが地面を這はっていったのであった。
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　そのビルの屋上から、第四区を一望することができた。




　御みさ陵さぎ市し・第一区の境界近くに建てられた、地上五十階にも至る超ちよう高こう層そうビルである。

「…………」

　その屋上の、柵さくの向こう側に、イザヤはぽつねんと座すわっていた。

　いまだ吹雪ふぶきは降り止やまず、ごおごおと少年の顔に雪せつ片ぺんを吹ふきつけている。真っ白に染まった御陵市の景色の中で、第四区だけが異常であった。

　廃はい墟きよ。

　それ以上に、ふさわしい言葉はあるまい。

　もともと学園区として、多くの校舎やそれに付属する体育館、美術館などの各種施し設せつを集めた区なのだが──今、イザヤの目に映るのは無む惨ざんに破は壊かいされ、内側の鉄筋や剝むき出しのコンクリートをさらした建物ばかりであった。

　あるいは機き関かん砲ほうやロケットランチャー、あるいは抗あらがった〈獣ベステイア〉の爪そう牙が、はたまた模も倣ほう奇き蹟せきによって自分自身のなした戦せん闘とうの跡あとだ。

　いつもなら一いつ般ぱん市民の目に触ふれぬよう、偽ぎ装そうホログラムを施ほどこすところなのだが、現在はそれも解除されている。なのに市民に動どう揺ようもないのは、喪そう神しん現象の浸しん透とうが引き返しようのないレベルに達しているからだ。

　彼らは、もはや〈獣ベステイア〉による異変を確かく認にんできない。

　荒こう廃はいした御陵市も認識できない。

　滅ほろびは、目の前まで迫せまっている。

　そのことを改めて思い知らされ、しかし少年の瞳ひとみにはさしたる焦あせりは見いだせなかった。

「──〈槍ランス〉の配備が、終しゆう了りようしたそうです」

　堅かた苦くるしい口調に、くるりと振ふり返る。

　そこに、褐かつ色しよくの肌はだの少年修しゆう道どう士しが佇たたずんでいた。イザヤと同じアレンジの聖職衣カソツクを身に纏まとい、耳には黒玉のイヤリングを下げて、ひどく静かな面おも持もちでこちらを見つめていた。

　無論、ラーフラだ。

　あの会議から一時間強ほどで回復し、自ら陣じん頭とうにたって、〈槍ランス〉の配備を指揮していたのである。〈獣ベステイア〉との戦せん闘とう経験の豊富なラーフラが、そうした支援バツクアツプを行うのは自然な流れでもあった。

「お疲れさん」

「あまり、ショックを受けてないみたいですね」

　ひらひらと手を振ふったイザヤに、ラーフラがそんなことを訊きいた。

「ショック？」

「シスター・レアの、言葉です」

「ああ……あれか」

　苦く笑しようして、イザヤが首の裏を搔かく。

「あのシスターにも言ったけど、別にショックじゃないわけじゃねえっての。でも、泣こうが喚わめこうが、なんか事態が好転するわけじゃねえだろ」

　肩かたをすくめて、屋上からの風景へ、視線を戻もどす。

　御みさ陵さぎ市しの風景を見下ろしたその表情は、なぜか愛いとおしいものを見つめるようであった。

「……でも、まあ」

　と呟つぶやく。

「ここでの半年は、大切な時間だったんだなって、そうも思った」

「大切な時間？」

「いきなり双ふた子ごの兄のニセモノやれとか言われて、にわか神しん父ぷとしてここに突つっ込こまれてさ。あげく、あんな〈獣ベステイア〉に追いかけ回されるわ、断罪衣イスカリオテとかいうおかしな服まで着せられるわ。自分はどれだけ運が悪いんだろうって思ってた」

　ゆっくりと、口にする。

　すでにシスター・レアの奇き蹟せきによって見み抜ぬかれてもいるのだろうが、少年は自分の素す性じようを端たん的てきに告白していた。

「だけど、あの話を聞いて、少し違ちがうように思えた」

「それが、大切な時間ですか。まったくそうは思えないですが」

　憮ぶ然ぜんとしたラーフラの言葉に、イザヤはまた苦笑する。

「俺はそう思ったってだけだよ。案外楽しかった。あの眼帯神父とこづきあうのも、ノウェムに懐なつかれるのも、玻は璃りや生徒会の連中と学校通ってるのもな。……あ、カルロのヤツには黙だまっておけよ。すぐ調子に乗るから」

「…………」

　ラーフラは、沈ちん黙もくする。

　びゅうびゅうと、風の音だけがうるさかった。

「そういや、いつのまにか、あの口くち癖ぐせを言わなくなってるな？」

　イザヤが言うと、少年修しゆう道どう士しはぴくんと片かた眉まゆをあげた。

「は？　口癖？」

「あの、申し訳ありませんが、ってやつ」

「っ──！」

　一いつ瞬しゆん言葉を止めて、ラーフラが唇くちびるをへの字にする。

「か、関係ありません」

「そっか」

　あっさり納なつ得とくして、こう付け加える。

「お前にも、感謝してる」

　ぽかんと、ラーフラが口を開いた。

　今日は御みさ陵さぎ市し赴ふ任にん以来、この少年修しゆう道どう士しの表情が、最も豊かな一日だったかもしれない。しばらくの間、何を言われたのか分からないといった表情で瞬まばたきしていたが、やがて大おお袈げ裟さに視線をそむけ、鼻を鳴らした。

「──〈獣ベステイア〉との戦いが終わってから、もう一度言ってもらいましょう」

「ああ、そうさせてくれ」

　振ふり返らずに、イザヤが返事する。

　一いつ拍ぱくおいて、もうひとつ、ラーフラは添そえた。

「もともと、シスター・レアにはあまり言わないのですよ」

「あん？」

「申し訳ありませんというのは、仲間以外に使う言葉です。異端審問官の職務上、いらない波は紋もんを広げるのは得策でありませんから」

「……そっか」

　その意味を悟さとって、イザヤは淡あわく微び笑しようした。




　そして、屋上の扉とびらが開いた。
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「──そちらも、一通り終わったようですわね？」

　その言葉に、カルロは視線を横へ滑すべらせた。

　エレベーターホールの入り口に、シスター・レアが立っていた。

　伝統的な頭布ウインプルから栗くり色いろの髪かみがこぼれ、やや血色の悪い顔色を隠かくしている。ラーフラより少し遅おくれて回復したようだが、こちらは時間ぎりぎりまで身体からだを休めていたものだった。

「まあ、なんとか騙だまし騙しやってます。〈獣ベステイア〉に潰つぶされたセンサー類も、相そう互ご補助を含ふくめて八割方は回復した模様です」

　カルロの言葉に、尼に僧そうは応こたえない。

　代わりに、こう訊きいた。

「あのことを、どう思ってるの？」

「あなたに、視みられたことですか」

「他ほかにないでしょう？　いかが？」

「どうもこうも」

　肩かたをすくめて、カルロは唇くちびるの端はしを歪ゆがめる。

「自分のやってることが、思った以上にひどかった……ということに尽つきますかね」

「それだけ？」

　尼に僧そうがもう一度問う。

　すると、神しん父ぷは少しの間黙だまって、それからかぶりを振ふった。

「謝って謝りきれるものではないでしょう」

「……そうかもしれないわね？」

　小さく、尼僧が息をつく。

「あの少年にも、『九く瀬ぜ諫いざ也や』にも、私たちはあまりにひどいことを繰くり返してきたわ？　私たちも知らないうちに、ね？　神が許してくださっても、きっと私たち自身はそのことをずっと許せないでしょう」

　細く、長く、その吐と息いきは絹糸のように続いた。

　やがて、エレベーターが止まった。

　最上階から屋上へは、階段を使うしかない。

　通路に出てから、一段一段を踏ふみしめるようにして、ふたりは屋上へ上っていった。ほんの十数秒の距きよ離りに、何年もの重みをふたりの足は感じていた。

　屋上の扉とびらの前で、尼僧が訊きいた。

「カルロ」

「何でしょう」

　カルロが、瞬まばたきする。

　この尼僧にその名前で呼びかけられるのは、聖せい戦せん以来のことだった。まるでびっくり箱でも開けたみたいな顔の神父へ、レアは静かに問うた。

「あなたの身体からだは、保もつの？」

「ああ。……この一戦のためだけに、ずっと保たせてきたんですよ」

　微び笑しようして、カルロは答えた。

　二年前の聖戦時点で、すでに奇き蹟せきに侵しん食しよくされていた身体である。それをいままで保たせるのに、どれだけの努力が払はらわれていたものか。

　いまの神父の顔には、ここまで保ってくれたという喜びだけが湛たたえられていた。

「そう」

　レアの、長い睫まつ毛げが揺ゆれる。

「じゃあ、私と同じね？」

「はい」
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　カルロがうなずく。

　ふたりの手がそっとノブへ添そえられた。

　扉とびらを、開く。




「──お待たせしました」




　カルロが、芝しば居いがかった仕草で一礼する。

　第一区を見下ろす柵さくのあたりに、イザヤとラーフラが並んでいた。

（……ああ）

　一いつ瞬しゆんだけ、神しん父ぷは隻せき眼がんを細めた。

　こちら側と、向こう側。

　前の聖せい戦せんに参加したものと、していないもの。旧世代と新世代。

　かつては、自分が向こう側にいたのだろう。実戦に運用された断罪衣イスカリオテの使い手としては、自分たちが第一世代だが、それでも戦い方を教えてくれた先輩はいた。今いま頃ごろになって、彼らがどういう風に自分たちを見ていたか、痛いほど分かる。

　こうやって、引き継つがれていくのだろう。

　こうやって、引き継いでいってくれるのだろう。

「準備はできたのか」

　イザヤが、言った。

「予定通り、後二十五秒です」

　時計も見ずに、カルロは答える。

　特に打ち合わせもなく、四人は柵さくのすぐそばへ並んだ。左からイザヤ、ラーフラ、カルロ、レアの順。それぞれに崩ほう壊かいした第四区を見み据すえ──認にん識しきし、自分たちがどう戦うべきかを思考シミユレーシヨンする。

「行くぞ」

　イザヤの、声。

　カルロの言葉から、二十四秒。

　すう、と四人の身体からだが柵を乗り越こえる。

　四人の断罪衣イスカリオテ使いが──真っ逆様に、高層ビルから墜つい落らくした。





２






　四人の墜落とともに、第一区には異変が生じた。




　近くのビルの最上階で──プラネタリウムに偽ぎ装そうされていたドームが、割れたのだ。

　偽装。

　まさに、偽装であった。

　平和な印象の強いプラネタリウムからぱっくりと現れたのは、まるで相反した獰どう猛もうな鋼鉄くろがねの砲ほう門もんだったのだ。その背後から伸のびた極ごく太ぶとのケーブルと増ぞう幅ふく器きに、ある種の軍事技術に詳しいものなら目を剝むくに違ちがいない。

　大口径電磁誘導砲レールガン。

　極大電流の相そう互ご作用によって、弾だん体たいを射出する新型兵器。

　いまだ実験的にいくつか配備されているだけの品を、教団と朱と鷺き頭とうグループはすでに完成させていたのだ。

　吹雪ふぶきを引き裂さく稲いな妻ずまの剣けんと化して、超ちよう電でん磁じの砲弾が第四区の西方を穿うがった。
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　轟ごう音おんと爆ばく風ふうが、すべてをひしいだ。

〈獣ベステイア〉も建物も道路もかまわず、圧あつ倒とう的てきなベクトルが貫かん通つうする。純じゆん粋すいな威い力りよくだけで言えば、イザヤの聖せいゲオルギウスの槍やりさえ凌りよう駕がする凄すさまじさであった。

　その威い力りよくが激しすぎるゆえ、こんなときでしか使えなかった御みさ陵さぎ市しの切り札。

　爆ばく風ふうに紛まぎれて、イザヤたち四人の身体からだはそれぞれに跳とんだ。

　ほぼ、同時。

〈槍ランス〉たちも、突とつ撃げきする。

　何台もの装そう甲こう車しやが御みさ陵さぎ市しの地下通路を突破し、第四区の中央へ出現した。

　ほぼ同時に、百二十ミリ滑かつ空くう砲ほうや百五十五ミリ榴りゆう弾だん、対戦車ミサイルをはじめとした最大威力の現代兵器が炸さく裂れつする。下位の〈獣ベステイア〉ならば十分滅ほろぼすに足る、激げき烈れつな弾幕を支えに、多くの戦士たちがいざ戦場へと足を踏ふみ入れる。

「討うつぞ！」

「取り返せ！」

「我らに未来を！」

　轟ごう音おんに、猛たけ々だけしい鬨ときの声が混じった。

　前線に出る〈槍ランス〉だけではなく、その熱は後衛の〈塔ルーク〉たちへも伝でん播ぱしていた。




　御陵市に蓄たくわえられた教団の全戦力が、たったひとつのこの盤ばん面めんへ叩たたきつけられる──！
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　轟音は、第四区の地下さえも、揺ゆるがした。

　ぱらぱらと落ちる土の破は片へんに、人ひと影かげが天てん井じようを見上げる。

　包帯まみれの人影だった。

「……ああ、もう来たらしい」

　見上げたまま、イコンは呟つぶやく。

「思ったより早かったかな。それとも遅おそかったかな。どちらにしても、こちらにも向こうにも大した時間は残ってなかったろうけれど」

　なんとなく、声は寂さびしげだった。

　長かった楽しい舞ぶ台たい劇げきが、ついに終わってしまうかのように。

　包帯まみれの足元には、光の一片も許さぬ暗黒洋やみわだが広がっている。つい数時間前まで、同じ範はん囲いに複雑な魔ま法ほう円えんが描えがかれていたことは、誰だれも知るまい。

「……こっちももう少し、かな」

　と、イコンはその暗黒洋やみわだを検分する。

　それから、視線を入り口のあたりに戻もどした。

「おお、ようやくかい」

　と、その闇やみを踏ふんで、もうひとりの人ひと影かげが現れたのだ。

「んで、分かってると思うんだが、ようやっと向こうさんも動いたようだぜ。俺はいつごろ出ればいい？」

「まあ、ここまで段階が進めば滅めつ多たなことじゃ踏み込こまれないし、向こうが来るまでじっとしてていいよ……って言っても、〈怠たい惰だ〉な君はそれも御ご免めんかな？」

「おお、待っているのなんて面めん倒どうくさい」

　にんまりと、蒼そう馬まは唇くちびるを歪ゆがめた。

　その表情を確かく認にんして、イコンは静かにうなずいた。

「じゃあ好きにしてくれていい。ついでに、ここまで付き合ってくれたお礼として、ひとついいことを教えよう」

「へえ？　何だよ」

　顎あごをしゃくった蒼馬に一いつ拍ぱくおいて、包帯まみれの少年はこう答えたのだ。

「この街の──君がさっき戦っていた、あの『九く瀬ぜ諫いざ也や』の正体さ」
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「──我は模も倣ほうする」






　イザヤの囁ささやきに、断罪衣イスカリオテが応じた。

　オルゴールにも似た美び麗れいな音を立て、純白の翼よく甲こうがめくれあがる。強きよう[image: ]じんでしなやかな装甲が、少年の細身を覆おおい、世界にたったひとつの鎧よろいを形成していく。





「限定量子干かん渉しよう場ば、固定。仮想数学領域より聖せい遺い物ぶつおよび規定状じよう況きようのパラメータ注入。本座標において仮想現実・聖せいゲオルギウスの第二種奇き蹟せきを応用起動。──すなわち三十八万七千三百五十三回の試行を開始します」






　何度となく聞いた、機械福ふく音いん。

　仮想現実をつくりだし、何万・何十万という試行シミユレーシヨンの中から、最も再現精度の高い奇蹟を汲くみ出すシステム。それに応じて断罪衣イスカリオテも展開し、現代科学ではありえない性能を発揮する。

　しかし、





「──試行に失敗。パラメータ注入後、仮想現実の試行回数に問題発生。資格者の仮想現実保持に不足と判断。干渉領域と干渉度をそれぞれ五十八％に定義します。──再定義、再試行成功。すなわち十三万三百五回の試行を開始します」






　その試行回数が、飛ひ躍やく的てきに上じよう昇しようしていた。

（……はは）

　イザヤが、かすかに笑う。

　身内に感じられる『力』も、各種センサーから環かん境きようを読みとる認にん識しき能力も、以前とは比べものにならないほど増ぞう幅ふくしている。

　おそらく、真実を知ったためだろうと思った。

　自分と『九く瀬ぜ諫いざ也や』を遠ざけていた因子が減少し、結果として自分はよりかつての英えい雄ゆうに近しくなったのだろう。

　それを、喜ぶべきか否いなか。

　少年の『成長』を祝福するかのように、断罪衣イスカリオテもまたその輝かがやきを増す。この御みさ陵さぎ市しに住む人間の想おもいを──無意識の信しん仰こうを吸い上げて、現実を『奇き蹟せき』の形に加工する。





「我は模も倣ほうする。──聖せいゲオルギウスの槍そう剣けんを！」






　滅ほろびの槍やりではなく、槍剣の二刀流をイザヤは選せん択たくした。

　自分の精神力と、聖せい霊れい機関の消しよう耗もうを避さけたためだ。

　そして、手て応ごたえが欲ほしかったからだ。

　遠く、声が聞こえた。

「──────────！」

　爆ばく風ふうで弾はじけとぶ瓦が礫れきと粉ふん塵じんの向こうに、〈獣ベステイア〉たちの姿が見えたのだ。

　巨きよ大だいな蟻ありに異形の眼球を貼はり付けたごとき、甲こう殻かくの〈獣ベステイア〉たち。

　もとは、ヒトであったモノたち。

　ひょっとすると、学生としてイザヤと笑いあったかもしれないモノたち。

「…………」

　少年は、躊躇ためらわなかった。

　駆かけ抜ぬけざまに、右手の神しん槍そうを振ふる。

　大量の体液を迸ほとばしらせながら、どおと〈獣ベステイア〉が倒たおれ伏ふすのを、イザヤは視覚ではなく認識した。〈獣ベステイア〉の定めとして、倒れた端はしから塵ちりとなって消しよう滅めつしていくのも、はっきりと知覚した。

　また、一体切り裂さいた。

　左手の、光こう剣けん。

　振るう。

　切る。斬きる。裂く。突つく。千ち切ぎる。

　半ばは自らの身体からだに任せ、半ばは断罪衣イスカリオテの予測する戦せん闘とうの流れへと乗って、イザヤはこの場で修しゆ羅らとなる。

　ひとりずつ切り裂さいていく〈獣ベステイア〉の──人であったモノの命を、嚙かみしめる。

（俺が……殺した相手だ）

　そう、思う。

　自分が殺しているのだと。

　そして、背後の戦士たちの命を、自分が預かっているのだと。

　この手で殺す命と、この背中に預かった命。どれひとつだって、自分なんかの手に負えるものではない。それでも無理矢理に、歯を食いしばる。

　昔、壬み生ぶ蒼そう馬まは言った。

　英えい雄ゆうは人ではないと。

　人外のものだと。

　それは多分、こういう意味だろう。人間の精神こころでは受け入れられないはずのものを受け入れて、擦すり切れていった成れの果てこそが英雄なのだ。

　だけど、少年はそれに抵てい抗こうする。

　擦り切れていく自分に、それでもしがみつく。

　鑢やすりにかけられているような精神こころを、それでも絶対に手放さない。自らのなす殺さつ戮りくを見定めながら、イザヤはただひたすらに耐たえ続ける。

（……ああ、そうだ）

　英雄なんてのは、言葉だ。

　それも、逃にげ込こむための言葉だ。

　英雄なのだから仕方がない。百万人殺すような人間は、もう人間じゃないんだから崇あがめ奉たてまつるしかない。そんな……優やさしくて、卑ひ怯きような言葉。

　だから、イザヤ自分は人でありつづけたい。

　たとえ、自分が──

（たとえ、俺が──）




　自分が、『九瀬諫也』でも『九瀬勇哉』でもないのだとしても──！
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「──我は模も倣ほうする」






　カルロも、走っている。

　その腕うでに、一ひと際きわ巨きよ大だいな手甲ガントレツトが展開し、重厚な装そう甲こうとケーブルとが接続されている。それでいて鈍どん重じゆうなイメージは欠片かけらもなく、疾しつ駆くする姿は人型の戦車さえ想起させた。





「──我は模も倣ほうする。聖せいクリストフォルスの剛ごう力りきを！」






　立ち止まる一いつ瞬しゆんも惜おしいというように、その拳こぶしが横よこ殴なぐりに振ふるわれるたび、〈獣ベステイア〉の群れが無む惨ざんに破は壊かいされる。

（…………）

　その拳の感かん触しよくに、カルロは思う。

　申し訳ない、と。

　すまない、と。

　この〈獣ベステイア〉の一頭ずつが、本来自分が守るべき市民のはずだった。

　この特別指定教区ならより住みやすいのだと、騙だまして連れてきた相手のはずだった。

　今、その相手を自分は滅ほろぼしている。

（……だから）

　──だから、謝らない。

　咄とつ嗟さには思ってしまう。

　反射的には考えてしまう。

　だけど、絶対に口には出さぬ。

　自分がしたことのひとつひとつが、自分のせいで死んだ人間のひとりずつが、今こうして滅ほろぼしている人の命のすべてが無む駄だになってしまうから、謝罪を口にしない。

　膝ひざをついてしまえるなら、謝罪を乞こうことができたなら、どれだけ楽だろうと思いつつ、そのすべての感情を封ふう殺さつする。

「おおおおおっ！」

　叫さけび、〈獣ベステイア〉を叩たたき潰つぶす。

　ちら、とイザヤを見た。

　四人一組フオー・マン・セルの内、前衛をつとめるのはイザヤとカルロだ。

　ラーフラは中衛で援えん護ご射しや撃げきを、シスター・レアは後衛で戦場把は握あくを行っている。レアの観測した結果はリアルタイムで四人の断罪衣イスカリオテに同期され、彼らを密接につないでいるのだ。

　だから、少年の気持ちも伝わるような気がした。

　一体ずつ、きちんと見定めて殺さつ戮りくしているような不自然な姿に、少年の思いを見ているような気がした。

　そして、彼が先行している理由も、嫌いやというほど伝わった。

（……こんなときまで）

　と、思った。

　イザヤが突とつ貫かんしているのは……自分カルロの消しよう耗もうを避さけるためだ。

　すでに奇き蹟せきに侵しん食しよくされている身だ。また、自分が欠ければ戦力が大きく低下するのも真実だった。イザヤの判断は正しい。ただ、こんなときまで、あの少年に甘あまえなければならない自分が情けないだけだ。

「…………っ」

　拳こぶしを、握にぎり込こむ。

　そんなくだらないプライドを、捨てる。

　最後の一いつ瞬しゆん、自分が必要となる一瞬を見み据すえ、カルロ・クレメンティは少年に甘えることを選せん択たくする。
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「──私は模も倣ほうします」






　ラーフラとシスター・レアは、イザヤたちを援えん護ごする立場であった。

　後方支援。

　それはつまり前線より引いた立場で、より多くが見える、ということだ。





「私は模倣します。聖せいルチアの失われた瞳ひとみを」






　無論、レアの模倣奇蹟によって取得された戦場のデータは、すぐさま四人の断罪衣イスカリオテで同期される。その精度や伝達速度に、一切の遅ち滞たいはない。

　しかし、そのデータを最も実感するのは、やはり彼らなのだ。





「我は模倣する。──ダビデの投とう石せき器きを！」






　機き関かん砲ほうと融ゆう合ごうしたラーフラの右みぎ腕うでが、重い砲声を轟とどろかせる。

　右方から集まった〈獣ベステイア〉の群れが、たちまち弾はじけ跳とぶ。タングステン鋼こうの砲ほう弾だんは堅けん固こな甲こう殻かくをものともせず、模倣奇蹟の聖性が『再構築』を許さない。

　だが、その数は減らなかった。

　最初の大口径電磁誘導砲レールガンと、続く〈槍ランス〉の猛もう攻こうによって、多くの〈獣ベステイア〉の注意は西方に逸それているが、それでも相手の数は圧あつ倒とう的てきだったのだ。

　たとえ東方の〈獣ベステイア〉を一割に抑おさえたとしても、元の数が数千を超こえていれば、数百の〈獣ベステイア〉を相手取ることとなる。

　第四区に居住していた人間は、優に数万にのぼるはずだった。

　そのすべてが〈獣ベステイア〉になったわけではないにせよ、最悪の想定は最悪の想定として必要だろう。

「…………」

　ラーフラは、イザヤやカルロとは違ちがう。

　彼らに、申し訳ないとは思わない。

　どうせ〈獣ベステイア〉になった者は元に戻もどれやしない。なればこそ、自分の行こう為いはむしろ救済だと考える。そうした思考を傲ごう慢まんだとは思いつつ、それでもよかろうと考えている。

　そうした自分も、きっと必要なはずだ、と。

　押おし寄せる〈獣ベステイア〉を前に、機き関かん砲ほうの弾だん丸がんが切れた。

『──ラーフラ様！』

〈塔ルーク〉の通信とともに、大地から新たな滑かつ空くう砲ほうがジャッキアップする。

　ただちに融ゆう合ごう解除。

　新たに融合した百二十ミリの砲門は、ここぞとばかりに吼ほえ猛たけった。





「我は模も倣ほうする。──ダビデの投とう石せき器きを！」






　戦車の主砲さえ凌りよう駕がする大だい威い力りよくは、轟ごう音おんだけで大気を破は壊かいせしめる。〈獣ベステイア〉の群れも御みさ陵さぎ学院の壁かべももろともに砕くだき、凶きよう猛もうなる砲弾は大地を抉えぐった。

　少年修しゆう道どう士しに提供される武装も、今回ばかりはあらゆる火力制限から解き放たれていた。もはや隠いん蔽ぺい工作の必要がないという悲しい理由でもあったが、ダンテの断罪衣イスカリオテは今こそのその真価を発揮していたのである。

　ラーフラにとっては、喜びだった。

　誰だれよりも〈獣ベステイア〉を憎にくむ少年修道士にとって、これは待ちかねた時間ともいえた。

（だけど……）

　その威力を右手に感じながら、ラーフラは見る。

（だけど、キミは……）

　吹雪ふぶきを突つっ切り、駆かけ抜ぬけていく少年の背中に、ほんのかすか表情を歪ゆがめた。

　つい数時間前に、彼も知らされた少年の正体を、思う。

　自分が憎しみで戦うのなら、彼は何で戦うのだろう、と──

「──ラーフラ？」

　声が、かかった。

　度たび重かさなる砲声や爆ばく音おんにも打ち消されぬ、断罪衣イスカリオテを通した声。

　自らの師の声こわ音ねに、少年は注意のわずかだけを向ける。

「……厄やつ介かいな相手が、出てきましたわ？」





３






　文字通りの、戦場であった。

　激しい爆ばく音おんが校庭を蹂じゆう躙りんし、雪も土も樹木もコンクリートの瓦が礫れきも、何もかもをごたまぜに撒まき散らす。

　一秒ごとに崩ほう壊かいしていく景色。

　大地を抉えぐる、砲ほう弾だんのクレーター。

　たった一日前まで賑にぎやかだった聖せい誕たん祭さいが、無む惨ざんに踏ふみにじられていく。

　まるで地じ獄ごくだ。単に、この場所が悲惨というのではなく、人々の──学生たちの想おもいが崩壊していくからこその地獄。

「……ああ、やっとか」

　そこに響ひびく、重い声。

　男の漆しつ黒こくの鎧よろいは、その地獄を礼らい賛さんするかのようだった。

　轟とどろく砲声や悲鳴を華か麗れいなオーケストラと聞き、火薬の臭においと鉄てつ錆さびた血ち臭しゆうを甘あまい葡ぶ萄どう酒しゆの香かおりと嗅かぐかのごとく、瞼まぶたを閉じて雪雲を見上げている。

　壬み生ぶ蒼そう馬ま。

　たったひとりの、大罪衣アンチ・イスカリオテ使い。

「さて」

　気け怠だるそうな呟つぶやきとともに、その視線が横に流れた。





「我は模も倣ほうする。──ダビデの投とう石せき器きを！」






　咆ほう哮こうをあげる、ラーフラの滑かつ空くう弾だん。

　黒こく槍そう、一いつ閃せん。

　ふたつに裂さかれた砲弾が、何かの戯ぎ画がのようにまっぷたつのまま雪を蹴け散ちらし、蒼馬の背後の壁かべを砕くだいた。

　ひらひらと、蒼馬はわざとらしく手を振ふる。

「これぐらいでかいと、手て応ごたえも重くて良いな」

　ゆっくりと歩いてくる。

　陰府よみから這はい出たごとき〈獣ベステイア〉の軍勢さえも、その歩みに応じてふたつに割れた。まるで聖せい典てんにもある、海を割った聖者モーゼの一節のようだった。

「よお、一日ぶり」

　平日の学校みたいな気楽さで、蒼そう馬まが手をあげた。

　実際、ここは平日の学校だったなと、馬ば鹿かなことをイザヤも思った。

「ああ、一日ぶりだ」

「逃にげ出さず、ここに来てくれたことに感謝するぜ。正直、半々ってところだと思ってた。……んじゃ、ゆっくり相手してくれよ」

　蒼馬が、槍やりを構える。

　まだ瘴しよう気きは発さず、反はん奇き蹟せきも起動せず、しかしそれだけで恐おそるべき殺気が居並ぶ者の芯しんを抉えぐった。

　壬み生ぶ蒼馬という一個の人間が修めた、武術のなせる業わざであった。

「…………」

　イザヤも、身構える。

〈獣ベステイア〉たちも、遠巻きに離はなれた。この間合いに飛び込こめば、敵も味方もなく殺さつ戮りくされると、本能が判断したものか。

（まずは……こいつとやるしかないか）

　そう、考えたときだった。

『──いいえ、あなたが相手すべきではありませんわ？』

　秘ひ匿とく通信で、少年の耳を尼に僧そうの声が叩たたいたのだ。

『だけど……っ』

　同じ回線で、口中のみの言葉を返したイザヤに、レアはこう返した。

『出てくるタイミングからして、時間稼かせぎの可能性が高いと思われますもの？　正面からやりあうのが得策とは言えません』

『……じゃあ、どうやれば』

『もうひとつ、反応が見つかりましたのよ？』

　続く言葉を聞いて、イザヤが半はん瞬しゆん目を見開いた。

『──確かなのか？』

『私の目は信じていただけるでしょう？』

『ああ』

『なら、タイミングを合わせてくださいませ？』

『…………』

　イザヤの目が、すうと細まった。

　それに気づいてか、蒼馬の片かた眉まゆがあがった。

「へえ、なんか悪わる巧だくみか？　あんまり面めん倒どうなことはやめてほしいんだがね。やっとフィナーレまで来たんだし、こっちはこっちで自分の目的を終えてしまいたい」

「……お前の目的ってのは、何だ？」

　すると、蒼そう馬まは困ったように顔をしかめたのだ。

「俺を〈怠たい惰だ〉と言ったのはお前だろう？」

「だから、何だよ」

「だから、面めん倒どうくさいことは何もしたくないのさ。自分の目的に一番近い道を選んだらこうなったっていう、ただそれだけのことだ」

「一番近い？」

「お前と、やり合いに来ただけだよ」

　そんなことを、無む邪じや気きな口調で告げたのだ。

　その一いつ瞬しゆんだけ、男の表情はひどく清すが々すがしかった。ひょっとすると、〈獣ベステイア〉に堕おちる前は──いいや、それよりずっと以前、聖せい戦せんで断罪衣イスカリオテを纏まとうより以前の彼は、こんな顔をしていたのかもしれない。

　イザヤも、少しだけ哀かなしくなった。

　ずっとそうだったら、もっと別の形で会えたかもしれないのに。

　少年が、静かに口ずさむ。





「我は模も倣ほうする」






　聖せい霊れい機関の機械福ふく音いんがそれに同調する。

　にんまりと、蒼馬が唇くちびるを歪ゆがめた。やっとその気になってくれたかと、そういわんばかりに、漆しつ黒こくの槍やりを持ち上げる。

　しかし、その瞳ひとみはすぐに困こん惑わくで見開かれた。





「我は模倣する。聖せいゲオルギウスの槍を！」






　光の槍が狙ねらったのは、蒼馬ではなかった。

　ふたりの中間地点からやや南にそれた──庭園の大地だったのだ。

　幾いく千せんの薔ば薇らを蹴け散ちらし、煉れん瓦がも地じ盤ばんももろとも撃うち抜ぬき、庭園に穿うがたれた巨きよ大だいな穴へ、イザヤが身を躍おどらせる。

「てめえ！」

　少年の意図を悟さとって、蒼馬も槍を振ふりかぶった。

「させる、か──！」

　瘴しよう気きを実体化させ、百倍も長く伸のびた槍が少年の背を追わんとする。

『──今です！』

　しかし、同時に横から割り込こんだ影かげが、その槍やりを阻はばんだのだ。

　手甲ガントレツトだった。

　人間のそれの何倍も大きなその手甲ガントレツトが、蒼そう馬まの槍さえも防いでのけたのである。

「てめえ──っ！」

「や、こちらを忘れないでくれると嬉うれしいですよ？　丸一年も一いつ緒しよに戦ってたのに、『九く瀬ぜ諫いざ也や』以外には友達甲が斐いないですからね、あなた」

「……てめえとの格付けは、四ヶ月前にすんだはずだぜ」

　蒼馬が、ぎりと歯ぎしりする。

　かつて命を預けあった戦友という過去も遠く、カルロ・クレメンティと壬み生ぶ蒼馬は、殺気を媒ばい介かいとして見つめ合った。





[image: †]






　地下は暗く、広く、底冷えしていた。

　長い通路の、途と中ちゆうらしい。

　基本的にはコンクリートの打ち出しで、ところどころ地じ肌はだが剝むき出しになっている。

　教団のつくった地下構造と、聖せい戦せん以前の地下施し設せつとが混ざってしまってるようだった。普ふ通つうならばありえないことだが、喪そう神しん現象や〈獣ベステイア〉の信者たちの差し金によるものだろう。

　以前カルロが予想した通り、御みさ陵さぎ市しは〈獣ベステイア〉によって侵しん食しよくされて久しいらしかった。

「…………」

　地上の蒼馬を、カルロたちが阻んでくれていることを確かめて、イザヤは走る。

　さきほどシスター・レアの示してくれた地点は、すでにこちらの断罪衣イスカリオテへ転送されていた。

　不意打ちを用心しつつ、通路を駆かけ抜ぬけていく。

　その途中で、少年は目を見開いた。

　倒たおれている人ひと影かげを、見つけたのだ。

　一いつ瞬しゆん、あの人形のことを思って心臓が跳はね上がったが、人影の体型は少女のものではなかった。

　十六、七歳ほどのがっちりした少年の体つき。

　その瞼まぶたが、ゆらりと開いた。

「っ？」

「あれ……イザヤ神しん父ぷ……？」

　と、虚うつろな声が響ひびいたのだ。

「……お、前……！」

　イザヤが、瞬まばたきする。

　その顔に、覚えがあったからだ。

「鈴すず木き……大だい悟ご……」

　御みさ陵さぎ学院中等部、生徒会・書記をつとめる一年生。

　イザヤを誘さそって、聖せい誕たん祭さいの準備を手伝わせたのも、この陽気で人見知りしない少年ではなかったか。

「〈獣ベステイア〉に、なってなかったの、か……」

「そりゃ……そうです」

　思わず口にしてしまった言葉に、鈴木は癖くせのある顔で微び笑しようしてみせた。

「玻は璃りさんのまわりには……喪そう神しん現象への耐たい性せいの強い人間だけ、配置されてたんすから」

「な、っ──！」

　少年から聞くとは思わなかった単語に、イザヤが声を詰つまらせる。

「だって……そうでしょ。玻璃さんは特別な身体からだなんすよ。万が一のことがあったとき、誰だれも対処できないんじゃ困るっしょ。……だから、生徒会の連中は……みんな玻璃さんやイザヤ神しん父ぷのことを……知らされてたんす」

「…………」

　呆あきれて、声も出なかった。

　自分の目が丸くなるのが分かる。

　脱だつ力りよくしたまま、かぶりを振ふって、こう口にした。

「カルロの、差し金かよ」

「はい。あの人……そういうドッキリが大好きでしょ。イザヤ神父も、その口調ってことは……『九く瀬ぜ諫いざ也や』の真ま似ね……やめたんすね……」

「それも、かよ」

　イザヤが、泣き笑いみたいに苦笑する。

　しかし、当然ではあった。

　玻璃の体質──〈獣ベステイア〉に憑つかれているという事実は、この都市における最高機密に等しい。それを知っている相手に、イザヤのことだけ知らせない理由もないだろう。

「……俺、あの生徒会が好きでした」

　不意に、鈴木が言った。

「玻璃さんや、ノウェムさんや、カルロ神父やイザヤ神父のいた、あの生徒会が好きです。うるさくて鬱うつ陶とうしいまゆきも、女の子みたいに綺き麗れいな長なが岡おかさんも……みんな好きでした」

　困ったような顔で、鈴木が続ける。

「だから……なんとか……ひとりでも助けられないかと思ったんですけど……はは、どうもヘマこいちゃって」

　その言葉に見下ろすと、少年の制服の腹部は赤く染まっていた。

　流出した血液の量からすると、おそらく生命にかかわるほどの傷ではない。

　しかし、ここから独力で動くのは不可能だったろう。

「頑がん張ばったんだな……」

「はい」

　にっかりと、鈴すず木きが笑う。

「だから……イザヤ神しん父ぷも……頑張ってください……。会長のこと……よろしく……あの人……寂さびしがりだから……」

　そこで、瞼まぶたが落ちた。

　気を失ったらしかった。

　しばらく、その少年を見下ろして、

「……ああ」

　と、イザヤはうなずく。

　ＧＰＳデータを含ふくんだ救きゆう援えん信号を打っておく。それぐらいしか、自分にしてやれることはなかった。

　すると、すぐに通信が返ってきた。

『──はい！』

　断罪衣イスカリオテを通した網もう膜まくの認にん識しきに、二十代ほどの小こ柄がらな女性の顔がポップアップする。

　イザヤのサポートについてくれた〈塔ルーク〉の班員。

　数時間前の会談で、鷺さぎ谷たに陽よう子こと、そう名乗ってくれた相手だとイザヤも認にん識しきしていた。

「……今送信した地点に生き残りがいる。できたらそちらに回収してくれ」

『分かりました！　全力を尽つくします！』

　できるとは言わない。そんな余よ裕ゆうがないことは、イザヤだって分かっていた。

　だけど、おさげの髪かみを揺ゆらして、女はにっこりと笑っていた。

『ノウェムさんを、助けるんですよね？』

　イザヤは、返事を躊躇ためらった。

　それは、明らかに自分の私情だったからだ。

　英えい雄ゆうたる『九く瀬ぜ諫いざ也や』が優先すべき事こと柄がらではない。

　しかし、

『頑張ってください』

　と、さきほどの鈴木と同じ言葉を、鷺谷陽子は口にしたのだ。

「え？」

『あたし、イザヤさんとノウェムさんのペアが好きでした。いつも綺き麗れいで、きらきらしてて、本当にあこがれでした』

　網膜の隅すみで、ポップアップした女性の顔が、きゅっと鼻のあたりに皺しわを寄せて笑う。




『だから、頑がん張ばってください！　神の祝福があなたにありますようにブレス・ユー！』




　鷺さぎ谷たに陽よう子こがどんな人か、イザヤは知らない。

　どんな人生を経て、どうして〈塔ルーク〉に入隊したのかも知らない。

　なのに。

　勇気が、湧わいた。

　なんとも無責任に後あと押おしされることで、力が湧いた。

「…………」

　あえて返事をせず、通信を切る。

　一度だけ、ぽん、と鈴すず木きの胸に手の甲こうを重ねた。

「行ってくるよ」

　呟つぶやく。

　そして、思う。

　誰だれもが噓うそだらけだった。

　誰もが噓をついていた。

　しかし、たとえ噓だったとしても、貴とうといものはあった。そう信じられた。




　地面を蹴ける足の一歩ずつに、強い力がこもるのを、イザヤは感じていた。
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「……てめえとの格付けは、四ヶ月前にすんだはずだぜ」




　蒼そう馬まの言葉に、カルロは苦く笑った。

　その言葉が、まさしく真実だったからだ。

　四ヶ月前、カルロの秘ひ蹟せき精度と試行回数は、壬み生ぶ蒼馬の『再構築』を撃うち抜ぬけなかった。きっと今も同じだろう。通常兵器で〈獣ベステイア〉に攻こう撃げきした場合と同じく、むなしく再生されて終わるだけだ。

「まあ、私も勝てるとはあまり思ってません」

　両手の手甲ガントレツトを軽く打ち合わせ、澄すました顔でうなずく。

「だからこそ、小細工をします」

「へえ？　そいつはきちんと俺を楽しませてくれるんだろうな」

　蒼馬の唇くちびるが歪ゆがむ。

　構えた槍やりの切っ先は、不規則に、煙けむりのごとく揺ゆれていた。

　自分の相手が、カルロひとりとは思っていないのだ。背後のシスター・レアとラーフラ、三人まとめて自分ひとりで結構と、そう考えているのだろう。

　それが思い上がりでないことを、誰だれよりもカルロ・クレメンティは知っていた。

「そうできればいいと思ってますよ」

　頰ほおに、冷や汗あせが伝う。

　冷静に、自分の断罪衣イスカリオテの維い持じ時間を計測する。

　もとより秘ひ蹟せき研究室には、四分以上の維持を止められているほどだ。イザヤのおかげでいくらか消しよう耗もうを防げたが、それでもすでに五分以上戦せん闘とうに費ついやしていた。

　身体からだの芯しんが、何かに喰くわれていくかのような悪お寒かん。

　魂たましいごと霧む散さんしていくかのような震ふるえ。

　これが最後と考えても、どれぐらい保もつのか。

（……いいえ、あなたならこう言うのでしょうね）

　あの、ぶっきらぼうな、自分の『英えい雄ゆう』を思う。

　新しいあの『英雄』なら、きっと憮ぶ然ぜんとした表情で、いいから保たせろと言うのだろう。こっちの過去も苦労もおかまいなしで、そんなことを言ってしまう少年の勝手さが、カルロには居心地良かった。

　そう。

　居心地良かったのだと、思う。

　この半年の間、甘あまえていたのはどちらだろう。

「壬み生ぶ蒼そう馬ま」

　ふたつの拳こぶしを、構える。

　クロスアームブロック。

　聖せい戦せんより以前、得意だったボクシングの名な残ごり。あの頃ころのトレーナーが見たら、なんとも無む惨ざんだと顔をしかめるかもしれない。

　無数の〈獣ベステイア〉に囲まれたまま、きっぱりと言い放つ。




「あなたの相手は、私です」
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　足音を、聞いた気がした。

　けして聞こえるはずがない、懐なつかしい音だった。

　覚えている。

　忘れるはずがない。

　精せい一いつ杯ぱい『九瀬諫也優等生』の仮面をかぶっているくせに、ちょっとせっかちで苛いら立だたしげな足音。本当は教えてあげるべきだったのに、自分だけ知っているという事実が嬉うれしくて、そうしてあげられなかった。

　実のところ、使命プログラムにまるで忠実でなかったのが、この私。

（…………）

　……ああ。

　認にん識しきが、蘇よみがえる。

　記き憶おくがつながり、感覚が連動し、ひとつずつ蘇っていく。

　自分がどうなっているのか、やっとのことでノウェムは把は握あくする。

「……こ、こは」

　もつれる舌をもどかしく思いながら、周囲を見る。

　そこは、闇やみに包まれていた。

　足下の聖せい堂どうから溢あふれた闇が、通風口から覗のぞいていただけのノウェムも包み込こみ、聖堂自体を変化させてしまっているのだった。

　まるで、聖堂がひとつの卵エンブリオと化したかのようであった。

　ノウェムもまた、その闇に取り込まれたままだ。

　試してみたが、指一本ろくに動かない。

　センサーには何ひとつ反応がないのに、身体からだ中じゆうを鎖くさりで縛しばられているかのようだった。

「っ……！」

　歯がみする。

　また、この有様なのか。

　ここまで来て、相手の中ちゆう核かくまで知って、何もできないままなのか。

　そして、

（……さっき見てたのは……夢……？）

　そうは、思えなかった。

　人形であるはずのノウェムが、まともな夢など見るはずもない。実際、自分を包んだ闇はぼこぼこと泡あわを沸わき立たせるようで、今にも何かを産みだしてしまいそうだった。

　出産の儀ぎ。

　あの包帯まみれの人物は、そう言ってなかったか。

　そして、もうひとつ。

　ノウェムの聖せい霊れい機関と接続された機器が、同種の反応を感知していた。

　つまり、断罪衣イスカリオテの反応を。

（じゃあ、本当に──）

　ここへ、イザヤが？

「……なきゃ……」

　呟つぶやく。

　自分に残された機能を、必死に回復させる。

　あの人に、ポンコツと笑われるのはいい。困ったような、怒おこったような、あの笑え顔がおにまた会いたい。

　だから、そのために。

「ちゃんと……伝えなきゃ……！」
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　イザヤの疾しつ走そうは、徐じよ々じよに速度を増していった。

　通路を進むほどに、地下構造の把は握あくは進んでいく。いかに誤ご魔ま化かしてはいても、もとが御みさ陵さぎ市しの地下施し設せつである以上、その構造は一定の法則から免まぬがれないからだ。

　少年は、ひたすらに地下へと潜もぐっていく。

　目指すは、中心地と思われる──シスター・レアの示した地点グラウンド・ゼロ。

　強きよう烈れつな喪そう神しん現象によるものか、少し前から教団との通信は途と切ぎれており、イザヤの行動は断罪衣イスカリオテと独自の判断によるものとなっていた。

　実際、進むほどに、ずぶずぶと泥どろ沼ぬまにつかっていくような感覚があった。

　断罪衣イスカリオテに守られたイザヤにして、これだ。

　こんな深しん奥おうを、かすかとはいえ見通せたのも、シスター・レアによる聖せいルチアの模も倣ほう奇き蹟せきあったればこそだろう。

　なのに、近づかない。

　ほぼ一本道だというのに、この数分、ずっと同じところを巡めぐっているようだった。

　聖ゲオルギウスの機動速度は四階位。その全力疾走は、ほとんど音に等しい。生き物どころか、地上を走る物体で、少年に追いつけるものはないといっていいだろう。

　数分もあれば、御陵市を横断できているはずなのに。

（──空間閉へい鎖さ）

　断罪衣イスカリオテの分ぶん析せき結果に、イザヤは歯は嚙がみする。

〈獣ベステイア〉の能力と酷こく似じした、一種の結界が張られているのだ。

　それも、断罪衣イスカリオテに強化された超ちよう感覚すら騙だまし抜ぬくような結界だった。この場にシスター・レアかカルロがいれば対策も打てたろうが、今は孤こ独どくの身でもあった。

　だが、そんな少年へ、秘ひ匿とく回線を使った通信が入ったのだ。




『──イザヤ、様!?』




「ノウェム!?」

　その声こわ音ねに、イザヤが息を止めた。

『良かった。今の反応は、やっぱりイザヤ様だったのですね』

　たった一日離はなれていただけなのに、その声を聞くのはもう何年ぶりのことのように思えた。

「どこだ！　お前の位置をよこせ！」

『…………』

　ノウェムの声が、沈ちん黙もくする。

　つい今までそのつもりだったのに、直前に急ブレーキをかけられてしまったかのような、妙みような躊躇ためらい方だった。

「ノウェム!?」

『ぁ……』

「おい、ノウェム！　どうした!?　返事をよこせ！」

『その……あの……』

　言葉をよどませるノウェムに、イザヤが眉まゆを寄せた。

「何だ？　何か、問題でもあったか？」

　すると、

『……ぎゃ、逆です！』

　たまりかねたように、人形は言ったのだ。

「……………………………………は？」

『イザヤ様を助けるのが私です。私のはずなんです！　その逆はいけません！』

「…………」

　今度は、イザヤがぽかんとする番だった。

　そして、それがあまりにいつも通りの人形の口くち振ぶりだったので、ひどく胸に染しみた。ぽかんと口を開いてしまって、何度も瞬まばたきしてしまって、それからくしゃくしゃと表情を歪ゆがめてしまった。

「……ポンコツ」

　と、思わず口にしていた。

『う……』

「ホント、お前だけは変わらねえよな」

　この、噓うそつきだらけの世界の中で。

　誰だれもが仮かり初そめの旅人のような、移り変わりゆく世界の中で。

「この半年、俺がこの街で会った中じゃお前ぐらいだよ。そういう風につくられたからかね？」

『……違ちがいます』

　否定された。

　それが珍めずらしいことだったので、イザヤは思わず耳を疑った。

　蚊かの鳴くような声で、人形の声こわ音ねはこう続けたのだ。

『……私の、意志です』

「意志？」

『わ、私が……』

　声が、細くなる。ほとんど可か聴ちよう域いきの限界に挑ちよう戦せんするような、ひどくか細い通信音声。

　しかし、今のイザヤにははっきりと聞こえた。




『……私が、イザヤ様を、好きだからです』




　自分がどんな表情をしているのか、イザヤには分からなかった。

　ただ、こんな状じよう況きようだというのに、ノウェムの声だけしか聞こえなくなった。突とつ然ぜん、ふたりだけ真っ白な世界に放り込こまれたような気がした。

「……俺、が？」

『だ、だから、イザヤ様を、どうしても助けたかったのが私です！　イザヤ様に助けられてしまうのではその逆です！　あなたの剣けんでありあなたの盾たてでありたいと思ったのに、そうあれなくて情けないのが私です！』

　人形の声は、まるでだだをこねる子供のようだった。

　いつもとまるで違っていて、それでいて、いつも通りという気もした。

「…………」

　イザヤも、ひとつ深呼吸をした。

　やたらと、顔が熱かった。汗あせが噴ふき出るのが分かって、でも嫌いやな汗ではなかった。

　戦せん闘とう行動中のあらゆる体調管理を一手に引き受けてくれる断罪衣イスカリオテも、こんな動どう悸きまではサポートしてくれないのかと、そんなことをイザヤはぼんやり思った。

　ひどく間ま抜ぬけなことをしているようにも、とても大切なことをしているようにも思った。

「……ポンコツ」

　と、イザヤはもう一度憎にくまれ口を叩たたいた。

『……は、はい』

「お前の場所を教えろ。それから、玻は璃りはそこにいるか？」

『……あ、は、はい。さきほどから認にん識しきできませんが、それ以前は確かにこの場にいました。イコンと名乗った人物によって、〈反救世主〉と何らかの儀ぎ式しきを行って以降、現げん場じように異変が生じました。その際に垣かい間ま見みた特とく殊しゆ現象についても、データを転送します』

　報告する声も、しょぼんと打ちひしがれているようだった。

　だから、ノウェムから送られたデータを確認し、ほんの一秒間をおいてイザヤはあるデータを送り返した。

『…………っ』

　通信の向こう側で、息を止める気配があった。

「今のが、俺の正体だ」

『か、関係ありません！　イザヤ様は──いいえ、イザヤ様でなくとも、私の思し慕ぼに、何の影えい響きようも及およぼしません！』

「だよな」

　困った顔で、イザヤが頭を搔かく。

「お前だけはずうっとそうだ。今いま更さらそんなデータ、何の関係もないだろ。俺がたいしてショックを受けなかったのも、きっとそのせいだろう。……ああ、お前が分かってるかどうかは別として、確かにお前は俺の盾たてだよ」

　そう、予想通りだった。

　その忌いまわしい正体を、この人形だけは表情ひとつ変えず受け入れるだろうと思っていた。

　この人形にだけは、真実など関係ない。

　少しだけ、予想しなかったおまけもついてたみたいだけど。

「ポンコツ」

　もう一度だけ、言う。

『……は、はい』




「……だから、俺は、お前を助けていいか？」




　できるだけ、優やさしく言った。

　そんな口調を意識するのは本当に初めてのことで、どうしようもなく照れくさくて、でも今しかできないだろうと思った。

「盾とか剣けんとかどうでもいい。ただ、俺はお前に、近くにいてほしい。そのために必要だっていうのなら、英えい雄ゆうにだってなってやる。この街がお前だっていうのなら、この街ごと救ってやる。そんなくだらない理由だけど、俺はお前を救ってかまわないか？」

　通信の時間は、たいしてなかったはずだ。

　実際、たった一秒が黄金にも増して貴重なときだった。

　だけど、その貴重な一秒を、今このときだけは待ってやりたいと思った。

『──は、い』

　嗚お咽えつのように、返事はこぼれた。

『はい！　イザヤ様に、救われることを望むのが私です！』

　ノウェムの叫さけびとともに、断罪衣イスカリオテのセンサーに、新たな反応が映り込こんだ。

　先ほどのデータと照応して、聖せい霊れい機関と接続されたセンサーが、〈獣ベステイア〉に酷こく似じした結界を打ち破ったのだ。

　通路の向こうに、気配が凝ぎよう集しゆうしていく。

　ひどく禍まが々まがしく──いいや、そんな形容もほど遠い、ただただ卓たく絶ぜつした気配。

『イザヤ様!?』

　こちらの変化に気づいてか、ノウェムが叫ぶ。

　気配の圧力プレツシヤーが、物理的な『力』へと変わった。

　イザヤを阻はばむ、瘴しよう気きの壁かべ。

〈獣ベステイア〉を形成しているのと同じ『力』が集つどい、実体化しつつあるのだ。単に阻むだけではなく、少年を拘こう束そくせんとする暗黒の意志。

　そのカタチは、まるで闇やみの手のようにも見えた。

「ノウェム。──そこで待ってろ」

　むしろ、その障害はイザヤの心に火をつけた。

　無理矢理にでも、突つき通る。

　突き通ってみせる。





「──我は模も倣ほうする。聖せいゲオルギウスの槍やりを！」






　光が、生まれる。

　その光を追って、イザヤの身体からだが跳とぶ。

　奇き蹟せきの槍と少年を迎むかえ撃うたんとするように、闇の手が広がった。

　拮きつ抗こうする。

　聖ゲオルギウスの槍ですら、その闇を凌りよう駕がしえないのか。光と闇とは半ばで互たがいを削けずりあい、やがてゆっくりと闇の側が膨ふくらんでいった。

　イザヤは。

　吼ほえた。

「どけええええええええええええええええええええええええええっ！」





「再定義」






　聖せい霊れい機関が、鳴った。

　イザヤの咆ほう吼こうと同調するかのごとく、その福ふく音いんは高らかに響ひびきわたる。





「仮想現実の試行回数に再定義の要よう請せい。資格者の仮想現実保持、良好。干かん渉しよう領域と干渉度をそれぞれ七十六％に上じよう昇しようさせます。──再定義、再試行成功。すなわち二十二万三千七百三十五回の試行を開始します」






　大きく広がる翼よく甲こう。

　まるで、その翼つばさが光を吸い込こむかのようにも見えた。聖霊機関は倍も激しく回転し、純白の断罪衣イスカリオテがさらに展開する。

　第二形態セカンド・フオルム。

　イザヤ本人が、一対の白い翼と化したかのような姿。

　さらに向上した試行回数に、断罪衣イスカリオテそのものが応こたえたのか。その変化につれて、ゲオルギウスの槍やりにもまた、さらなる『力』が注ぎ込まれた。





「我は模も倣ほうする。聖せいゲオルギウスの、滅ほろびの槍を！」






　光の槍が膨ふくれ上がり、拮きつ抗こうを押おし返す。

　そのまま、突つき込んだ。

　闇やみの手が吹ふき飛ぶ。

　その破は片へんを身体からだ中じゆうに浴びながら、イザヤは光の槍とともに、瘴しよう気きの内側へと飛び込んだ。
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　──その、瞬しゆん間かん。




　闇が砕くだけるのを、ノウェムは見た。

　強きよう烈れつな光が闇を貫つらぬき、まるで硝子ガラスのように砕き散らしたのだ。

　同時に、自分を拘こう束そくしていた重圧もほどけ、ぐらりと身体が落下していく。それはひどく頼たよりない感覚で、永遠にどこでもない場所へ落ちていくのではないかとも思われた。

「ああ……っ！」

　声が、出てしまう。

　恐おそろしさよりも、心細さが強かった。

　半分以上つくりものの、自分の内側のどこにそんな感情こころがあったのか。

　それでも、信じた。

　ついさっきの、言葉を。

　待ってろと、そう言ってくれた少年を。

　光の中から、見覚えのある手が伸のびた気がした。

　墜つい落らくしていくノウェムは、その光の方へ、必死で手を伸ばした。
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　──その、瞬しゆん間かん。




　イザヤも見た。

　飛ひ翔しようするその先にきらめく、けして忘れられない色。

　いつのまにか、自分の一番大事なところに秘ひめられていた、ふたつの色であった。

　銀の髪かみ。

　紫水晶アメジストの瞳ひとみ。

　そのどちらも、少年にとって欠かせないものだった。

　墜落していくその人形だけは、絶対に無くしてはならないものだった。

「…………！」

　声も出ないその空間の中で、イザヤは叫さけんだ。

　喉のども裂さけよと叫びながら、ひたすらに手を伸ばした。

　つかまえたと思ったその刹せつ那な、重力が再び自分の身体からだをとらえるのを感じた。





２






　視界が変わり、気圧が変わった。

　世界は突とつ然ぜんに色を取り戻もどし、重力とともに正常へと復帰する。

「────っ！」

　イザヤが着地したのは、半球ドーム状の空間だった。

　聖せい堂どうか何かだろう、と直感的に思った。

　いいや。

　だったのだろうと、言うべきか。

　剝むき出しの地じ盤ばんもコンクリートも、かつてはステンドグラスだったらしい硝子ガラスや金属もどろどろに溶とけて、現実にはありえない様子を呈ていしていた。ばかりか、ところどころには奇怪な人面さえも浮うき彫ぼりになっていたのだ。そのいずれもが苦しみや悦えつ楽らくといった表情を浮かべており、もとは〈獣ベステイア〉の信者だったのだろうと思わせた。

　自分の知る聖せい霊れい教きようのものとは似て非なる、もうひとつの聖せい堂どう。

　これは、まさしく〈獣ベステイア〉の聖堂だ。

「──イザヤ、様」

「ノウェム」

　腕うでの中を見る。

　人形は、そこにいた。

　銀の髪かみをなびかせ、紫水晶アメジストの瞳ひとみでこちらを見上げ、弱々しげに微笑ほほえんでいた。

　泣きたくなるぐらい、軽い身体からだであった。

「やっと……会えました……」

「……るせえ、ポンコツ」

　強く抱だきしめたくなるのを、イザヤはぐっと押おし殺した。
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　そして、振ふり返る。

「おや、届きましたか」

　と、聖せい堂どうの中央から、人ひと影かげが告げたのだ。

　イコン。

　そう名乗った、包帯まみれの相手であった。

　ぐるりと円を描えがいた泥どろ沼ぬまのごとき闇やみの表面に、少年は静かにたたずんでいた。

「相当頑がん張ばっても、ここまでは届かないはずだったんですけどね。どうも先に余計な因子人形を取り込こんでたようで、うん、これは蒼そう馬まの悪いた戯ずらかな。……それに、昨日見たときには気づきませんでしたが、あなたずいぶんと混じってますね」

「…………」

　イザヤは答えない。

　気にもせず、イコンはさらに続ける。

「あなたを……どう呼んだらいいのかな」

「好きに呼べよ」

　イザヤが吐はき捨てる。

「でしたら、あなたのままで」

　と、イコンはうなずいた。

「正直、あなたがここまで来た理由は、よく分かりません。たとえば自己犠ぎ牲せい？　献けん身しん？　憐れん憫びん？　正義？　どれも近くて遠い気がしますね。その人形を助けに来ただけ……というのも、少し違ちがうように思います。なんとも難しい方です」

　肩かたをすくめて、少年は──少年のような体格と声こわ音ねをしたモノは、言う。

　感情表現だけでいえば、この中で一番豊かなのは彼なのかもしれなかった。同時に、そういったモノから、最も縁遠い存在のようにも思えた。

（……逸はやるな）

　イザヤは、自分に言い聞かせた。

　慎しん重ちように、己の状態を確かく認にんする。

　断罪衣イスカリオテの各所や、聖せい霊れい機関のコンディションチェック。さきほどの無理がどこまで響ひびいているか、イコンの言った混じっているという事実がどこまで進んでしまっているかを、見定める。

「……お前は、何だ？　玻は璃りはどこにいる？」

　唇くちびるから押おし出すように、訊きく。

　しかし、少年の次なる言葉は、まるで突とつ飛ぴなものであった。

「どうして、あなた方は奇き蹟せきを模も倣ほうできるのでしょう？」

「何？」

「物理法則ってものすごく堅けん固こですよ。あなた方の言うエネルギー保存の法則がちょっとひっくり返るだけで、世界なんて簡単に壊こわれてしまいます。なのに、どうして奇き蹟せきは、その壁かべをいとも簡単に乗り越こえられるのでしょうね」

　くるくると指を回して、少年はくすくすと笑う。

　とても無む邪じや気きで、なのに、とても邪悪な笑い方であった。

「たとえば、こんな仮説はどうでしょう？」

　と、首を傾かたむける。

「物理法則より上位のモノがあるとすれば？　いいえ、物理法則やこの世界自体が、たとえば誰だれかの夢のようなものだったとしたら？」

　ひどく荒こう唐とう無む稽けいなことを、平然と口にしたのだ。

「誰かの、夢──？」

　なのに、イザヤはそれを無視できなかった。

　ノウェムから送られたデータ。腕うでの中の人形が見たという奇き妙みような夢が、少年の中にしこりとして残っていた。

　何か、絶対に見落としてはならないものを、見落としているかのような。

「夢の中の存在にとって夢の法則は絶対です。でも、夢見るモノにとってはそうじゃない。ちょっと気が向いたり、寝ね相ぞうが変わったりすれば、いとも簡単に夢は覆くつがえります。もとより世界や物理法則なんてものは、その夢見るモノが想像しただけの幻まぼろしなんですから」

　くすくすくす、と笑う少年。

「たまにいるんですよ。夢見るモノと、ほーんのかすかだけ意識のつながっちゃう人が」

　たとえば、それは。

〈獣ベステイア〉に憑つかれた人であったり。

〈獣ベステイア〉の中で、より上位の──バビロンの大だい淫いん婦ぷと呼ばれた者であったり。

　あるいは、〈反救世主〉の──

「……イザヤ様」

「……ああ」

　ノウェムの声に、イザヤはうなずく。

　この少年の言葉は、何かを示し唆さしている。額面通りかどうかはともかくとして、ただの妄もう想そうとは考えにくい。

　対して、もはや前提は納なつ得とくされたとばかりに、イコンが話を続けていく。

「そういう方々が、ごくごくごく稀まれに、夢見るモノを揺ゆさぶってきた。夢の法則を覆して、奇蹟なんてバグを起こしてきた。いうなれば、〈獣ベステイア〉も聖せい人じんも、双そう方ほう夢見るモノにつながる『門ゲート』なんですよ。あなたがたの始祖もまた、その最たるひとりなわけですが」

「始祖？」

「ええ。あの友人さえ誘さそいに乗ってきてくれれば、話は早かったんです」

「…………？」

　イザヤの眉まゆが寄った。

　何か、聞き覚えのある話のような気がした。

「知りませんか？　結構有名な逸いつ話わになってるみたいですよ。ええ、僕の友人が、砂さ漠ばくで断だん食じきなんぞしてたときです。そんな無理をしなくても、あなたには奇き蹟せきを起こす力があるんだから、そこの石をパンに変えてみせればいいって勧すすめたんですよ。そしたら、なんて言ったと思います？　これがもう傑けつ作さくでして」

　けらけらと笑い続けながら、少年は手を振ふる。




「人はパンではなく神の言葉によって生きる、ですって」




「お前、それは……」

　知らぬはずがない。

　聖せい霊れい教きようの信者であれば、誰だれもが教えられるエピソード。

　聖せい典てんでも繰くり返し用いられる、最も親しまれた話のひとつであった。

　すなわち──聖霊の言葉に従い、荒こう野やで四十日の断食を行っていた救世主が、悪あく魔まに三つの誘ゆう惑わくを受けたという説話。

　ひとつの誘惑は、石をパンに変えてみせよ。

　残り、ふたつは──

「次にちょっと神しん殿でんの天てん井じようまで連れてきて、そこから飛び降りてみてよ、本当に救世主なら天使が受け止めてくれるでしょって言ったら、今度は『神を試してはならない』ですよ。

　仕方ないから、もっと高いところへ連れて行って世界中が見えるようにして、これをあなたに与あたえましょうって言ったら、『あなたの神のみを畏おそれ、それに仕えるべきである』だとか。いやもう、これは筋金入りの頑がん固こ者ものでしょう。──うん、ちょっとだけあなたに似てるかもですね？」

　唇くちびるらしき場所に人差し指をあてて、イコンは小首を傾かしげる。

　包帯の隙すき間まの瞳ひとみが、こちらの反応を窺うかがうようだった。

　実際、イザヤたちは声もなかった。

　納なつ得とくはできぬ。

　しかし、否定もできぬ。

　自分たちが置かれた環かん境きようや、この少年にまつわる数々の事件を考えると、そのありえないはずの話が異様な説得力をもって、こちらを吞のみ込こんでくるかに思えたのだ。

　ただ、掠かすれた声で問う。

「お前、は……」

「くくくっ」

　と、彼は背を曲げた。

　芝しば居いがかった態度で両手を広げ、くるりと優美にターン。

「さてさて、僕は誰だれでしょう？」

　対して、

「……いや、誰でもいい」

　ぐ、とイザヤが唇くちびるを嚙かむ。

　その場へノウェムを下ろし、一歩前へ出た。

「お前が何者だろうが、ここで滅ほろぼすことに変わりはない。〈獣ベステイア〉を大量に発生させた、くだらない企たくらみも止める」

　イザヤの片手があがった。

　そこに集中する『力』こそは、ゲオルギウスの槍やり。

　第二形態セカンド・フオルムを取ったままの断罪衣イスカリオテは、この空間すべてを埋うめ尽つくしそうな『力』を、光の槍へと供給していた。

「なるほど、それは恐おそろしい。結局のところ、僕も夢見るモノの──主の気まぐれには敵かないません。せっかく人が起こそうとしてあげてるのに、これだから全知全能というのは困り者ですよね。実のところ、僕も人間もどうでもいいんですから」

　おどけて、イコンは微び苦く笑しようする風に顔の包帯を歪ゆがめた。

「なので、こちらの方に登場願いましょう」

　ずぶり、と足元の暗黒洋やみわだへ手を突つき入れる。

　そこから持ち上げるみたいに手を動かすと、暗黒洋やみわだから新たな人ひと影かげが浮うかび上がったのだ。

　イザヤが、息を止めた。

「……俺？」

　もうひとりの、イザヤ。

〈反救世主〉と呼ばれた少年であった。

「お前は……」

「もう、彼の正体もお分かりですか？」

「……ああ」

　イザヤが、うなずく。

「この街で死んだ……九瀬勇哉の身体だ。骨しか残ってなかったような死体を、〈獣ベステイア〉として無理矢理動かしてるな」

「ふむ、彼の〈憤ふん怒ぬ〉は、彼の元来持っていたものですが」

「黙だまれ」

　短く、言った。

　だが九く瀬ぜ勇ゆう哉やは、イザヤ自身の正体ではなかったか。まして死体とはどういうことか。

　先のやりとりでその意味を知っているのか、ノウェムが悲痛な表情で唾つばを飲み込こんだ。この人形が、あるいはこの場で一番人間らしいのかもしれなかった。

「好都合だ。もろともにここで消え失うせろ」

「無む駄だですよ」

　イコンが、かぶりを振ふる。

「だって、彼はもう……魂たましいを取り戻もどしました」

「……ああっ」

　その言葉とともに、〈反救世主〉が自らの顔を押おさえた。

　これまで微び動どうだにしなかった〈反救世主〉が、初めて示した仕草であった。ひどく恨うらめしげに指の隙すき間まから瞳ひとみを晒さらし、イザヤと同じ顔の少年は大きくよろめいたのだ。




「ど……う……して……」




　と、亡ぼう霊れいのごとき声がこぼれた。

「……どうして……僕を……起こした……んです……。玻は璃りが……僕を……止めてくれて……たの……に……」

「────っ！」

　その言葉に、イザヤが猛もう烈れつな勢いでイコンを振り向く。

「何をした！」

「たいしたことではないですよ」

　さらりと、イコンが答えた。

「死せる九瀬勇哉の身体からだに、『九瀬諫いざ也や』の魂を入れたんです。〈反救世主〉として足りなかった最後のパーツ。朱と鷺き頭とう玻璃が──バビロンの大だい淫いん婦ぷが喰くらっていた、救世主としての魂を。さて、ここでお立ち会い」

　ぱん、と手を叩たたく。

「九瀬勇哉の肉体は、すでに〈獣ベステイア〉と化してます。そして奇き蹟せきと〈獣ベステイア〉とは同質の存在であり、夢見るモノへとつながる『門ゲート』なのだと、さきほどの僕は言いました。だったら、奇蹟を扱あつかえる資格者が〈獣ベステイア〉になったならば、その『力』は相乗することになりませんか？」

「っ！」

　その言葉に、ある男の面おも影かげがよぎった。

　これまで戦ってきた中でも、最悪の〈獣ベステイア〉。

　壬み生ぶ蒼そう馬ま。大罪衣アンチ・イスカリオテを始めとしたその異常なまでの戦せん闘とう能力は、今のイコンの言葉に端たんを発するものではなかったか。

　イコンは、ただひそやかに笑う。

「聖せい戦せんの英えい雄ゆう『九く瀬ぜ諫いざ也や』が〈獣ベステイア〉になったら、どうなると思います？」

「■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■──！」

〈反救世主〉が、吼ほえた。

　気の弱い者ならば、それだけで発はつ狂きようしかねない雄お叫たけびであった。

　けして人ならぬ、其それは〈獣ベステイア〉の声。




「ええ、ええ、ええ！　それはもはや『門ゲート』ではない！　『門ゲート』などというちっぽけなものじゃない！　ごくごく一部とはいえ、夢見るモノの化身アヴアターが生まれ落ちるほどの『産道』となるんですよ！」




　出産の儀ぎとは、そういう意味であったか。

　びきり、と〈反救世主〉と呼ばれた少年の胸元に、亀裂が入った。

　同時、イザヤも躊躇ためらいを捨てた。

　叫さけぶ。





「我は模も倣ほうする。──聖せいゲオルギウスの槍やりを！」






　しかし。

　光は集つどわず──別の異変が生じた。

　純白の美しい断罪衣イスカリオテが、突とつ然ぜんめくれあがったのだ。

「────!?」

　剝はがれていく。

　腕うでの先から、真っ白な装そう甲こうが剝はく離りしていく。

　聖ゲオルギウスの断罪衣イスカリオテが、イザヤの意志に反して剝がれ落ち、目の前の〈反救世主〉の亀き裂れつへと吸い込こまれていったのだ。

「……断、罪衣……が……」

　したり、とイコンがうなずいた。

「それも当然。その断罪衣イスカリオテ、もともと誰だれの物だとお思いです？　神の持ち物が魂たましいに従属するのは当然でしょう。あなた、ひょっとして自分がニセモノだってこと、忘れちゃってたんですか？」

　愉ゆ快かいそうな笑えみ。

　何もかもを俯ふ瞰かんする、傍ぼう観かん者しやの笑み。

　それにつれて、〈反救世主〉の亀裂はさらに深まり、聖せい堂どう全体が鳴動しだした。ありえないことに、その亀裂は〈反救世主〉自身の身体からだを大きく越こえて、空間そのものを侵食しはじめていた。

　──『産道』。

　イコンの言ったそれが、できあがろうとしているのか。

　だというのに、その光景を目まの当たりにしながら、イザヤは動けなかった。

　断罪衣イスカリオテを失い、戦せん闘とう能力を失ったばかりではない。もっとずっと致ち命めい的てきな何かを、断罪衣イスカリオテとともに奪うばわれたようだった。身体からだ中じゆうの骨が鉛なまりに変わったかのように、指一本動かすことすらかなわなかった。

「イザヤ様！」

　遠く、声が聞こえた。

「イザヤ様！　私に、許可を──！」

　その言葉に応こたえたのは、ほとんど無意識の領域であった。

　少年の手をつかまえ、ほんのかすかな痛みがその皮ひ膚ふに生じた。





「ＤＮＡ一致。サーバー・クリュプタの通信不能のため、管理者権限による単独承しよう認にんを受じゆ諾だく──聖句箱テフイリン解禁」




「限定量子干かん渉しよう場ば、固定。仮想数学領域より聖せい遺い物ぶつおよび規定状じよう況きようのパラメータ注入。本座標において仮想現実・聖せい女じよアガタの第三種奇き蹟せきを起動。──すなわち一万六千三百八十四回の試行を開始します」






　人形の聖職衣カソツクが、展開する。

　顕けん現げんするは、ノウェムの纏まとう銀ぎん翼よくの断罪衣イスカリオテ。

　五体を守護するは白銀の装そう甲こう。聖せい霊れい機関が高らかに響ひびき、刃やいばのごとき籠こ手てへ、人形の瞳ひとみと同じ紫水晶アメジストの色の光を灯ともらせる。

　しかしそれも、今は嵐あらしの前に消えなんとする蠟ろう燭そくの輝かがやきのようだった。

　聖せい堂どう中じゆうへ走った『亀き裂れつ』から、何かが押おしあがる。

　押しあがってくる。

　来てしまう。

　せめても、その圧力に抗こうするべく、ノウェムが叫さけんだ。

　自らの断罪衣イスカリオテに刻まれた──火山の爆ばく発はつから街を護まもったとされる、炎を統すべる聖女の名を。





「私は模も倣ほうします！　聖女アガタの炎を！」






　銀色の炎が、聖堂の亀裂へと迸ほとばしった。





３






　鋼鉄の手甲ガントレツトと、漆しつ黒こくの槍やりが、何度となくぶつかりあった。

　一直線に突つき込こむ槍をかわしざま、ぐるりと身体からだごとぶつけるバックハンドブロー。余波だけで大きく校庭を抉えぐったその裏うら拳けんを跳ちよう躍やくして回かい避ひ、長く伸のびた漆黒の槍が学院の校舎ごと天空そらを断たち切る。

　たったふたりの人間の戦いが、天と地を裂さくこの異常。

　一進一退とはいうが、これは互たがいに一歩も譲ゆずらぬ決けつ闘とうであった。

　カルロ・クレメンティ。

　壬み生ぶ蒼そう馬ま。

　かつては人類を守るため肩かたを並べ、今は人類の命運を賭かけて潰つぶし合うのか。





「我は模も倣ほうする。──聖せいクリストフォルスの剛ごう力りきを！」




「我は模倣する。──ロギノスの長き刃を！」






　聖せい霊れい機関と、反聖霊機関が、唸うなりをあげる。

　美しきオルゴールのごとき音と、禍まが々まがしき割れ鐘がねにも似た音。

　カルロと蒼馬の叫さけびに、鉄拳と魔ま槍そうも交こう錯さくし、人じん智ちを超こえて荒あれ狂くるう。学院の校庭でぶつかりあうふたりは、まさしくヒトガタの天災にほかならなかった。

　単なる、威い力りよくだけの激げき突とつではない。

　このふたりは聖せい戦せんを経た、数少ない生き残りでもあった。

　断罪衣イスカリオテの──片方は変化した大罪衣アンチ・イスカリオテの隅すみ々ずみまで理解した、文字通りの古参兵ベテラン。

　戦闘中常に上下する聖霊機関のパラメータに合わせ、機械の調節アジヤストよりも早く、自らの行動を変化させる。機動速度が下がれば神性加護による防ぼう御ぎよへと切り替かえ、聖霊機関が暴走しないよう、模倣奇き蹟せきの範はん囲いや出力自体をコントロールする。

　結果として、単なる断罪衣イスカリオテの能力以上の結果が、そこには絞しぼり出されていた。

「──しっ！」

　カルロが、鋭するどく息を吐はき出す。

　雪を、蹴ける。

　稲いな妻ずまのごとき、いいや稲妻以上のフットワーク。

　懐ふところへ潜もぐり込こもうとするカルロを、蒼馬の槍が打ち払はらう。そのまま放たれる魔槍の連れん撃げきに対して、しかしアームブロックを固めたカルロは、重戦車を思わせて突とつ貫かんした。

　たちまち穿うがたれていく、断罪衣イスカリオテの装そう甲こう。

　それでも、カルロは止まらなかった。

　蒼そう馬まが笑う。

「は──！」

　魔ま槍そう、反転。

　吹雪ふぶきが、断たち切れた。

　ガゼルパンチざまのカルロの拳こぶしを、槍やりの柄つかで受け止め、空中へと跳はね上がったのだ。

　カルロも追わんと膝ひざを折った。その隙すきを狙ねらって、蒼馬の槍が漆しつ黒こくのカマイタチと化す。反はん奇き蹟せきの魔ま刃じんによってすぐそばの教会が細こま切ぎれとなり、その瓦が礫れきの中から、機甲服パワードスーツの神しん父ぷは跳ちよう躍やくした。

　まるで、時が止まったようだった。

　重力に絡からめ取られ、落下する元教会の瓦礫を、カルロは三角跳びの要領で蹴り上がったのだ。

　文字通りの瞬またたく間に、数十メートルの高度へ。

　空中の蒼馬と再接近。





「我は模も倣ほうする。──聖せいクリストフォルスの剛ごう力りきを！」






　振ふりかぶられた拳には、渾こん身しんの模倣奇蹟が乗せられ、聖せい霊れい機関が高らかに鳴る。

　対して、

「……ふん」

　と、蒼馬が鼻を鳴らした。

　次の刹せつ那な、カルロの眉び宇うにも動どう揺ようが走った。

「っ!?」

　突とつ然ぜん、空中の蒼馬が構えを解いたのだ。

　しかし、片方がやめたところで、始動している身体からだは止まれない。機械部分によるサポートが大きい、重じゆう機き甲こう型がたの断罪衣イスカリオテとなればなおさらだった。

「蒼馬──っ！」

　カルロの叫さけびとともに、聖せいクリストフォルスの拳が大罪衣アンチ・イスカリオテの胸部を貫つらぬいた。

　その一撃がどれほどの威い力りよくを秘ひめていたか、斜ななめ下に吹ふき飛んだ蒼馬の身体は校庭を抉えぐり上げ、植わった樹木や聖せい誕たん祭さいの名な残ごりの屋台を吹き飛ばし、数十メートルも雪と土ど砂しやを巻き上げてやっと止まった。

　純じゆん粋すいなベクトル量だけでいえば大型ミサイルの直撃ですらかくや、と思われる一撃であった。

『カルロ様！』

　通信から、〈塔ルーク〉の歓かん声せいがあがる。

　しかし、枢すう機き卿きよう代行の瞳ひとみは、けして穏おだやかではなかった。たった今自分のつくりあげたクレーターとその粉ふん塵じんから、目を離はなそうとはしなかった。

　実際、そのとおりであった。

　粉塵の中から、人ひと影かげが立ち上がったのだ。

　ゆっくりと、それは歩み寄ってくる。粉塵を鬱うつ陶とうしげに払はらい、その顔を露あらわとする。

　蒼そう馬まであった。

　漆しつ黒こくの大罪衣アンチ・イスカリオテの、胸から肩かたまでが失われている。タングステン芯しんのライフル弾だんを、ただの人間が喰くらえばこのようになる。カルロの一いち撃げきの威い力りよくを、大罪衣アンチ・イスカリオテはその程度まで抑おさえ込こんだということか。

　しかも、その損傷さえも、一歩ずつに回復していったのだ。

　みるみる内に砕くだけた骨が再生し、その周囲に筋肉が絡からまって皮ひ膚ふが張り、大罪衣アンチ・イスカリオテさえも修復されていく。

『再構築』。

　蒼馬も当然に保持する、〈獣ベステイア〉としての能力。ある程度粉塵が落ち着き、カルロと対たい峙じする頃ころには、蒼馬の損傷は完全に回復していた。

　だが、

「……やりやがったな、カルロ」

　と、蒼馬も歯ぎしりした。

「最初から、小細工なんか用意してなかったろ」

「バレましたか？」

「俺の『再構築』を破るつもりなんざ最初からなかったな。何も小細工なんかしないのが、お前の最後の小細工か。要するに、あのイザヤを通すための時間稼かせぎだけのつもりだったな」

　カルロの苦く笑しように、蒼馬がため息をつく。

「綺き麗れいに騙だまされた。が、今回は許してやるよ。それなりには楽しかったからな。──それに」

　冷ややかな視線が、カルロの右肩を向いた。

「その腕のこともある」

　その台詞せりふが、終わるか終わらぬか。

　ごとり、とカルロの腕うでが、肩の機関部から手甲ガントレツトごと落ちたのだ。

　落ちた腕の切断面は、塩の結けつ晶しようのようになっていた。

　蒼馬の攻こう撃げきによるものではない。

　限界を超こえて使い続けた奇き蹟せきが、ついにカルロの腕をも蝕むしばんだのだ。

「────！」

　さしものカルロが、肩を押おさえてうずくまる。

　蒼馬はその様子をつまらなそうに見つめていた。

　目を細め、東の方を見つめる。

　シスター・レアとラーフラは、そちらの方で〈獣ベステイア〉の群れを阻はばんでいた。〈槍ランス〉による猛もう攻こうもむなしく、東方から溢あふれた〈獣ベステイア〉の群れが、こちらに押おし寄せていたのである。

　対集団戦に適した彼らの能力だが、〈獣ベステイア〉だけで手て一いつ杯ぱいである以上、彼らに蒼そう馬まを止めることはかなうまい。

　すでに、決着はついている。

　ゆるやかに、蒼馬はかぶりを振ふった。

「どの道、間に合わなかったようだしな」

「間に合わ……なかった？」

　聞きとがめたカルロに、顎あごをしゃくる。

「……ほれ」




　その瞬しゆん間かんだった。




　誰もが見た。

　誰もが感じた。

　今や戦場となった、第一区だけではない。

　喪そう神しん現象にあてられて、日常以外のことを認にん識しきできなくなっていた御みさ陵さぎ市しの一いつ般ぱん市民すら、その威い圧あつ感かんに打ちひしがれ、あるいは昏こん倒とうして大地へと倒たおれ伏ふした。ひどいものになると、身体からだが自らの機能を忘れ、心不全や呼吸停止によって死んでいった。

　次々と倒れていく人々の列は、それを迎むかえるためのセレモニーのようでもあった。




　学院の校舎を捻ひねり潰つぶして、それは持ち上がった。




　それは、地下からゆっくりと持ち上がった──巨きよ大だい極きわまりない闇やみの腕うでであった。
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　腕であった。

　巨大な、腕であった。

　そうとしか、形容しようがなかった。

　指の一本一本が、超ちよう高こう層そうビルをも圧倒する。肌はだというよりも形質そのものが黒く、ありとあらゆる光を吸い込こむかのよう。表面を蠢うごめく蛇へびのごとき血管や皺しわの一本ずつでさえ、そこらの地下道の数倍も太かった。

　雪を降らす黒雲どころか、御みさ陵さぎ市しを丸ごと握にぎりしめられそうなほどの──成せい層そう圏けんまで届くのではないかという、異常な黒い巨きよ腕わん。

　その巨腕は、しばらく思い悩なやむかのようにうねくって、天上より人類を睥へい睨げいした。
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　ラーフラは、信じられないものを見るように、目を見開いていた。

　いや。

　実際、信じられなかった。

　その巨大な腕うでは、少年修しゆう道どう士しの常識を大きく逸いつ脱だつしていた。そのサイズも常識外ならば、断罪衣イスカリオテが分ぶん析せきするデータも規格外。ありえない質量を生み出して巨腕が突つきあがっていく中で、ラーフラの周りにはさらなる異変が相次いだ。

　ばたばたと、〈槍ランス〉が倒たおれていったのだ。

　強きよう烈れつな喪そう神しん現象によって、さしもの教団の精せい鋭えいたちが意識を失ったのである。

　いいや。

　それだけではない。

　倒れた〈槍ランス〉の隊員を貪むさぼりつくそうと〈獣ベステイア〉たちが殺さつ到とうし──その勢いのまま、彼らもまたもんどりうって、大地へと伏ふしたのだ。

「まさか……」

　その異常な光景に、ラーフラは蒼そう白はくの表情で棒立ちとなった。
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「まさか……」

　シスター・レアもまた、同じ現象に直面していた。

〈槍ランス〉の隊員も〈獣ベステイア〉もともに倒れ、レアと連れん絡らくをとっていた〈塔ルーク〉の通信員までも、さきほどから返事がなくなっていた。

　ひどく、静かだ。

　たてつづけに轟とどろいていた砲ほう声せいも咆ほう吼こうも、今はほとんど聞こえなくなっている。

　わずかに続いていたものも急速に減少し、それと悟さとる前に消えてしまっていた。ついさっきまで御陵市・第四区を占しめていた地じ獄ごくは、あっという間に消しよう滅めつしつつあった。

　代わりに、しんとした静せい寂じやくだけが残された。

　誰だれも動かない、静寂だけが。

「まさ……か……」

　もう一度、シスター・レアは呟つぶやいた。

「……〈獣ベステイア〉まで……喪そう神しん現象に……？」
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「……そんな」

　カルロが、茫ぼう然ぜんと見上げた。

　闇やみの巨きよ腕わんは、ただそこにあるだけ。

　なのに、ありとあらゆる生命いのちが沈ちん黙もくしていく。人や〈獣ベステイア〉だけでなく、かろうじて残っていた樹木や庭園の薔ば薇らまでもが無む惨ざんに立ち枯がれていくのを、断罪衣イスカリオテの超ちよう感覚は認にん識しきしていた。

　その異常に、記き憶おく野やのある文章が明めい滅めつしたのだ。

　秘ひ蹟せき研究室が提出したレポートの、とりわけ厳重に秘ひ匿とくされた条じよう項こう。

「正……一階位の……〈獣ベステイア〉……」

　低く、枢すう機き卿きよう代行は呻うめいた。

　それは、理論上のみの存在のはずであった。

　──すなわち、〈獣ベステイア〉の最高位。

　時空の歪ゆがみが耐たえきれる、限界の存在密度。同じ〈獣ベステイア〉さえ喪神現象に陥おとしいれるほどの、圧あつ倒とう的てきな異常。

　しかし、聖せい戦せんの最中でさえ、確かく認にんされたのは準二階位までだ。そんな存在を正一階位に据すえたのは、単に数値基準として算出しやすいという、人間側の都合だけだったはずなのに。

　なのに、

「ああ、正一階位だ」

　蒼そう馬まが言う。

　肯こう定ていする。

　彼もまた巨腕を見上げたまま、眉まゆをひそめる。

「あれが〈獣ベステイア〉だ。その根源だ。七つの大罪のその先におわす──ただただ純じゆん粋すいたる絶対だ」

　言葉面づらと裏腹に、口調に賛美の色はなかった。

　単に、事実を述べただけ。

　そんな台詞せりふであった。

　だからこそ、耳にした者も納なつ得とくせざるを得なかった。どんなに否定したい事実であっても、受け入れざるを得なかった。

「蒼……馬……」

　カルロの首が、がくりとうなだれる。

　地面についていた膝ひざから力が失われ……必死に抵てい抗こうしようと強こわ張ばった身体からだもむなしく、隻せき眼がんの神しん父ぷもまた校庭に伏ふす。

　蒼そう馬まが、ため息をついた。

「断罪衣イスカリオテの資格者でも耐たえられん、か。そうだろうな。これほどの『歪ゆがみ』となれば、俺でもきつい」

　ぎり、と拳こぶしを握にぎりしめる。

　指の隙すき間まから紫の血がこぼれ、すぐにその色を薄うすれさせた。

　それから、踵きびすを返した。

　唯ゆい一いつ、変わらずに降り続ける雪を肩かたから払はらいのけ、

「……存外に、つまらんものだな」

　ぽつりと、呟つぶやいた。





４






　皆みなが……倒たおれていった。

　人も〈獣ベステイア〉も関係なく、誰だれもが倒れていった。

　それは第四区や御みさ陵さぎ市しに限定されず、ゆっくりとその外へも広がっていった。
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　世界は……とても静かになっていった。





６






　……………………

　……………………

　……………………
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「……ぁ……が……」

　声が、漏もれた。

　肺にたまっていた空気が、出口を求めて気道を押おし広げた──それだけの理由で生まれた声だったが、それでも主人イザヤを目覚めさせるには十分だった。

　意識が、ゆっくりと戻もどってくる。

　感覚が、ゆっくりと回復する。

　目を、開いた。

　どうやら、さきほどの地下通路のようだった。

　聖せい堂どうを吹ふき飛ばされた結果、ここまで戻ってきたらしい。

　無事だったのは、最後にノウェムが放った聖せいアガタの炎が、わずかなりとも巨きよ腕わんの出現による余波を相そう殺さいしてくれたものか。

「イザヤ様！」

「……ノウェム」

　少年の目覚めに気づいた人形が、慌あわてて駆かけ寄り、その顔がこちらの視界にかぶさった。

「イザヤ様！　大だい丈じよう夫ぶですか！」

　息のかかるほどの、距きよ離り。

　柔やわらかそうな唇くちびる。

「────!?」

　その近さに一いつ瞬しゆん赤面し、イザヤが息を止める。

「イザヤ様！　やっぱり何か！」

「な、なんでもない！　いいから離はなれろ！」

　慌ててもぎはなし、かぶりを振ふった。

　こんな状じよう況きようなのに何を意識してるのだろうと馬ば鹿か馬ば鹿かしくなったが、それでも我を取り戻せたのは確かであった。

　それから、

「これ、は……」

　と、自分の身体からだに触ふれた。

　イザヤが身体に纏まとっている服は、ただの聖職衣カソツクに戻っていたのだ。

　内側の断罪衣イスカリオテとしての機構はすべて吸い尽つくされ、残ったのは変へん哲てつもないうわべだけ。なんとも貧ひん相そうな結果が、自分にはお似合いな気もした。

　地上の喧けん噪そうも、まるで聞こえなかった。

　戦いはどうなったのか。

（……いいや）

　その答えも、なんとなく分かっている。

　身体中に、鈍にぶくのしかかるような圧力プレツシヤー。

　初めて意識するこれが、喪そう神しん現象というものなのだろう。気をゆるめれば、自分も吞のみ込こまれてしまいそうだ。イザヤも垣かい間ま見みたあの『産道』をくぐりぬけたモノの起こす現象ならば、〈槍ランス〉の隊員はおろか、同じ〈獣ベステイア〉でさえも耐たえられまい。

　ノウェムが無事なのは第九祭さい器きとしての特性として、自分までも無事なのは……やはり正体のゆえだろうと思った。

「……あら、助かったのに暗い顔だこと」

　ノウェムではない、もうひとりの女の声がかかった。

「!?」

　壁かべにもたれて、もうひとりの少女が座すわり込こんでいたのだ。

　長い黒くろ髪かみに、御みさ陵さぎ学院の制服を着た姿を、見み間ま違ちがえるはずもあるまい。

「玻は璃り！」

　いや。

　疲ひ労ろうの色を濃こくしながら、それでも妖よう艶えんに微笑ほほえんだ横顔は、玻璃であって玻璃ではなかった。

「……お前」

「やっと気づいたの？　本当に鈍にぶいままね。うっかり、あたしの方が眠ねむっちゃうところだったわよ？」

　妖よう女じよが、淡あわく唇くちびるの端はしをつりあげる。

　それでも、壁から背は離はなさなかった。

　離すだけの力が残ってないのだと、嫌いやでも分かってしまった。

「大だい丈じよう夫ぶ……なのか？」

「……そうねえ。……ちょっと……疲つかれちゃったかしら」

　ため息をつく。

　その妖女に、ノウェムが話しかけた。

「あの聖せい堂どうの最後、私の炎だけで耐たえられたとは思えません。……あなたが、私たちを助けてくれたのですか？」

「…………」

　すぐに、妖女は答えなかった。

　数秒ほど沈ちん黙もくしてから、

「……どうして、かしらね」

　本当に自分でも分からないといった顔で、眉まゆをひそめた。

「放っておけば良かったのにね。あの変な手に、あらいざらい中身を持っていかれて、ほとんどからっぽみたいなものなのにね。なんで、あたし、そんなことしたのかしら？」

　誰だれかに問いかけるようで、しかし答えを求めているようではなかった。

　ただ、純じゆん粋すいに不思議だと、そう思ってるようだった。

「あ～あ」

　と、その身体からだが斜ななめに壁をずりさがる。

「────っ！」

　イザヤが駆かけ寄る。

　本当は、名前を呼びたかった。

　だけど、こんなときになって、相手の名を知らなかったことにやっと気づいた。

　知ってるのは、異名だけ。

　バビロンの大だい淫いん婦ぷ、と。

　それとも、彼女のことも、玻は璃りと呼ぶべきだったのだろうか。

「おい！　しっかりしろ！」

「……うるさいわね」

　肩かたを抱だいた少年に、弱々しく妖よう女じよが目を開く。

　美しい人さし指を立てて、そっと少年の唇くちびるへと触ふれた。

「……いいこと？」

　と、ゆっくり囁ささやいた。

「知ってる？　私、ひどい悪女なのよ？」

「知ってる」

　胸がいっぱいになるのを感じながら、イザヤがうなずく。

　この妖女に、何度振ふり回されたか分かりはしない。自分に断罪衣イスカリオテを与あたえたのも彼女なら、その使い方を教えたのも彼女だ。振り返ってみれば、御みさ陵さぎ市しに来てからのイザヤは、この妖女の罠わなにハメられたようなものだった。

「知ってる？　こんな世界、数分もあったら滅ほろぼしちゃえるのよ？」

「知ってる」

　肯こう定ていする。

　実際、そうだったのだろうと思う。

　彼女こそは〈獣ベステイア〉の中の〈獣ベステイア〉であった。その気になれば、教団を裏から乗っ取ることも、〈獣ベステイア〉を扇せん動どうして御陵市ごと蹂じゆう躙りんすることも容易だったろう。

「知ってる？　あたし気まぐれだから、いつあなたごと、そうしちゃうか分からないのよ？」

「知らない」

　初めて、イザヤはかぶりを振った。

　否定された妖女は、まるで幼子のように、不思議そうに首を傾かしげた。

「どうして？」

「お前は……絶対にそうしない」

　イザヤの声が、重く重く通路に響ひびく。

「するわよ」

「しない」

「するの」

「絶対、しない」

　きっぱりと、イザヤは言った。

「もっと前に、気づくべきだった」

　イザヤの顔が、くしゃくしゃと歪ゆがむ。

「七つの大罪をすべて兼かね備えた者なんて……当たり前に知ってた」

「……何よ、それ」

　不満そうな妖よう女じよへ、

「人間だよ」

　今にも泣き出しそうな顔で、イザヤは言った。

「知ってたか？　お前、本当に人間らしいんだぜ。だからさ、人間ってのはそんな大罪を持っていて、我が慢まんして、当たり前なんだ。みんな、そんな当たり前で生きてるんだ」

「…………」

　妖女が、黙だまり込こんだ。

「──知らなかったわ」

　ぽつりと、口にした。

「そう、みんな我慢してるの？」

「我慢してるんだ」

　イザヤが答えた。

「しんどいのね」

「しんどいんだよ」

　泣き笑いみたいな表情のままで、イザヤはうなずいた。

　ノウェムはそんなふたりを見守っていた。人形の横顔に去来するものは、水のように濃こくて淡あわい物悲しさであった。

　妖女は、もう一度ため息をつく。

　そして、訊きいた。

「じゃあ、教えてくれる？」

「何を？」




「──あなたは、誰だれだったの？」




「ああ」

　と、イザヤは受けて、その答えを口にした。
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　それは、シスター・レアの模も倣ほう奇き蹟せきを受けて、少し後のことだった。

　尼に僧そうの見たものをそれぞれ個別に聞いた後、イザヤとカルロは教区長室へ戻もどっていた。

「イザヤさん」

　いつものように、髑髏の海賊旗ジヨリーロジヤーを背にして、カルロは問いかけたのだ。

「シスター・レアから聞きましたが、あなた、自分のことに気づいていたんですか？」

「全部じゃない。なんとなくの推測だけだよ」

　と、イザヤは片目をつむった。

「これだけヒントが出てくりゃ、見当ぐらいはつくだろ。まあ、細かい部分についてはお前に訊きけって言われたけどな」

　呆あきれたように、肩かたをすくめる。

　それから、改めて尋たずねたのだ。

「聖せい戦せんのとき、何があった？」

「…………」

　カルロは、少しの間黙だまり込こんだ。

　自分が思い出さされた記き憶おくの内、一体何から話せばいいのかと思案している風であった。

　結局、こう切り出した。

「クローンって、知っていますか」

「遺伝子を複製した双ふた子ごのようなものだろ」

「ええ、聖戦以前から、この研究にはいろんな抗こう議ぎがなされたものですよ。とりわけ人間のクローンについては過激な意見が多かった。──たとえば、過去の偉い人じんや大罪人もクローンとして複製をつくれるのか、とね」

　カルロの隻せき眼がんが、鋭するどい光を宿した。




「だったら、ある宗教の開祖を蘇よみがえらせようと考えた者がいても、不思議ではないでしょう」




「おい、それは……」

「もちろん異い端たんですよ」

　あっさりと、カルロは認めた。

「異端も異端。まともな宗教者が聞けば憤ふん死ししてもおかしくありません。ですが、そうした異端ほど、水面下で動いたとき暴走しがちなものでして。恥はずかしい限りですが、彼らの行動力は凄すさまじいものでした。二千年前の救世主を磔はりつけにした聖せい釘ていや聖せい骸がい衣いといった品を漁あさり、ついに不完全とはいえ、その遺伝子情報を入手したんです」

　カルロの言葉は冷ややかで、同時に異様な熱を孕はらんでもいた。

　この神しん父ぷではなく、遺伝子情報を求めた異い端たん者しやたちの熱だろうと思われた。

「今不完全と言った通り、二千年もの時間を経ている以上、完全なクローンは不可能でした。ですが、それを補う方法も同時に開発されていました」

　一いつ拍ぱくおいて、神父は言う。

「相性の良い、ほかの遺伝子と合成することです」

「…………」

　イザヤは、ただ唾つばを吞のみ込こんだ。

　カルロの言葉がただの夢物語フイクシヨンではないと、そう思えたからだ。

　遺伝子を別の遺伝子によって補完する。これも、それ自体はおかしな技術ではない。まっとうな科学実験でも、普ふ通つうに公開される程度の内容だ。しかし、二千年前の生きた個人を再生するために、さらに別の人間の遺伝子を求めるとなれば、それはもはや狂きよう気きの沙さ汰たとしか言いようがあるまい。

「暴走した一派は、世界中の遺伝子データバンクを漁あさりました。宗教的な情熱は彼らを動かすのに十分でしたし、秘ひ密みつ裏りに動かねばならぬとはいえ、それだけの権けん威いや財力も持ち合わせていました」

　言葉面づらだけは淡たん々たんと、カルロが続ける。

「このとき、遺伝子的な一いつ致ちを見たのが、『九く瀬ぜ勇ゆう哉や』といわれる少年でした」

「っ──！」

「過去の救世主と同じ人種でもなく、出身地域も違ちがう少年が、遺伝子においては相補的であった理由は分かりません。それこそ運命としか言いようがないでしょう」

　カルロが、かぶりを振ふる。

　運命の一言でかたづけるには、あまりに数奇な巡めぐり合わせだった。

　だが、イザヤにとってはそうでも、世界にとってはただの偶ぐう然ぜんだったかもしれない。

「残念ながら、彼らが接せつ触しよくをはかった数日前、『九瀬勇哉』は亡なくなっていました」

　そんな少年の様子を見ながら、カルロが言う。

「だから、その死体の細胞だけを使ったんです」

「それが……『九瀬諫いざ也や』か」

　イザヤが、たまらないといった感じで、顔へ手を重ねた。

　九瀬勇哉という死んだ少年と、二千年前の救世主を掛け合わせた存在。

　人工の救世主。

　聖せい戦せんの英えい雄ゆうの、正体。

「救世主の遺伝子がどう働いたかは分かりませんが、『九瀬諫也』に強大な『力』があったことは確かですね。つくりだした異い端たん者しやたちもさぞ満足だったでしょう。断罪衣イスカリオテや聖せい霊れい機関の研究が一気に進んだのも彼あってこそです。彼だけにあわせて、第九祭さい器き──ノウェムがつくられたのも当然ですね」

　カルロの言葉が、微び妙みように揺ゆれた。

「聖せい戦せん当時の私はそんなことも知らず、ただ彼こそが英えい雄ゆうだと無む邪じや気きに喜んでいましたよ。なんとも情けないでしょう。あげく、聖戦が終わった後必死にレポートを漁あさって、真実を知って……私が選んだのは、その卑ひ怯きような異端者たちの跡あとを継つぐことだったんです。『九く瀬ぜ諫いざ也や』に万が一があったときのための、双ふた子ごの弟なんて偽ぎ装そう情報に頼たよったんですよ」

　まるで懺ざん悔げのように、神しん父ぷは十じゆう字じ架かを握にぎりしめる。それさえ許されないというように、ただ奥おく歯ばを嚙かみしめる。

　イザヤが、訊きく。

「それが……俺か？」

「……はい」

　と、カルロはうなずいた。




「あなたは……その『九瀬諫也』から、さらにつくったクローンです」




　はっきりと、カルロ・クレメンティ枢すう機き卿きよう代行は告げた。

「覚えていますか？　この御みさ陵さぎ市しに来る前のことを」

　イザヤの記き憶おくには、狭せま苦くるしい牢ろう獄ごくと看守ばかりが残っている。




　──饐すえた臭においのする独どく房ぼう。

　──そのくせ、通路は真っ白で塵ちりひとつ落ちてない、理想的な獄舎。

　──囚しゆう人じんたちの呻うめき声。まるで実験動物でも見つめるような看守たちの瞳ひとみ。

　──身体からだを締しめ付ける拘こう束そく服ふく。

　──ねじ曲げられる関節。

　──嘔おう吐とさえ許されない苦痛の最中で、押おし込こまれた面会室。

　──強化ガラスの向こうで、自由になりたいですかと問うた、眼帯の神父。




　だが、シスター・レアは言ったのだ。

　──『その記憶は、偽いつわりです』

　はっきりと、きっぱりと、あの尼に僧そうがイザヤに告げた。

　そして今、カルロが言う。

「あなたが牢獄だと思っていたのは、病院の拘束室です。囚人だと思っていたのは似た実験に使われた患かん者じやで、看守と思っていたのは医者や科学者です。あの病院で、一いつ般ぱん的てきな生活を送るための基き礎そ知識を、あなたの脳細胞へ流し込こみました。人格としての基礎データは『九く瀬ぜ勇ゆう哉や』のものを幾いく分ぶん抽ちゆう象しよう化かさせたものです。あなたがスラムに住んでいたように記き憶おくしているのは、そのためでしょう」

「…………」

　イザヤは沈ちん黙もくする。

『九瀬諫也ほんもの』でも、『九瀬勇哉にせもの』でもない。

　ただ、虚きよ構こうと仮かり初そめと偽いつわりだけで塗ぬり固められたのが、真実の自分だった。

　せめてニセモノであったなら、誰だれかがそう言ってくれたなら、ずっと楽でいられたろうに。

「……そうか」

　ぼんやりと、口にした。

　なんとなく、淡あわく微び笑しようした。

「イザヤさん？」

「そんなことは、もうどうでもいいよ」

　肩かたをすくめ、手を広げてみせたのだ。

「俺は今ここで生きている。それだけで十分だ。──それに、ノウェムがこの街そのものだっていうなら、俺はこの街を救うしかないだろ」

　その言葉に、カルロは唇くちびるを嚙かんだ。

　何か、ひどくいがらっぽいものを、胸に詰つめ込んだような顔であった。

　それから、

「もうひとつ、シスター・レアから聞いたことがあります」

　と、言った。

「あなたは……後、どれぐらい耐えられますか？」

「さあ。でも、今回ぐらいなんとかなるよ」

　そっと、右みぎ腕うでを押おさえた。

　すでに、肩かた口ぐちから先のすべてが〈獣ベステイア〉になっていることを、イザヤは感じていた。
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「──そう」

　話を聞いて、妖よう女じよはイザヤを見上げた。

　地下の通路で、少年に肩を抱だかれたまま、ふんと鼻を鳴らす。

「馬ば鹿かね」

「かもな」

「本当に、馬ば鹿か」

「二度も言わなくていいだろ」

「何度言ったって、足りないわよ」

　と、妖よう女じよは笑った。

　その後、こう付け加えた。

「本当はね、あたし、ずっとあなたを食べたかったのよ？」

「俺を？」

「あのイコンってのが言ってたわ。〈色欲〉は、ひとつになりたいっていう大罪なんですって。あたしの元々の──玻は璃りの大罪はそれだったから、愛いとしいお兄さまを食べてでも、ひとつになりたかったんでしょうね。ひとつになるための行こう為いが、食べるって結論になるあたり、あの娘こらしくて可か愛わいいって思わない？」

　自らの半身に言いたい放題言って、妖女は悪いた戯ずらっぽく目を細める。

「でも良かった。こんな馬鹿食べたら、馬鹿が伝染うつるもの」

「ひでえな」

「言ったでしょ？　あたしはひどいのよ。──ね、こんなときぐらい、もっと気分入れて抱だきしめて」

　少年がそうすると、妖女は耳元で数言ほど囁ささやいた。

　びくりと震ふるえた少年に、ころころともう一度、愉ゆ快かいそうに笑う。

「ああ、いい気分。こんなに楽しいの、生まれて初めて」

　そんなことを言って。

　あっさりと、瞼まぶたを閉じた。

　閉じたまま、もう開かなかった。

「イザヤ様？」

　ノウェムが、背後から呼びかける。

「……『九く瀬ぜ諫いざ也や』じゃなくても、『九瀬勇ゆう哉や』じゃなくても、あなたを食べたかったのよ、だってさ」

　低い声で、イザヤは言う。

　重く吐と息いきをついて、かぶりを振ふった。

「……玻璃の方は、喪そう神しん現象で寝ねてるだけだ。命に別状はねえだろ」

　少年の腕うでの中で、少女は安らかな寝息をたてていた。

　もはや〈獣胎エンブリオ〉ではないのだろうと、そんな確信があった。朱と鷺き頭とう玻璃は、やっと普ふ通つうの少女へ戻もどれたのだ。

　そのことをどう思えばいいのか、イザヤには分からなかった。

「安全なところまで、運んでやらなきゃな。──手伝ってくれよ？」

　少女を抱だき上げ、振ふり向かないままで、イザヤは人形へと呼びかけた。
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　地上は白く、本当に静かであった。

　しん、と耳が痛くなるほどの静けさだ。

　ありとあらゆる喧けん噪そうが絶え、砲ほう声せいや人の声ばかりか、鳥や虫の鳴き声も一切聞こえない。喪そう神しん現象はあらゆる生き物を平等に眠ねむらせていったのだろう。

　イザヤたちが出てきたのは御みさ陵さぎ学院・東門の外れであったが、〈槍ランス〉の隊員も〈獣ベステイア〉もともに折り重なって、何かのオブジェのように倒たおれていた。

「……あれ、か」

　イザヤが、天空を仰あおぎ見る。

　巨きよ大だいな闇やみの腕うでは、もはや第四区に屹きつ立りつする壁かべのようだった。

　今この瞬しゆん間かんも、徐じよ々じよに大きくなっているように見える。その腕が抜ぬけ出た最後には、あのイコンが言っていた『夢見るモノ』が出現するのかもしれない。

　ただ、静かだ。

　あらゆる戦いは、ここに終しゆう焉えんを迎むかえている。

　自分たちがいるのが、学院という日常の風景であるだけに、かえって失われたものは浮うき立って見え、世界の破は滅めつという言葉を実感することができた。

　雪だけが、しんしんと降り続いている。

　しかし。

　その白い滅ほろびの中で、突とつ然ぜん異変が生じたのだ。

「────っ！」

　イザヤだけでなく、ノウェムまで硬こう直ちよくした。

　倒れていた〈獣ベステイア〉たちの様子に、異変が生じたのだ。

　一瞬、カメラのレンズがぶれたかのように、〈獣ベステイア〉たちの輪りん郭かくが曖あい昧まいになり──その直後、ごく普ふ通つうの制服や私服を纏まとった、生徒や教師たちに変わっていったのである。

「〈獣ベステイア〉が……人に戻もどって……」

　少年は、茫ぼう然ぜんと呟つぶやいた。

　喪そう神しん現象の極きわまるところ、人に憑ついた〈獣ベステイア〉さえもがその在り方を見失い、解除されてしまう。理り屈くつでは分かっても、これまで不可逆だった人から〈獣ベステイア〉への変へん貌ぼうをさんざん見せつけられ、不可逆だと思い知らされているだけに、少年にとっては稲いな妻ずまのごとき衝しよう撃げきであった。

「……はは」

　乾かわいた笑いが、こぼれる。

　失われた命は、戻もどるまい。

〈槍ランス〉に滅ほろぼされた〈獣ベステイア〉も、〈獣ベステイア〉に殺された〈槍ランス〉の隊員も、甦よみがえることはあるまい。

　それでも人間に戻れた者がいることに、イザヤは拳こぶしを握にぎった。

　その聖職衣カソツクの裾すそが、背後からきゅ、とつままれる。

「ん？」

「イザヤ様……」

　指先だけで、臆おく病びようにつまんでいるのはノウェムであった。

　振ふり返った少年に、人形は少し躊躇ためらってから尋たずねた。

「イザヤ様の……手は……」

「ああ」

　自らの右手を、少年は見下ろす。

　彼自身、〈獣ベステイア〉になりかけているという事実も、虚きよ構こうの正体を教えたときに暴ばく露ろしていた。だからこそ、真っ先にノウェムはそのことを訊きいたのだ。

　しかし、

「……いや、こっちはどうにもならんらしい」

　苦く笑しようして、少年はかぶりを振った。

　右手に宿った違い和わ感かんは、消えていなかった。

　この喪そう神しん現象にも耐たえられているからこそ、少年の〈獣ベステイア〉だけは解除されないのだろう。だからといって、わざと喪神現象にかかれば抜ぬけられるものでもあるまい。

　もとより、〈獣ベステイア〉に憑つかれた理由も普ふ通つうとは違ちがう。

　あっさりと諦あきらめて、イザヤは別のことを訊いた。

「放っておけば、雪で体温を奪うばわれて死んじまう。重傷者だけでも回収できるか？」

「はい、サーバー・クリュプタは生きてます。自動機械オートマトンも機能してますので、回収は問題ありません」

「じゃあ……」

　言いかけて、イザヤは猛もう烈れつな勢いで振り返った。




「──これは、意外」




　と、声がかかったのだ。

　戦場となった校庭で、奇き跡せき的てきに無事だった樅もみの樹木の陰かげへ、細身の人ひと影かげが佇たたずんでいた。

　少年と人形の顔に、緊きん張ちようが走る。

　イコン。

　包帯まみれの少年が、再び現れていたのだ。

「まさかあなたたちが生きていて、しかもこの喪そう神しん現象の中を動けるとは思わなかったなあ」

　陽気な声こわ音ねで、イコンは後頭部の包帯をがりがりと搔かいた。

　少年を庇かばうようにして、ノウェムが前に出る。

　イザヤが、訊きいた。

「俺たちをどうするつもりだ」

　すると、イコンはすっと人差し指をあげた。

「取り引きしません？」

「取り引き？」

　眉まゆを寄せた少年に、イコンがうなずく。

「うん、僕が主と──『夢見るモノ』と十分話し終えるまで、待っててくれないかな。その間、ほかの人にも危害を加えたりしないから」

「イザヤ様、こんな相手の言うことを──」

　阻はばもうとしたノウェムを制止し、イザヤはこう訊き返した。

「どれぐらい時間がかかるんだ？」

「さあ」

　ことん、と包帯の少年は首を傾かしげた。

「一日？　十年？　一万年？　うん、どれでも大差ないよね。死すら死するほどの永えい劫ごうの後には、どうせこの星も滅ほろんでるだろうし」

　実に気軽に、そんなことを少年は口にしたのだ。

　はなはだしい時間感覚の欠けつ如じよを、まったく気にしていないようだった。

　イザヤは……その言葉に、白い息をついた。

「分かったよ」

「おお」

　大げさに手を広げて、イコンが歓かん喜きを示す。

　そんな相手へ、イザヤは目を細め、突つきつけた。

「お前の罪は──原罪だ」

「……ほう？」

　原罪。

　聖せい霊れい教きようにおける、人類の最初の罪。楽園にありし神の実をもいで、人類の始祖が手に入れてしまったもの。

　すなわち、知ち恵え。

「確か、こうだったな」

　と、イザヤは瞼まぶたを閉じる。




「──いつだって、私たちは、本当に自分がやりたいことなんて分からない」




　少年が言う。

　誰だれもが倒たおれ、雪ばかりが降り続く中で、その声には鋭するどい気き迫はくがこもっていた。




「──いつだって、私たちは、自分がやってることが正しいかなんて分からない」




　それは、この御みさ陵さぎ市しで、何度となく繰くり返された言葉。

　何頭もの〈獣ベステイア〉たちが口にして、夢に見て、倒れていった言葉。




「──だけど、神様が来てくれた」




　締しめくくる。

　いつも、終わりになる一句だった。

　イザヤは、イコンを見み据すえて告げる。

「これまで何度も聞かされた。〈獣ベステイア〉に喰くらわれたヤツから、お前が吹ふき込こんだ言葉をな。今やっとその意味が分かったよ」

「へえ」

「あれは、ほかの誰かじゃない。お前自身の願望だ。やりたいことも正しいことも分からない世界で、だからこそ自分の神に来て欲しかったっていう、お前自身の願いだ」

「…………」

　瞳ひとみの奥おく底そこに笑えみを滲にじませて、イコンはイザヤを見やった。

　黒ずんだ包帯にほとんどの表情を埋うめながら、今、人外の瞳は隠かくしきれぬ愉ゆ悦えつを帯びていたのだ。

　初めて他人に理解された者の、喜びかもしれなかった。

　その感情を無視して、イザヤはさらに言う。

「お前はただ知りたかっただけなんだ。〈獣ベステイア〉の跋ばつ扈こや人類の破は滅めつなんか、ただのおまけだ」

　この光景も。

　世界の滅ほろびていく静けさも。

　これまでの〈獣ベステイア〉との、酸さん鼻び極きわまる戦いも。

　何もかも、ただの副作用おまけに過ぎないと、イザヤは看破する。

　そして、

「ご明察」

　と、イコンもうなずいた。

「でも、僕の提案自体は本気だよ。あなたたちが寿じゆ命みようまでずっとふたりで暮らしていても、僕は何も手出ししない。ふたりだけの世界をどうしようともかまわない。ああ、そういう意味では正しく世界を征せい服ふくしたことになるんじゃないかな？」

「それも、二千年前の繰くり返しか」

　荒こう野やの誘ゆう惑わく。

　聖せい霊れい教きようの救世主が、悪あく魔まに受けた誘惑。

　ここから見える世界すべてを、お前のものとしてやろう──それが、悪魔の最後の誘惑であった。

「かもしれないね。誇ほこっていい。僕の願いを知ったものは、この二千年でキミがふたりめ。そういう意味で、キミは僕のふたりめの友達だ」

「まっぴらだ」

「おや、ひどい」

　くすくすと、イコンが笑う。




「こちらから、伝えるべきことは伝えました。では、もう会わないことを祈ってます」




　す、と樹木の陰かげへ、包帯の身体からだが滑すべり込こむ。

　次の瞬しゆん間かん、その姿は彼が現れたときと同じく、どこへともなく消え失うせていたのだった。
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　日は没ぼつし、校庭は夜を迎むかえていた。

　教団に残された自働機械オートマトンを使い、優先度トリアージの高い者から収容していくのに、およそ一時間ほどかかっていた。

　さきほどまで、数十からの自働機械オートマトンや装そう甲こう車しやが動いていた学院の敷しき地ちも、今は再びふたりだけの土地だ。

「──おおよその収容が終わりました」

　サーバー・クリュプタからの通信を受けて、ノウェムが報告する。

「一時期、カルロ様のバイタルが下がっていましたが、もちなおした模様です。ラーフラとレア様には外傷は少なかったため、玻は璃り様や鈴すず木き様と同じく経過観察扱あつかいとなってます」

「そうか」

　イザヤが、うなずく。

　同じ断罪衣イスカリオテ使いの三人さえも、この喪そう神しん現象に倒たおれていたのだ。片かた腕うでを失ったカルロも、幸い失血は免まぬがれており、問題となったのは聖せい霊れい機関の過か剰じよう使用による生命力低下の方だった。ノウェムの言葉からすると、それもなんとか耐たえ抜ぬいたのだろう。

　小さく、ため息をつく。

　今や、この御みさ陵さぎ市しで覚かく醒せいしているものは、ふたりきりだった。

　ひょっとすると……世界でも、かもしれない。

　御陵市は喪そう神しん現象によって孤こ立りつしてしまっているため、外部の状じよう況きようは分からないが、それゆえこれらの現象が世界すべてに広がっていないと、誰だれも明言できるものではなかった。

　イザヤとノウェムは、世界最後の人類なのかもしれない。

（……だとしたら、皮肉なものだな）

　と、少年は思う。

〈獣ベステイア〉になりかかった──半分人間をやめた少年と、半分だけ人間の人形。

　世界最後のふたりに自分たちを選んだのが神ならば、神とはよほどジョークがお気に入りなのだろう。

　それ神が、今御陵市から突つき出たあの巨きよ腕わんの主かどうかは、やはり分からないが。

「……できの悪い映画みたいだな」

　くしゃくしゃと、頭を搔かいて、イザヤが苦く笑しようする。

　少年は、壊こわれたベンチに座すわり込こんでいた。聖せい誕たん祭さいの模も擬ぎ店てんで使われる予定だったものだろう。そこらに吹ふき飛ばされていたのを使っているのだけれど、そうして学院の校舎を見上げると、今いま頃ごろ盛大に催もよおされているはずだった聖誕祭が、瞼まぶたにだぶるような気がするのであった。

　そこには、みんないるはずだった。

　玻は璃りも。

　カルロや、ラーフラも。

　鈴すず木きたち、生徒会の面々も。

　そして、自分やノウェムも、ごく普ふ通つうに混じっているはずだった。玻璃が仮装イベントに用意した服装は、どんなものだったんだろう。

　たった一日と少し──時間の流れの、なんと残ざん酷こくなことか。

「お前は、どうしたい？」

　問われて、ノウェムが大きな目を、さらに丸くする。

　しばらく言葉を選んで、こう口にした。

「イザヤ様の決断に従うのが私……のつもりです」

「そっか」

　少年もうなずく。

「……お前とずっと歩いていくのも、まあ悪くはねえな」

「イザヤ様！」

　たまりかねたように、ノウェムが少年の名を呼んだ。

　少年は、校舎を見上げていた。断罪衣イスカリオテ使いの戦いに巻き込こまれ、無む惨ざんに断たち切られ、あちこちの砕くだけた校舎であった。

「だけど、俺は……」

　このとき、その壊こわれた校舎が、突とつ然ぜん闇やみに浮うかび上がったのだ。

　まだ生きていたライトが、点灯したのである。

　ライトアップされた校舎を背景に、陽気な音楽が鳴り始めた。

　おそらくは聖せい誕たん祭さいの終わりフイナーレを祝うため、あらかじめセットされていた音楽だ。ライトだけでなくスピーカーも多くが壊れているため、ひどく歪ゆがんだり、遠かったりしたが、その陽気なジャズの旋せん律りつはたちまち学院の敷しき地ちを満たした。




　　Oh, when the saints go marchin' inああ、聖者が行進するとき

　　Oh, when the saints go marchin' inああ、聖者が行進するとき

　　Lord how I want to be in that number主よ、私もその列に加わっていたい

　　When the saints go marchin' in聖者たちが行進していく、そのときに




　──『聖者の行進』。

　生徒たちが集つどい、それぞれに相手を見つけてフォークダンスに誘さそい、あるいは窓辺や屋上に集まって、ダンスの輪を眺ながめるはずだった音楽。

　今は、たったふたりのためだけに鳴る聖歌ゴスペル。

　イザヤが、立ち上がった。

「手を、貸してくれるか」

「……は、はい」

　ふたりの手が、重なった。

　フォークダンスの踊おどり方なんか知らない。キャンプファイヤーの経験だってないし、チークもワルツも踊れるはずがない。

　だから、ただふたりは手を重ね、身を寄せた。

　トランペットの音に合わせて、ぎこちなく人形の瞳ひとみを見つめ、イザヤは先ほどの言葉の続きを話す。

「……だけど俺、お前を助ける前に、みんなと約束したんだ」

　ジャズのリズムに心を委ゆだねつつ、言う。

「戦うのに力を貸してくれって。戦いもせずに死ぬのはごめんだって。もう『九く瀬ぜ諫いざ也や』のふりもしてなかったのに、こんなみっともない俺に、いろんな人が名前と命を預けてくれた」

「……はい」

　ノウェムがうなずいた。

　少年の胸元に、こつんと人形は額を乗せる。

　その軽さに少年の顔が歪ゆがんだ。ひどくやるせない何かと、とても優やさしいものが、交こう互ごに年若い横顔を過ぎていった。

「だから今も、みんなの名前と命を預かったままだ。ひとりになったからって諦あきらめられない。……それで、いいか？」

「いいも、悪いもありません」

　ノウェムの返事は、簡潔だった。

「さっき、イザヤ様は言ってくださいました。私とずっと歩いていくのも悪くないと。それだけで、十分報むくわれているのが私です。……だから、これ以上望むことなんてできません」

　ノウェムの、顔があがる。

　そっと少年の腕うでから手を離はなし、自分の頰ほおをつねる。

「やっぱり私は人形です。こんなときも、涙なみだひとつ流せません」

「……泣こうが泣くまいが、そんなのは飾かざりだろ」

　ぶっきらぼうに、イザヤは吐はき捨てる。

　そんなイザヤへと微び笑しようして、

「……これだけ、食べていただけますか？」

　ノウェムは、聖職衣カソツクから小さなお菓か子しを差し出した。

「え？」

「模も擬ぎ店てんに出すつもりで、教会のキッチンにあったのを見つけたんです。この一枚だけ、割れずに残ってました」

　美お味いしそうな狐きつね色いろに焼けた、一枚のクッキーであった。

　それを手にして、イザヤは思い出していた。

　昨日の聖せい誕たん祭さいで、自分が告げた言葉を。




　──『後で、必ず食べに行くよ』




「覚えてたのか」

「はい」

　ノウェムがうなずく。

「……前に言ってたよな。この街は、お前自身だって」

「はい」

　もう一度、ノウェムがうなずく。

　校舎に照り返された光の中で、銀色の髪かみが揺ゆれた。こめかみに触ふれて、つうと溶とけた雪の名な残ごりが、人形の涙のように見えた。

「だから、俺はこの街を取り戻もどす」

　静かに、少年は宣言したのだった。





９






　巨きよ腕わんの果ては、もはや視し認にんできなかった。

　黒雲の向こう側へ抜ぬけて、遠く高く、どこまでも突つきあがっている。その先がどうなっているのか、人の身には想像することすらかなわなかった。

　すでに御みさ陵さぎ学院の敷しき地ちをほぼ吞のみ込こみ、地上からは屹きつ立りつした壁かべとしか見えぬ。

　そんな漆しつ黒こくの壁の前で、ノウェムが尋たずねた。

「どうするんですか？」

「こうだよ」

　イザヤが、腕うでへと触ふれる。

　目を細めて、ゆっくりと数秒、息を吸う。

「在れ」

　と、囁ささやいた。

　すると、巨腕の内側から、螺ら旋せん階段が生まれたのだ。

　巨腕の漆黒に対して、その階段は雪の色と同じ純白であった。

　長く、遠く、巨腕へゆるやかに巻きついて、純白の螺旋階段もやはり雲の向こう側まで伸のびていった。

「救世主だろうが〈反救世主〉だろうが、その資格って、要はこいつと感応できることだろ。だったら、この程度の小細工はできるさ」

　イザヤが、口にする。

　だから、イコンは自分と取り引きしようとしたのだ。

　たったひとり、自分だけにはこの巨腕の完全な顕けん現げんを阻はばむことが可能だから。

　そして、もうノウェムにも分かっていた。

　長い階段きざはしの最初に足をかけようとしたイザヤへ、人形は自分の胸を押おさえて、こう尋ねたのだ。

「私も、ついていってかまいませんか？」

「できることは、ないと思うぞ」

「ついていけるところまでで、いいんです」

「好きにしろよ」

　肩かたをすくめる。

　そうした後、少し考えて、言い直した。

「でもまあ、お前がついてきてくれると、俺は嬉うれしい」

「はい！」

　とても嬉しそうに、ノウェムは顔を輝かがやかせた。

　……そして。

　ふたりは、駆かけ出していく。

　イザヤの許可を受けて、ノウェムは断罪衣イスカリオテを展開していた。

　聖せいアガタの断罪衣イスカリオテの、機動速度は四階位。ほぼ音速に達しようかという疾しつ走そうなのに、もはや生身のはずのイザヤがまったくひけをとらない。

　少年の身体からだにも、不可逆の変化が生じようとしていた。

　いいや、その変化を、少年は無理矢理に引きずり出したのだ。

「…………」

　徐じよ々じよに遠ざかる御みさ陵さぎ市しの光景を見ながら、少年は、カルロと交わした最後の会話を思い出していた。




　──『一年って期間を区切ったのは、俺の寿じゆ命みようの問題か？』

　──『ええ』




　問いに、カルロはうなずいた。




　──『クローンのクローンであり、聖せい戦せん後ごに無理矢理成長させたあなたは、極きよく端たんに短い寿命しか持っていません。外見は変わらずとも、内臓や代謝には大きな負担がかかっているはずです』

　──『ひでえ話だな。最初から自由にするつもりなんざなかったのか』

　──『最初から、私は地じ獄ごくに堕おちるつもりでした』




　苦く笑しようを滲にじませた、カルロのその顔を覚えている。




　──『あなたが、自分自身で英えい雄ゆうとして立とうとするなど、考えもしませんでした』




　イザヤが走っていく。

　ノウェムと、走っていく。

　少年と人形、ふたりきりの主従は、いつしか互たがいの手を握にぎっていた。




　──『ものの研究によれば、人間の人格は、脳内ではなく環かん境きようによって構築されているそうです。誰だれかと語らった、誰かと笑った、誰かに怒おこった、誰かのために泣いた。そういう幾いく多たの関係が、人間をつくっているのだと』




　それは、たったひとりでは、人は人たりえないということ。

　いかなる英えい雄ゆうであろうが、いかなる天才であろうが、ひとりで完成された人格など幻げん想そうに過ぎないということ。

　この街で過ごした季節が、イザヤをつくった。

　この街で出会った人々が、イザヤをつくった。

　階段を駆かけ上がる数分にも満たない時間に、イザヤはそれらの記き憶おくを思い返していた。

「……すいません」

　と、背後で声がした。

　握にぎっていた手が、すっとゆるんだ。

「私は、ここまでみたいです」

　喪そう神しん現象が、ついに第九祭器ノウエムも蝕むしばんだのだ。

　これ以上進めば、地上数千メートルから落下するしかあるまい。人形に残された手段は、戻もどることだけだった。

　振ふり返らず、イザヤも手をゆるめた。

「……じゃあな」

　名な残ごり惜おしげに、愛いとおしげに、互たがいの指が手のひらをなぞり……離はなれていく。

　再び階段をのぼっていく背中へ、

「それでも！」

　と、ノウェムが叫さけんだ。

「それでも！　私はここにいます！　ここにいて！　たったひとりのイザヤ様を慕したっています！」

　そのノウェムの声も、遠くなっていく。

　景色が吹ふき飛んでいく。

　すでにイザヤは五感で認にん識しきしていなかった。それ以外の──模も倣ほう奇き蹟せきを司つかさどるのと同じ、超ちよう越えつした感覚で自らを俯ふ瞰かんしている。

　地上七千メートル。

　一万メートル。

　一万五千メートル。

　すでに酸素の濃のう度どは五分の一を割り、気温も氷点下を大おお幅はばに下回っている。

　なのに、まったく息苦しくない。イザヤの身体からだ自体が、酸素を必要としない何かへ組み替かえられているのだ。
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　すなわち、〈獣ベステイア〉へと。

　長く右手に宿っていた痛みは、少年の全身へと広がっていた。

「…………」

　イザヤが走っていく。

　誰だれも連れず、誰ともともにいられず。

　だけど、ひとりではないと、感じていた。自分の背中を後あと押おししてくれる手のひらを、確かにイザヤは感じていた。

（……おい）

　と、心の中へ呼びかけた。

　ぶっきらぼうに。

　はにかむみたいに。

（……いるんだろ、俺）

　自分でも、馬ば鹿かみたいな言葉だと思った。

　思考だからいいが、誰かに聞かれたらきっといたたまれなくなるだろう。

　しかし。

　答えは──あった。

（……呼びましたか？　僕）

　穏おだやかな声こわ音ねだった。

　激げき怒どする大人の男でも、泣き叫さけぶ赤ん坊ぼうでも、つかの間安らかな心持ちを取り戻もどしそうな声。

　なるほど、皆みなが想像する英えい雄ゆうとは、こういうものだろうとイザヤも納なつ得とくした。

　自分とは違ちがう、かつての英雄。

「お前が何者かも分かったよ」

　と、今度は言葉にして言う。

「バビロンの大だい淫いん婦ぷのやつ。俺に断罪衣イスカリオテを使わせるために、お前の魂たましいを一部だけ移植させやがったな」

（……そういうことに、なりますかね）

　内心の『声』が、苦く笑しようした。

「力を貸せよ」

　強く、言う。

（僕を表に出すんじゃなくて、僕の力だけ借りる？）

「ここを護まもりたいのは、お前じゃなくて俺だ」

　イザヤが言うと、内側の『声』は肯こう定ていした。

（ええ、その通りですね）

　長く葛かつ藤とうしていた命題に、ようやっと納なつ得とくしたような口調だった。

（結局、僕に足りなかったのはその執しゆう着ちやくだ。最初から何もかも与あたえられていたから、どれかひとつにこだわることができなかった。目に見えるすべてが大事すぎたから、最後の最後で迷ってしまって、道を違たがえてしまった）

「だから……〈獣ベステイア〉になってしまった？」

（多分、そうなるんでしょうね）

　それを最後に、内側の声が薄うすれ──代わりに、別の何かが伝わった。

　かつて『九く瀬ぜ諫いざ也や』が宿していたものであった。

　そのカタチを心で捉とらえ、発動する。




『我は模も倣ほうする。我は模倣する。我は模倣する』




　聞き慣れたその福ふく音いんが、響ひびいた。

　断罪衣イスカリオテを失ったはずの、イザヤの聖職衣カソツクからであった。





「限定量子干かん渉しよう場ば、固定。仮想数学領域より聖せい遺い物ぶつおよび規定状じよう況きようのパラメータ注入。本座標において仮想現実・聖せいゲオルギウスの断罪衣イスカリオテを起動。──すなわち三十八万七千三百五十三回の試行を開始します」






　聖職衣カソツクが、展開する。

　翼つばさに似て広がった装そう甲こうは、螺ら旋せん階段と同じ純白。以前にも比して神こう々ごうしく、しかしどこかしら儚はかなさも秘ひめて、その鎧よろいはイザヤを守護するべく再誕する。





「仮想現実の試行回数に問題発生。資格者の仮想現実保持が過か剰じようと判断。干かん渉しよう領域と干渉度をそれぞれ百七十八％に定義します。──再定義、再試行成功。すなわち百二十二万七千二百八十九回の試行を開始します」






　全身に、燃えるような痛みを、イザヤは感じていた。

『再構築』。

〈獣ベステイア〉としての能力が、新たな聖せいゲオルギウスの断罪衣イスカリオテをつくりあげたのだ。蒼そう馬まの『再構築』が大罪衣アンチ・イスカリオテも修復させていることを思えば、それは当然の理り屈くつでもあったろう。

　ただし、〈獣ベステイア〉と断罪衣イスカリオテが相あい容いれぬことは変わらない。

　それゆえ、イザヤの全神経は、業ごう火かで炙あぶられるごとき痛みを覚えていたのだ。展開しただけでこの有様。もしも、模も倣ほう奇き蹟せきまで行使したならば──やはり以前の蒼馬のごとく、陽極プラスと陰極マイナスの相反する『力』が、イザヤ自身を崩ほう壊かいさせるだろう。

（それで……いい）

　イザヤは、思う。

　この身体からだは、後ほんの少し保もつだけでいい。

（『門ゲート』になるまでの間……保ってくれればいい）

　それが、イザヤの目的だった。

　かつて、〈獣ベステイア〉と化した『九く瀬ぜ諫いざ也や』は、そのまま〈反救世主〉──『門ゲート』になってしまうはずだった。玻は璃りに喰くわれなければ、聖せい戦せんのときに世界が終わっていたのにとは、イコンも言っていたことだ。

　ならば、同じことは、イザヤにも出来るはず。

　夢見るモノを誘いざなうための『門ゲート』ではなく、追い払はらうための『門ゲート』。

　うまくいくかどうかは分からない。

　すべては仮説で、試してみることもできない。ぶっつけ本番もここまで来れば、苦笑いするしかないだろう。

　それでも、イザヤにはほかの手がなかった。

「…………」

　加速する。

　少年の身体は、さらに加速していく。

　外部から見たイザヤの姿は、もはや一条の光に等しい。

　無限とも思える、長い長い螺ら旋せん階段を巡めぐりのぼる、美しい光の竜。

　遙はるか夜空の彼方かなた、気が遠くなるほどの距きよ離りを駆かけ抜ぬけて、やがて少年は巨きよ腕わんの手のひらへと登り詰つめた。

　ひとつの島が乗りそうな、巨大な手のひらであった。

　星が近い。

「……ああ」

　と、イザヤもため息をついた。

　地上のどこよりも美しい、幾いく百ひやく幾千の星々が、頭上には広がっている。

　ここに来れただけで、戦ってきた甲か斐いはあったように、イザヤはほんの少しだけ思った。

　数秒ほどで視線を戻もどすと、同じ手のひらの上に、別の人ひと影かげが見えた。

　闇やみが見えた。

「……やっぱり、お前か」

「……やっぱり、俺だよ」

　不敵に笑った男は、闇よりも深い漆しつ黒こくの鎧よろいを纏まとい、槍やりを握にぎっていた。

　呪のろわれしロギノスロンギヌスの槍。

「きっと、最後はここに来ると思っていた」

　蒼そう馬まは、やっと待ち人に出会えた子供のように笑った。

　ゆっくりと、こちらへ歩いてくる。

「どいてくれないか？」

「そりゃ聞けないな。こうなることだけが、俺の願いだったんだから。『九く瀬ぜ諫いざ也や』でなくて、お前と最後まで戦やれなかったのだけが、俺の心残りだった」

　猛たけ々だけしく、蒼馬が白い歯を剝むいた。

　その背後で、イコンが──包帯まみれの少年が、やっぱりこうなったかというように、宇宙そらを仰あおいだのも見えた。





「我は模も倣ほうする。──ロギノスの、大罪の槍を」






　蒼馬の手の中で、槍は闇色の炎を燃えたぎらせた。

　ここに至って、もはや一切の言葉は不要。

　その闘とう志しが、嫌いやでも伝わってくる。

　イザヤもまた、覚かく悟ごを決める。

　呟つぶやいた。





「我は模も倣ほうする。我は模倣する。我は模倣する」






　秘ひ蹟せき福ふく音いん。

　ごっ、と空気がなだれ込こむ。

　この天空の空気が、たったふたりだけに集中するようだった。

　出力をあげた聖せい霊れい機関は、少年の身体からだへ相反する『力』を注ぎ込んでいく。今にも崩ほう壊かいしてしまいそうな衝しよう撃げきに、必死でイザヤは堪たえた。

　同時に、自分の内側が、どこか遠くにつながるのを感じた。

　それが、『門ゲート』なのか。

「──それが、キミの選せん択たくかい？」

　蒼そう馬まの背後から、イコンが訊きいた。

「ああ」

　きっぱりと、イザヤが言う。

「俺の、選択だ」

　続けざま、咆ほう哮こうする。

　身体に渦うず巻まく相反する『力』のすべてを、その一撃へと集中させた。





「我は模倣する。──聖せいゲオルギウスの、滅ほろびの槍やりを！」






　純白と、漆しつ黒こく。

　イザヤと、蒼馬。

　ふたりの槍が激げき突とつし、奇き蹟せきと反奇蹟が拮きつ抗こうし、ありとあらゆる神秘と魔ま性しようを収しゆう斂れんさせて絡からまり合い──やがて、たったひとつの答えを出した。
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　──その日、九く瀬ぜイザヤは、死んだ。





〈続く〉










あとがき






　お待たせしました！　イスカリオテ六巻をお送りします。

　今回、電でん撃げき文庫さまの調整と、イラスト担当の岸きし和わ田だロビンさんのスケジュールがなかなか折り合わず、僕が前巻で予告した時期よりも遅おくれてしまいました（調整が終わるまでシリーズを休止して、別の作品を立ち上げる話もあがってたぐらいです）。五巻の展開からやきもきしていた読者の方には、本当に申し訳ありません。

　ただ、その分原げん稿こうを見直す時間はたっぷりありましたので、皆みなさんの満足のいく出来に……なっていたらいいなあと思ってます。




　物語はいよいよクライマックスを迎むかえました。

　これまでのシリーズにおいても、最大の激戦といって良いでしょう。イザヤもノウェムも玻は璃りも、カルロもラーフラもシスター・レアも、そして御みさ陵さぎ市しにおける教団の誰だれもが、熾し烈れつを極きわめる戦いへと、自分たちの身を投じています。あのバビロンの大だい淫いん婦ぷさえも、今回ばかりは例外となりえません。

　そして、今回の最後まで読み終わった方なら、わざわざ前回のあとがきで「全七巻の予定です」と断りをいれた理由に気づいてらっしゃるでしょう。

　そう、もう一冊あります。

　それは最後の大罪であり、最後の物語です。




　末筆ではありますが、お忙いそがしい中をやりくりしてイラストを描かき上げてくださった岸和田ロビン様、聖せい人じんや修しゆう道どう会かいの細かな部分までチェックしてくださった三み輪わ清きよ宗むね様、いろいろとご助力くださった担当編集のＹさん、そしてここまで読んでくださった皆様に感謝を。

　どうぞ皆様、もう少しだけお付き合いくださいませ。




　二○一○年十月


菊きく地ち秀ひで行ゆきの『影恋』を読みながら



















本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

https://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

電撃文庫編集部

「三田 誠先生」係

「岸和田ロビン先生」係
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三さん田だ 誠まこと

兵庫県在住の物書き。今回発売が遅れてしまってごめんなさい！　なるだけ早く次をお見せできるよう頑張ります。で、でも少しだけ『Red Dead Redemption』や『戦国BASARA3』の続きも……し、したい……なあ……！
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イラスト／岸きし和わ田だロビン

広島県生まれの、フリーのイラストレーター。主な挿絵作品は「交響詩篇エウレカセブン」シリーズ、「シャルロット・リーグ」シリーズなど。










イスカリオテⅥ








三さん田だ 誠まこと





電撃文庫





2019年8月1日　発行





©2010 MAKOTO SANDA





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

電撃文庫『イスカリオテⅥ』

2010年12月10日　初版発行





発行者　郡司 聡

発行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ





カスタマーサポート（アスキー・メディアワークス ブランド）

［WEB］https://www.kadokawa.co.jp/

（「お問い合わせ」へお進みください）










装丁者／荻窪裕司（META＋MANIERA）












本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。









[image: ]




item/image/cover.jpg





item/image/i-bookwalker.jpg
AT

BOOKY~WALKER





item/image/kuchie-003-005.jpg
TAS DAY HAS BEEII SO HAPPY , BUT...





item/image/allcover-001.jpg
isca&ioi‘





item/image/p143.jpg





item/image/p229.jpg





item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		CONTENTS



		序章



		第一章　四人の聖者



		第二章　イコン



		第三章　烈士



		第四章　激戦



		第五章　原罪



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編













item/image/p065.jpg
— LN oE RSN Y
LEe+o e’
LEr el @ RO T o Lo

BSEKPrwvg Lt

-





item/image/p211.jpg
e k. DVE VI VR VIRV [ TR R TSR ‘ E
S =T I RIE  SUE S RCEAN 9





item/image/p298.jpg
L\L&\Q\\A\\%\Q\%\\Y . RSN





item/image/p011.jpg
T4





item/image/p176.jpg





item/image/p017.jpg
—— e oy
e o ud
B QAFE NS A
FRUAZT IR e’
R A AN RS ol S i m
wLLB@mode
N AN S





item/image/gaiji-cid776.png





item/image/kuchie-001.jpg
ot






item/image/photo.jpg





item/image/p010.jpg
EREUEICARERFN’
ROMOEHESHERMII [R

B3 @_tfu%,b%:t
T8 465048 R RS
LBV’

P/ﬁlz\,

AL

IR VISIEQE WIED
AKE Q<R —#6 LW
N @2 BNRNQEE N
QEEN° - QmMOIHE

ZANOS IR A R R -+ oo °

AOVQ[REE D] WREY
e X iy B wig

\§ S o & CUINQKMIE .
A .LRRO<EWDR L
$420°

o R2TAARNMRYT

SOWPLIRLIR-REANAIR-A0SSS

KNIRTR

xmgmﬂmmﬁo @ oo
»\éﬁ:w,vﬁﬁt SEke
| MIQBE D oty
RIose’

IN—ININ

EREUEER 0L
Ei EREHE R )
ViV LOP BRI BE

A EAWEROQINMOIIER IN—N
ay aoﬁﬁtﬁmtﬁm%mﬁa

- in%‘mﬁut

CHAKACTEKS





item/image/gaiji-cid7880.png





item/image/p097.jpg
\ y
‘

i
[
g
S =
o I@_

1t






item/image/p167.jpg
RN I P P ﬂ %
%.v,?ag*?ym.u“m\.”%.ﬁmlo
iSY





item/image/kuchie-002.jpg
RO I TETS
o R §
BT MAOWYK 17
B e (5
3 gz At—————129
e Y
rw Rp————— 211

Desicn Hirokazu Watanase(2725 inc.)





item/image/p049.jpg





item/image/kuchie-006-008.jpg
!
i
<
‘ﬁ_
¥

TR a7 A0

wAre WD &S
7L -2
73 (rowrr) | \
P st (orrence)  Q~A47? L JEHe IR 2L
BRI (speeo) Q~47? | > Ubin s han R THS (57 /ETIRD
e 2 45 / ) YHXRR) MRELTOEIR. T ORI
R o) 3~ manr B LR T OIERY 72 kTR 1=
BRAER (oance) 2 e 5 - Pty

HOMALL TG4 MBI (rowsr) ?

ZEOQED, HOBAITSLLZ AL g ZOIEOBIAEHTEEOLEBLL.
BOBRS -7 MEHEOMEGDBE OB , N KR OB AT, AR MIEIT B
PRI EEBURELOS, k0 WA { TIEA S B TEREE BRI,
I3 EPOEOLIBO AFY DI LROBHL. W7 AN EY ADTRLR
PERMLEEOLDTHS., ’ LR T — D BHEMLROEDTHS.

S






item/image/p009.jpg
—

[scariot

152 FEAIHOE Y





item/image/p129.jpg
— oI O " l_

WA HZE e v RO ﬁ‘

4%





